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王太子様は無自覚!?溺愛症候群なんです
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第一章　黄金の王女













　王子様が迎えに来てくれる日のことを、本当はずっと夢に見ていた。

　でもここに至るまでの経緯を思えば、おとぎの国のお姫様もあまりお気楽な仕事じゃない。




　ラナがホッとため息を吐いたほんの短い間に、彼女は男の腕に攫さらわれた。

　翡ひ翠すい色の瞳とブルネットの髪を持つ背の高い男が、隣国の王族を示すインディゴブルーのマントをひらりと翻ひるがえす。

　彼のアーモンド型の目は静かな怒りに燃えていたけれど、ラナを抱きしめる腕は優しかった。

　マントの中にすっぽりと覆い隠されたラナは、ぎゅっと男の胸にしがみつく。

　これ以上他の者の目には触れさせないと、彼が言ってくれているような気がした。

　男は左腕にしっかりと姫君を抱え、右手に騎き士しの剣を持って、敵陣に囲まれたまま毅き然ぜんと言い放つ。

「姫を迎えに来た。ラナは俺の花嫁だ！」




　＊　＊　＊




　鷲わしの紋もん章しょうの軍ぐん旗きを潮風に揺らし、一隻の船が霧の海から姿を現す。

　船せん首しゅに立つ少女は、晴れ渡った青空の下に賑わう港を目にし、感嘆のため息を吐いた。木賊とくさ色いろのマントのフードを外すと、豊かなプラチナブロンドの髪が風に揺れて頬を撫でる。

「見て、ヴィート！　港が見えてきた」

　彼女は海風に舞い上がる髪にも構わず、後ろに控える壮年の男を振り返った。浅黒い肌をした厳しい顔つきの彼は、王おう立りつ海かい軍ぐんの参さん謀ぼう総そう長ちょう兼王女の目付役である。

　ヴィートはしかめ面のまま応えた。

「ラナ様、そのように身を乗り出されては危険です」

　ラナはヴィートをからかうように笑い、山の稜りょう線せんや家々の屋根の色まではっきりと見え始めた陸地に視線を戻した。木製のハンドレールに頬杖をつき、うっとりとしながら眩しそうに目を細める。

　ラナはこれまで、生まれ育った国から一歩も外に出たことがなかった。海国スタニスラバは他国との国交を持たない秘められた王国だから、国中のほとんどの女性がそうだ。

　けれど、スタニスラバ王室の末娘が異国の王子と婚約を結ぶという天地がひっくり返るような事態のおかげで、ラナは憧れていた初めての航海を経験している。もとより好奇心旺盛な彼女が少しくらいはしゃぎたくなるのも、大目に見てほしいものだ。

「あの大陸に、私の夫になる人がいるのね」

　丸くて青い底のない海のような瞳をきらめかせ、ラナはまだ顔も知らない婚約者を思う。

　王族に生まれついたからには、恋愛なんておとぎ話のようなもの。年頃になれば父親の決めた相手と政略結婚をするのだろうということは、自分が王家の娘であるという事実と同じように、当然のこととして受け止めていた。

　この結婚も例に違たがわず、両国の同盟を完成させるための最後のピースである。

　おとぎ話とは違って、実際の王子様とお姫様の結婚は、とっても現実的なのだ。

「ねえヴィート、王太子殿下はどんなお方だと思う？」

「国民人気の高い紳士だと伺っております。十代の頃は、騎士としても随分ご活躍されたそうで。きっと、強くて心優しい殿方でしょう」

　口では褒めておきながら、ヴィートの声には悲壮感がたっぷりと滲んでいた。

　なにしろ彼女は、国の誰もが足を踏み入れたことのない未知の大陸に嫁ぐのだ。このことを愉快に思っているのは当の本人くらいのもので、見送りのパレードだって葬そう送そう行進かなにかのように沈痛だった。

（結婚をするだけよ。死地に赴くわけではないのに）

　ヴィートが波音に紛れて鼻をすするのを、ラナは半ば呆れながら聞いていた。

　ラナだって、なにもこの先に幸せな新婚生活が待ち構えているとは思っていない。自分が愛する夫との甘い蜜みつ月げつを望める立場にないということを、彼女はずっと昔からわかっていた。

「そうね。できれば、親切なお方がいいわ。でもまずは王太子妃としてちゃんと務めを果たして、疎うとましい妻だとは思われないように努力するつもりよ。勉強をして、お裁縫をして、お茶会を開いて夫を支え、それから王子を育てなくちゃ。きっと忙しくなるわね」

　ラナは声を弾ませて妃としての毎日を想像する。

　もともとたくさんの海兵のうちのひとりだったヴィートは、昇格するに従って王宮に出入りすることが増え、彼に懐いた幼いラナにたくさんの冒険話を聞かせてくれた。

　そのラナもようやく、自分の冒険をスタートできるのだ。ヴィートにはこの晴れやかな出立のときに笑顔でいてほしい。

　しかし、彼の昂こう然ぜんたる面構えは相変わらず険しく、和むどころか眉間の皺が一本増えてしまった。

「ラナ様を疎ましいなどと、そんな無礼なことを申す輩やからなればこのヴィートが黙っていないというもの。世界最強のスタニスラバ海軍を引き連れ、必ずやお迎えに上がります」

　ラナはとうとう拗すねて頬を膨らませる。

（みんな、私が不幸になると思っているのね。命じられて結婚して、知らない国でひとりぼっちになるから）

　国王もヴィートも兄たちも、ラナを目の届かないところへ嫁がせるのが嫌で仕方なく、内心では彼女を自分のものにする男を呪う日々だ。国の要である彼らがそんなふうだから、ここ数日の王宮は祝福の仮面を被りながらいつもどこか暗あん澹たんとしていた。ラナにはそれが不満でならない。

　誰か彼女を笑って明るく送り出してくれる者はいないのだろうか。

「ねえヴィート、お願いだからそんな怒った顔をしないで。私は模範的な王女ではなかったかもしれないけど、これからは立派な妃になるの。私が子猫より重たいものを持ったこともないようなご令嬢ではないこと、あなたはよく知っているでしょう」

　ラナはなんとかこの堅物を微笑ませてみようと努める。彼とは愉快なことをいくつも経験したはずだ。

「たしかにラナ様はたびたび山を馬で駆けたり、海水路に飛び込んだり、剣術を教えろとせがんだり、手のかかることもございました。どれほど国王陛下にご心配をおかけし、何度お叱りを受けていたことか」

「そうね、お父様は心配性だから。でもどれも楽しかったわ。きっとこれからもうまくやっていけると思うの」

「ええ、今思えばどれも他愛のないことでした。ラナ様は我々にとってこれ以上ない王女殿下であらせられます。そんなラナ様を邪じゃ険けんにするような輩なればこのヴィートが黙っていないというもの。世界最強のスタニスラバ海軍を引き連れ、必ずや……」

「あっ、見て、ヴィート！　もう港があんなに近くに。下船の準備をしなくちゃ」

「ラナ様、そのように甲板を走られては危険です」

　ヴィートを懐かい柔じゅうすることを早々に放棄したラナは、ローブの裾を持ち上げて鼻歌交じりに船内へ駆けていく。

　思えば、彼の笑った顔などこの十七年で一度も見たことがないことに気がついたのだった。




　スタニスラバ海軍の護送艦がやってくるのを目にした街の者たちは、皆こぞって港に集まっていた。

　豪ごう奢しゃに飾られた船から降りてきたのは、大陸では見たこともない黄金の髪の少女だ。金髪碧へき眼がんに薔ば薇ら色の小さな唇を持つ美少女は、淡いピンク色のドレスを身に纏まとい、ぱっちりとした大きな目で港のあちこちを興味深そうに見渡している。

　彼女が着ているのは近頃流行りのペティコートを見せるような前開きのローブではなく、古風だが格式の高い上品な装いだった。肩には大だい綬じゅを下げて勲くん章しょうを佩はい用ようしている。

　誰が見ても、ひと目で高貴な身分の女性だとわかった。さらに、三カ月前にナバ王国の王太子との婚約が発表されたスタニスラバの王女であろうということも、簡単に予想ができた。

　遠巻きに見守る群衆の中から赤い制服を身につけた男が進み出て、彼女の前で跪ひざまずいて礼をする。

「失礼いたします。スタニスラバ王国のラナ王女殿下とお見受けします。我が主の命により、お迎えに上がりました。馬車が待っておりますので、どうぞこちらへ」

「ナバ王国の方ね。どうもありがとう」

　ラナは荷物を持った従者に声をかけ、赤い制服の青年の後に続いた。

　ヴィートがあちらの国の代表者と思しき男と言葉を交わしている。

　王女は、この港でヴィートたちと別れて、迎えに来たナバ王国の馬車で王城まで安全に送り届けられる約束になっていた。

　生まれて初めて異国の者と言葉を交わしたラナは、幼い頃から勉強させられていた大陸の公用語で制服の青年に話しかけた。

「立派な港ね。こんなふうにたくさんの人に迎えてもらえるなんて思わなかったわ」

　本来王室の娘として、初対面の兵士を相手に気軽に声をかけることが褒められた行為ではないことはわかっている。でもまさか本当に王女である自分に大陸の言葉を使う日が来るとは思ってもいなくて、今は胸が躍って仕方がない。

　北の大陸では肌を撫でる風も降り注ぐ日の光も、別の香りを帯びているように思える。

　頬を紅潮させるラナに、青年も静かな笑みを返した。

「皆、王女殿下のご到着を歓迎しているのです」

「スタニスラバには港がないの。素敵だわ。私、もうこの国を好きになりそう」

　ラナの生まれ育った国は、その島ひとつで巨大な要よう塞さい国家だった。市街地へ入るには十キロ以上続く運河を進まなくてはならず、その途中には軍艦が常駐する環かん状じょう海水路が幾いく重えにも巡らされている。軍港は宮殿の中に造られていたが、これは国家機密だ。

　そもそも北の大陸との間にある霧の深いジゼル海峡を思うがまま行き来できるのは世界中で唯一王立海軍だけだから、今のところスタニスラバ国王の許可なく上陸することはどの国にとっても不可能だった。

「スタニスラバ王国の首都カリムルーも、非常に華やかで美しい街だと伺っております。私も天に向かってそびえ立つあの三つの塔を、いつか間近で見上げてみたいものです」

　赤い制服の青年は目を細め、未だ謎に包まれた幻の王都を思い描くように言う。

　ラナは彼に従って少しずつ船から遠ざかり、見物人たちが作る壁の手前までやってきた。豪ごう然ぜんと飾りつけられた馬車の手前で足を止める。

「さあ、中へどうぞ」

　青年が扉を開けて促した。

　ラナは理知の宿る瞳を瞬かせ、彼を見上げる。

「あなた、出身はどこ？」

「私の出身でございますか？　ナバの名もなき田舎町にございます」

「では、どうしてカリムルーに三つの塔が建っていると思うの？　ナバ王国は半年前まで内陸国だったから、軍艦は持っていないはずね。それなら、自分で国を出て航海をしたことがあるの？」

　王女の好奇心に溢れた問いかけに、青年は一瞬たじろいだ。しかし微笑みは崩さず、腕を差し出して答える。

「いいえ。この辺りの漁師が話す単なる噂を耳にしたまでにございます。さあ、王女殿下。お手をどうぞ」

　動揺を見せることもなく、無難で失礼のない対応である。

　ラナはおとなしく彼の手を取って馬車に乗り込むべきだとわかっていたが、やっぱり気になって首をかしげた。

「でも、それにしても不思議だわ。北の大陸とスタニスラバとの間にはジゼル海峡があるから、たとえよく晴れた日でも、あの霧の向こうに島が見えることはないと思うの。この辺りで噂になるほど塔のことが知られたりするかしら」

　今度は青年も言葉を返さない。

　ラナは出しかけた手を引っ込め、さらに言い募った。

「塔を確認できるほど島に近づくには、海峡のない南側を渡るしか方法はないはずね。でもこの国の漁船や商船は、あの辺りを通らないわ。南の海を通っているのは、近頃海を騒がせている海賊船くらいだもの」

　青年はその口元に貼りつけた笑みを決して崩しはしなかったが、鋭い双そう眸ぼうに畏い敬けいと歓迎の意はもう見られなかった。ラナに向かって差し出していた手を戻し、ゆっくりとした動作で腰のサッシュベルトを辿る。

「驚いたな。そこまで言い当てられるとは、王女様は思ったより賢いらしい」

　ラナは不ふ穏おんな気配を感じ取り、ローブの裾を持ち上げる。青年の微笑みが獲物をいたぶる嗜し虐ぎゃく的てきなものに変わった瞬間、船のほうからヴィートの怒ど号ごうが聞こえた。

「ラナ様、お逃げください！」

　赤い制服の青年が腰の剣を抜いたのを合図に、馬車の影から数人の男が飛び出してくる。近くの見物人の中にも剣を持った者が紛れ込んでいて、ラナはあっという間に囲まれてしまった。従者たちが慌て出し、民衆が悲鳴を上げてパニックに陥る。

「さあ、王女様。痛い思いをしたくなかったら黙って馬車に乗るんだ。『生け捕りにしろ』とのご命令だが、『傷をつけるな』とは言われてない」

　男たちはニヤニヤと余裕の笑みを浮かべ、子ウサギを追い込むようにじりじりと近づいてくる。

　ラナは一気に混乱し始めた港町の喧けん騒そうをどこか遠くに聞きながら、生まれて初めて向けられた刃に怯むこともなく、思ったよりも冷静に考えた。

（この人たちはナバ王国の者ではないんだわ。私がここで連れ去られては、大変なことになる）

　ラナの結婚は、スタニスラバとナバの同盟を完成させるための最後のピースだ。この場合最悪なのは、彼女が捕らえられて両国の同盟が決裂すること。

　父は烈火のごとく怒るだろうし、引き渡し時に起きたことだから、責任の所在を問うて戦争の火種になってもおかしくはない。

　ナバ王国としても、何者かに王太子妃を拐かどわかされては王家の沽こ券けんに関わる。どちらにしろ、争いが起こることは火を見るよりも明らかだ。

（誰に命じられているのかはわからないけど、私のことは殺せないのね）

　それがたしかならば、ラナが取るべき行動はひとつだった。

「ヴィート！」

　ラナは意を決し、船へ向かって走り出した。

　あちらへ辿り着ければ軍艦の中には味方がたくさんいる。

　現に様子がおかしいことに気づいた海兵たちは次々と港へ降りてきて、ヴィートを筆頭に剣を掲げてラナのもとへ向かってきていた。しかしやはり市民に紛れていた敵に邪魔され、まだラナを救えるほど近くにはいない。

「おいおい、俺たちゃ本気だぜ」

「殺さずに痛めつけるなんざお手のものさ」

「脚を狙えよ。走れなくしてやれ」

　男たちは興奮の奇声を上げてラナに飛びかかってくる。そのうちのひとりが剣を高々と振りかぶった。これにはラナもどうすることもできず、ただ掲げられた剣に反射して太陽の光が閃ひらめくのを見ていた。

　痛みを覚悟して目を閉じたとき、鉄が交じり合う鋭い音が港に響き渡り、ラナは男の腕に攫われた。敵に捕らえられてしまったのだと思い、なんとかその腕から逃れようともがく。しかし肩を抱く大きな手は随分と優しく、ラナの身を守るように抱え込んでいる。

「なっ、何者だ！」

　彼女を囲んでいた野盗の怯むような声が聞こえ、ラナは目を開いて自分を抱く男を見上げた。

　翡翠色の瞳を持つ背の高い青年は、隣国の王族を示すインディゴブルーのマントを翻し、胸の中に収めたラナをすっぽりと覆い隠す。ブルネットの前髪がかかるアーモンド型の双眸は静かな怒りに燃え、端整な顔立ちには威厳と品位が宿っていた。

　真に高貴な者が持つ気品と、幾重もの戦いをくぐり抜けてきた男だけが持つ精せい悍かんさに、彼を前にしたすべての者が圧倒される。

　青年は左腕にしっかりと姫君を抱え、右手に騎士の剣を持って、敵陣に囲まれたまま毅然と言い放つ。

「我が名はエドワード・バロン、ナバ王国アルレオラ大公！　お前たちこそ、彼女が俺の婚約者と知っての狼ろう藉ぜきであろうな」

　ラナは青年の腕に抱かれたまま、彼のマントの隙間から顔だけをひょっこりと出した。同時に、民衆の間から青い制服に身を包んだ兵士たちが飛び出してきて、ラナを連れ去ろうとしていた野盗を次々に捕らえていく。

「ナバの王太子の妃に手を出そうとはいい度胸だ。誰の差し金か吐かせてやるから覚悟しろ」

　数十人はいたはずの敵は、あっという間に縄で縛られて地面に倒される。船のほうにいた者たちもスタニスラバの海兵に捕まり、青い制服の兵士たちに引き渡されていった。

　野盗がひとり残らず捕ほ縛ばくされると、ラナはようやく青年のマントの中から解放された。

　彼が身に纏った黒に近い濃紺の軍服は、たしかにナバ王国の王立騎士団で最高級の一等騎士のみが着ることを許された衣装だ。胸元にはナバの王家の紋章である火竜の描かれた勲章をはじめとした、いくつかのブローチが飾られている。

（この方が、ナバ王国のエドワード・バロン様……私の夫になるお人）

　ラナは慌てて裾の乱れたドレスを整え、胸の前で手を組み合わせて膝を折った。

「スタニスラバ王国ギルバート王の娘、ラナ・カリムルーと申します。お目にかかれて光栄です、王太子殿下。危ないところをお助けいただき、大変あ……むっ」

　突然、エドワードの手がラナの頬を掴んだ。ぐいっと顎を持ち上げられ、魅力的なエメラルドの瞳が迫る。

　見るにつけて芯の通った鼻筋や薄くて形のいい唇に目を惹かれたが、今はその美しい顔立ちにどこか落胆と苛立ちを滲ませていた。

「お前はナバの正妃になるためにここへ来たんだろう。平和ボケは結構だが、妻としての役割は果たしてくれ。俺はお前に、それ以外なにも望まない。お前が攫われていたら、どうなっていたかわかっているのか？」

　唖あ然ぜんとして目を丸くするラナを睨むように見下ろす王太子は、大層不機嫌そうだ。

　もしもラナが誘拐されていたら、エドワードは国を挙げて婚約者を奪い返しに行かなくてはならなかっただろう。彼女は国を戦争の危機に晒さらしたのだ。あまりに無防備だった。いくらスタニスラバが豊かで治安もいいのんびりとした海国とはいえ、やすやすと野盗に騙されるなど平和ボケにもほどがあるというもの。

「いいか、妃が他の男の手に落ちるなど言語道断。お前は俺のものでしかないのだということをもっと自覚しろ」

　エドワードはまるで自分の所有物なのだと教え込むようにラナの細腰を引き寄せ、王族らしく尊大に言い放った。
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　半刻ほど前のこと。

　エドワードはギルモア公国を縦に貫く回かい廊ろうを栗毛の馬で南下し、港を目指していた。

　頬を切る凱がい風ふうが気持ちのいい日で、燦さん然ぜんときらめく太陽は彼の翡翠色の虹こう彩さいを宝石のように輝かせる。北の大陸には珍しいブルネットの髪と相まって、ナバ王国の王子はいつも以上に精悍で秀しゅう麗れいな青年に見えた。

　空の青も草の緑も、絵の具で塗ったように目に眩しい。なにをしていても王族の品格が漂うエドワードは、常に一枚の絵画のように華やかだと、ナバの子女たちが囁ささやき合うのも頷ける姿だった。

「殿下、そろそろ市街地へ差し掛かります。どうぞ馬車の中へ」

　エドワードと馬を並走させる近この衛え師し団だんの青年は、いい加減に護衛つきの馬車へ乗り込むようにと王子を促す。蹄ひづめの音を響かせて彼らを追う一行は、ナバ王国の王家の紋章である火竜の旗を掲げていた。

　エドワードは堅物な相棒をちらりと見やり、彼を挑発するように片眉を上げる。

「おいおい、副団長様が長くて忘れちまったのか？　俺はお前がロイヤル・ナバ騎士団勲章を授与したときの同期だろ。自分だけ一等騎士だと思うなよ、ライアン」

　言われたライアンは琥こ珀はく色の左目の下にある古傷をピクリと動かし、部下たちには気づかれないように小声で毒づいた。

「ご自分の立場を忘れやがってるのはどちらですかってんだよ」

　エドワードは彼の悪あく態たいを笑い飛ばし、ちっとも意に介さない。今でこそ主従関係にあるふたりだが、彼らは二十年来の友人でもあった。

「この回廊が我が国の領土であるとはいえ、安全が保障されているわけではありません。ナバに併合されたことをよく思わない者たちが、いつ殿下のお命を狙ってくるとも限らないのですよ」

　ギルモア公国を回廊地帯が縦じゅう貫かんし、この国がナバ王国の従属国となったのは、ほんの半年前のことだ。

　小国ギルモアは十年以上前からたび重なる東の帝国の侵略に苦しんでいた。ナバの王立騎士団の援護を受けながらなんとかしのいできたのだが、長引く戦争に国力は日に日に衰え、国王はついに北の大国ナバの庇ひ護ご下に入ることを決断したのだ。

　ナバの王はギルモアの国王に公爵の位を与え、代わりに内陸国であったナバ王国は港とそこへ続く回廊を得た。

「なにも併合したわけじゃないさ。完全自治権はギルモア公爵にある」

　エドワードの屁理屈に、ライアンは憤ふん慨がいして息巻く。

「甲かっ冑ちゅうもつけていない王太子殿下が、悠々と馬に乗っていていい場所ではないということを申し上げているのです」

　エドワードはナバ王国の王バレリオと王妃テレーザの間に生まれた第一子で、正当な王位継承者に与えられるアルレオラ大公の位を名乗っている。

　ライアンとて彼が腕の立つ騎士であることは知っていたが、近衛師団の副団長として、王太子を野放しにしておけるはずもなかった。騎士団時代にいくつかの無鉄砲を共にしたのはライアンであったから、今になって手綱を握るのもライアンというわけである。

「そうカリカリするなよ、ライアン。俺たちはこれから花嫁を迎えに行くんだ。近頃は海賊も出没する危険な霧の海域を遥々越えて、未来の王妃がやってくるのに、夫が馬車でのんびり出迎えなんて格好つかないだろ」

「王太子が先陣を切って馬で到着するのもいかがなものかと存じますがね」

　エドワードとスタニスラバ王国の王女との婚約が決まったのは、三カ月前のことだった。

　オーロ海に浮かぶスタニスラバ王国は、世界最強の海軍に、科学の進歩と豊かな資源を持つと言われている。三百年以上の鎖国を貫いている強国だが、その全ぜん貌ぼうは未だ誰にも掴めていない。

　大陸に領土拡大の波が広がる今、どの国もこぞってかの豊かな王国との国交を結びたがっていた。東の帝国が取るに足らない小国であったギルモアに手を伸ばしたのも、その先にスタニスラバ王国を見据えてのことであろう。ギルモアはそのスタニスラバと唯一関わりのある国だったのだ。

　スタニスラバ王国と北の大陸との間にある霧の深いジゼル海峡に、ギルモアの商船がときどき迷い込んでしまうのを、彼らの軍艦が拾って送り届けてくれる。ギルモアは、形式上はナバの配下に置かれることになったが、その助け船を断つわけにはいかない。

　そんな経緯があって、ナバとスタニスラバの友好同盟を結ぶ話が持ち上がった。この同盟は、エドワードの結婚をもって完成する。

　エドワードは街道を馬で駆けながら、古い刀傷を持つライアンの横顔を見た。

「それはそうと、俺の花嫁はどんな女性だと思う？」

　王子はまだ婚約者の顔を知らない。海の向こうの孤立した強国とは確立された連絡手段もなく、肖像画を送ってもらうことも間に合わなかったのだ。

「さあ？　国王陛下が、条約の締結よりも王女との婚約を取りつけるほうに苦労したとおっしゃっておりました」

「皆に溺でき愛あいされる美姫らしい。甘やかされて泣くばかりの女性は苦手なんだけどな」

「まあ、子猫より重たいものなど持ったこともないご令嬢であることはたしかでしょうね」

　花嫁の容姿にはさして興味もなさそうなライアンの言い草に、エドワードも内心では同意した。

　結婚とは、国のためにするもの。美しい姫でもたとえそうでなくても、王妃としての役割を果たしてくれる女性なら文句は言わない。

　そもそも乙女心の機き微びには疎いエドワードであったから、宮廷内で恋の駆け引きなどを楽しめるような気質でもなく、ある意味で泣かせた女性の数は三桁を数えた。彼が恋の趣を解さないせいで、あえなく玉砕した子女は数多あまたいる。

　願わくは、ひとつくらいは共通の趣味ができればいいなと、エドワードは呑気に馬を走らせていた。
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　日の光をたっぷりと浴びて育った金色の麦が、穏やかな風に穂先を揺らす。

　ひと騒動あったものの、なんとか婚約者と対面することができたエドワードは、ようやく生まれ育ったナバへと戻ってきた。

　本当は栗毛の愛馬で駆けてのんびりと帰りたいところだったけれど、それは彼の側近に断固として止められてしまった。

『あなたはどうしてああいうものの言い方しかできない朴ぼく念ねん仁じんでいやがるのですか。まったく、デリカシーのひと粒もない。今までのように泣かせて放っておいていいお相手ではないのですよ。どうぞ城に着くまでに王女殿下とゆっくり親睦を深めてくださいませ』

　そういうわけで、有無を言わさず馬車に押し込められている。

　柔らかいクッションが敷き詰められた王家の馬車は、窮屈というほどでもない。けれど少々快適さに欠けようとも、頬に風を受けながら馬に乗っているほうがよっぽど性に合っているエドワードであった。

　座席の右端に座ったエドワードは、長い脚を組み替えて、向かい側の左端に座る王女をちらりと見る。そして彼にしては随分控えめな調子でおずおずと口を開いた。

「さっきはきつい言い方をして悪かった。戦いの場に出ると、どうしても騎士団時代が抜けないんだよ」

　ライアンにたしなめられたこともあり、たしかに言いすぎだったと反省して謝罪する。けれど次の瞬間、ラナは大きな青い目でキッと彼を睨み返した。

「それ以上こちらへ近づかないでください！」

　エドワードは抵抗の意思がないことを示すように両手を挙げ、ギリギリまで身体を壁際に寄せる。

　花嫁の見た目になど興味がないと嘯うそぶいたエドワードだが、はっきり言って、ラナの容姿はこれ以上ないほど好みだった。

　繊細で豊かな、波打つプラチナブロンドの髪。快活さと理知をうかがわせる、海の色をした夢見るような瞳。色の白い肌と、薔薇色の唇。華きゃ奢しゃだがすらりとした女性らしい肢し体たいも、絹のように滑らかな丸い頬も。

　特にエドワードが気に入ったのはツンと尖った小さな鼻だった。どことなく生意気な感じがして、かじりついてやりたくなる。

　可憐で美しい姫君はエドワードの無神経な物言いにさめざめと泣くこともなく、かわいらしい牙を剥き出しにして歯向かってくる。

「そう怒らないでくれよ。きみには不本意かもしれないが、この結婚は絶対だ。俺たちが夫婦になることは取り消せない。わかるだろう」

　自分より十歳も若い娘が、母国のために命じられて政略結婚を受け入れたのだ。初めて国を出て、知らない土地へ来て、どれほど心細かっただろう。

　その上、野盗に連れ去られそうになっていた少女を、夫になるはずの彼がいきなり叱りつけたのだから、印象が最悪なのは仕方のないことだと思った。

　エドワードはなんとか彼女の警戒を解こうとしているのだが、いまいち的を射ない。

「私は、結婚してもあなたのものにはなりません」

「だがきみは俺の妃だ」

「ええ。三週間後には」

「だろ？　だから俺にはきみを守る義務がある」

「けれど殿下の所有物ではないのです」

　埒らちのあかぬやり取りに、エドワードはブルネットの髪を掻き乱してぼやいた。

「どこが違うんだよ」

　ナバの王立騎士団に入団するということは、国に認められた紳士の勲章でもある。己の大切なものを守って剣を振るい、盾となれる男であれ。愛しい女性のためなら命を賭して。

　エドワードはまだ婚約者のことを愛してはいなかったが、ラナはすでに彼が命を懸けて守るべきものなのだということを伝えたかったのだ。

　大抵のことをそつなくこなせる王太子も、女の子を慰めることだけは苦手事項だった。

　ラナは口をへの字に曲げたまま、車窓に映るナバ王国の景色をジッと眺めていた。

（彼とはわかり合えそうにないけど、私はこの国で生きていくんだから。どんなことにも、好きになれるところがひとつはあるはずよ）

　実際、四方を山に囲まれた広大なナバは美しい国だった。ペンキをこぼしたように青い空は、彼女の愛する海の色をそのまま映したみたいに鮮やかだ。

　日の光の粒を内包する眩しい風に、豊かな草木がそっと囁き返す。馬車の走る道は肥沃な赤土で、どこまでもまっすぐに伸びている。遮るものはなにもなかった。ずっと遠くのほうにときどき小さな家と、昼寝をする呑気な牛たちが見えるだけ。

　特にラナが心を惹かれたのは、彼女の髪と同じ色をした金色の植物だった。それらを一つひとつ目で追っているうちに、ラナは先ほどまでの怒りをすっかり忘れ、好奇心いっぱいの青い瞳を輝かせる。

「殿下、あれはなんという草ですか？」

　ふてくされていたエドワードは、突然キラキラしたふたつの目を向けられて拍子抜けした。

　彼がキョトンとして質問に答えないので、じれったくなったラナは自らエドワードの正面にやってきて、窓の外を指差す。

「あの、金色の草です」

「金色の？　ああ、麦のことか。きみの国にはないのか？」

「麦。聞いたことはないです。海水路の外側にはあったのかしら」

　食用や牧草のために、ナバ王国では至るところで麦が育てられている。エドワードがそのようなことを軽く説明してやると、ラナは次に丘の上を指差した。

「それなら、あれは？　あのくるくる回っているものはなんですか？」

「あれは風車だ。収穫された小麦を細かく砕いて粉にする」

　小麦が名産のナバには、当然粉挽き風車も多く見受けられた。

　生まれて初めて目にする風景の解説を時折エドワードにせがみながら、ラナはうっとりして熱心に窓の外を見つめる。窓枠に手をかけ、ホッとため息を吐いた。馬車の外を渡る風を受けた前髪が浮き上がり、ラナの形のいい額をあらわにする。

「素敵。こんな場所を馬で駆けたら、きっと気持ちがいいのでしょうね」

　エドワードは意外そうに眉を上げた。

「きみは馬に乗れるのか？」

　辺境地を治める貴族の娘にはたしかに乗馬ができる令嬢もいることにはいるけれど、まさかラナがそんなことを言うとは思っていなかった。皆に溺愛されて過保護に育てられた王女だと聞いていたからだ。

「はい。好きです、とっても」

　勢いよく頷いたラナだったが、ヴィートの言いつけを思い出し、ハッとして笑みを消した。

「殿下は、王女が馬に乗ってははしたないと思いますか？」

　彼女は乗馬が好きだったから、こちらへ嫁いでからも、できることならときどきはそうしたいと思っていた。だけど夫となる人がそれを許してくれなければ、諦めなくてはいけないと目付役に散々言い聞かされている。

　もちろんお転婆な彼女がそうやすやすと引き下がるはずもないのだけれど、エドワードが乗馬をよしとしないのなら、彼との二度目の対立は避けられない。

　エドワードは急にシュンとなったラナを目にして、とうとう堪えきれない微笑みを漏らした。拗ねたり、目を輝かせたり、肩を落としたり、忙しなく移り変わる彼女の表情は、とても豊かで愛らしかった。

「そのような女性は嫌いだと言ったら、姫君はなんと言うのかな」

　端整な口元にイジワルな笑みを浮かべ、思ってもいないことを嘯く。それからラナがなにか言い返す前に大声を出して側近を呼び、突然馬車を止めさせたのだった。




　城で王子とその婚約者の到着を心待ちにしていた侍女頭のマノンは、内城壁の門をくぐった彼らの姿を目にして腰を抜かしそうになった。

「えっ、エドワード様！　まあまあ、大変。道中、なにかよからぬことがあったのですね」

　マノンは恰幅のいい身体を揺らし、血相を変えて彼らのもとへ駆け寄る。

　彼女は王妃亡き後、懸命に尽くして王子を育てた母親代わりのような者で、またはライアンと同じくエドワードの無鉄砲さに寿命を縮めてきた被害者ともいえた。

　そのエドワードが城を出立したときと同じように栗毛の愛馬に跨またがっていて、手綱を握る腕の中には可憐な少女が横抱きにされてちょこんと座っているではないか。彼の婚約者のために用意された王家の馬車はもぬけの殻。その装いからしても、エドワードが腕に抱いているのがスタニスラバの王女であろうということはすぐにわかった。

「ん？　ああ、そうだな。王女を連れ去ろうとする盗賊がいたか。しかし用意されていた馬車はなかなか高価なものだった。誰か手を引いている者がいるはずだから、白状させないとな」

　エドワードはひらりと身軽に馬を下りる。ラナも彼に倣ならい、ローブの裾を掴んで飛び下りようとした。

　本当はラナもエドワードと並んで馬に乗りたかったのだが、さすがに正装であるドレス姿で足を広げて跨がるわけにもいかない。それでも彼の馬に乗せてもらって見るナバの城下の街並みは、この上なく素晴らしかった。

「まあまあ、盗賊が？　それは恐ろしい思いをなさったことでしょう。ご無事でなによりでございます。それで殿下が御自ら腕の中でお守りになってお帰りでしたのね」

　マノンはふたりに怪我がないことを確認し、ホッと胸を撫で下ろした。

　それにしても、珍しいこともあったものだ。たしかに金髪碧眼の人形のように愛らしい王女ではあるけれど、乙女心をちっとも解さないあのエドワードが、まさか娘を馬に同乗させて帰ってくるなんて。

　エドワードにはマノンが心の中でそう考えているだろうということが手に取るようにわかったので、口の端に笑みを浮かべた。

「ああ、まあな。そういうことにしておく」

　彼はラナを野盗から守るためにそうしていたのではなくて、ただふたりで馬上からの景色を楽しむためにしたのだ。それらを見てくるくると表情を変える彼女を、もっと喜ばせてやるために。もちろん、もしも港でのようなことがあれば、婚約者として王女を守るつもりではあったけれど。

　エドワードはローブの裾をたくし上げているお転婆な王女の腰に手をやり、彼女を軽々と地面の上に下ろした。

「きゃあ！」

　ラナはびっくりして目を丸くする。男の腕に難なく持ち上げられてしまうことがなんとなく悔しくて、背の高いエドワードを見上げてすかさず抗議した。

「殿下、私は自分で馬を下りることくらいできるのです」

「きみに俺を拒む権利はないぞ、姫君」

「私はあなたのものではないわ」

「だが俺の妃にならなくてはいけない」

　ラナは憤慨して地団駄を踏む。一方、エドワードはすでにこの子猫のような王女をからかうことに楽しみを見出しているようで、クスクスと笑って彼女を宥なだめた。

「いい子で俺に従えば、そのうちふたりで城を抜け出してこっそり馬に乗ろう。北に現れる暁の女神も見せてやる」

　そう言われると、ラナはすぐに頬を染めて瞳を輝かせる。北の大陸へ来たら、この地方でしか見られないという光の帯を、ぜひ目にしてみたいと思っていたのだ。

「本当ですか？」

「ああ。ただし、俺と一緒でなくては許さない」

　エドワードは満足そうに言って、彼女の小さくて生意気な鼻をツンと指でつついた。ラナは鼻の先を押さえながら嬉しそうに微笑む。

「ライアンには秘密にしろ。奴は口うるさい男なんだ」

「はい！」

　初対面同士の政略結婚だというのに、仲睦まじい様子のふたりを目にしてマノンは驚いた。王太子殿下は、決して女性の扱いに長けた軟派な気質ではないのに。

「聞こえていますよ、殿下。まったく。親睦を深めろと申したのは失敗でした」

　エドワードと共に馬を走らせてきたライアンの眉間には、今朝城を出たときよりも皺が一本増えている。

　ライアンは厄介な誤算を嘆いて低く唸った。

　王子だけでも持て余していたというのに、どうやらまた手のかかりそうな主人が増えてしまったようだ。子猫よりも重たいものなど持ったこともない令嬢だなんて、いったい誰が言ったのか、まったくの見当違いなのであった。
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　ナバの王城へやってきた日の翌朝、ラナはすっきりとした気持ちで目を覚ました。

　顔を洗い、髪を整え、部屋に届けられた大量の衣装の中からドレスを選ぶ。

「昨夜になって、王太子殿下が突然こんなにたくさんのドレスを贈ってくださったのです。ラナ様にはこのような色のお召し物が似合うはずだって」

　灰色の目をした侍女のキティが、目ぼしいものをいくつか広げながら言った。

　彼女は王女つきの侍女の中ではラナと一番年が近く、この国の大半の者と同じように茶色っぽいダークブロンドの髪をしている。

　エドワードが寄越したというドレスは様々な種類が取り揃えられていたけれど、ラベンダーやローズピンクやブルースターのような、淡い色が多いように思えた。

　ナバ王国でどのようなものが好まれているのかまだラナには見当がつかなかったので、今日のところはキティに見繕ってもらうことにする。

「そうですねえ。ナバ王室の公式カラーは青なんです。今夜の歓迎会ではきっと殿下と揃いで濃い青色のご衣装をお召しになられるでしょうから、今はちょっと違うものにしましょう」

　ほどなくして、ラナの好みを取り入れながらキティが衣装を一式選んでくれた。

　ふんわりと袖の広がったボディスを被り、パステル調の空色の前開きローブを着る。中のクリーム色のペティコートには繊細な刺繍が施されていて、レースの付け襟も胸元のピエス・デストマも、ナバの社交界で流行りの最高級のものだった。

　エドワードがラナのために取り揃えたそれらは、プラチナブロンドの美しい姫君にとてもよく似合っている。

　身支度を整えた後は、礼拝堂で祈き祷とうをし、彼女のためだけに用意された朝食をとった。

　昼過ぎには歓迎会のための準備を始めなくてはならなかったけれど、それまで少し時間がある。裁縫をするかお茶にするか問われたので、ラナはぜひ城の中を散歩したいと提案した。

「では、近衛兵の方をお呼びしましょう」

　キティが頷き、部屋の外に声をかける。

　ラナには若干不満なことだったが、彼女が城内を歩き回る際は必ず護衛をつけるようにとエドワードにきつく言い聞かされている。刺客の侵入や王城内の覇は権けん争いとは無縁だった、海国スタニスラバとは違うのだと。

『好奇心旺盛なのは結構だが、平和ボケは直してくれ。俺の知らぬところで、勝手に危険な目に遭ってはいけない』

　そう言ってエドワードがラナの護衛につけたのは、ルザという名の近衛師団の若い騎士だった。栗毛の天然パーマとそばかすに愛嬌がある反面、仏頂面で融通の利かない堅物である。腕は立つが真面目すぎるとのことで、ライアンが気にかけていた部下でもあった。

「ルザ、キティ。私、とにかくお城を一周してみたいわ。スタニスラバとはなにもかもが違うんだもの」

　ラナはふたりを伴って部屋を飛び出し、内ない郭かくの至るところを歩き回った。

　ナバは一年のほとんどを通して湿気が少なくからりと乾いた気候で、そのせいか空の青さが目に眩しい。この日も大陸に吹く風は微かな麦の香りを運んできて、結い上げられたラナの麦色の髪をそっと揺らした。

「ねえルザ、あそこへ上るにはどうしたらいいの？」

　ラナは内城壁の門の左右に建てられたＵ字型の塔を指差して言った。

　ルザは目を丸めてギョッとする。

「城門塔へ上りたいのでございますか」

　ラナは青い双眸を輝かせ、当然というように力強く頷いた。

　あれは城の外を兵士たちが見張るためのものであって、戦になればあそこから矢を射たり石を投げ落としたりするのである。そこへ上ろうという子女などいない。そんなところに王太子妃をやるのはいかがなものかとルザは思ったが、一瞬躊ちゅう躇ちょしたのが彼のミスだった。

「ラナ様、あそこへは四方にある城壁塔から渡るのです。こちらですよ」

　純粋で素直な気質のキティは、すっかりラナに当てられている。

　ふたりはルザの戸惑いがちな制止も聞かず、さっさと南にある城壁塔の地上階へと飛び込んだ。

　一階の部屋はごく普通の執務室で、見張りを交代した近衛兵が机で報告書をまとめているところだった。木製のスウィングドアを押して入室してきたラナと目が合うと、兵士はキョトンとして首をかしげる。しかし直後、昨日付けで王太子妃の護衛に任命されたはずのルザがその後ろを追ってきたので、慌てて起立して敬礼の姿勢をとった。

「ごきげんよう。お仕事ご苦労様です」

　ラナは胸の前で手を組み合わせて簡単な礼をすると、グレーの侍女服を着たキティときゃっきゃしながら部屋の奥にある螺ら旋せん階段を上る。

「る、ルザ殿、これは……」

「報告書には書かなくていい」

　あの何事にも動じない堅物のルザが、ふたりの少女に振り回されている。珍しいものを目にした近衛兵は、バタバタと階段を駆け上がっていく彼の背中を呆気にとられて見送った。




　階段を上って歩廊へ出たラナは、肺はい腑ふいっぱいに息を吸い込んだ。

　鋸きょ壁へきの隙間から外がい郭かくと街を眺めながら、Ｕ字型の城門塔の下まで辿り着く。

　小塔の上で見張り番をしていた近衛兵は、歩廊を渡ってきた三人の姿に気がつくと、度肝を抜かれて彼らを見下ろした。

「おっ、王女殿下ではありませんか！」

　壮年の兵士は昨日もそこで見張りをしていたので、ラナが馬の上でエドワードの腕に抱かれていた金髪の少女だとすぐにわかった。

　ラナは目を細めて眩しそうに彼を見上げ、小塔へ上るための梯はし子ごに手を伸ばす。

「ごきげんよう。そちらへ行ってもいいかしら。お仕事の邪魔はしませんから」

　そう言いつつ、すでに梯子に足をかけている。

「ラナ様、お気をつけて」

「危険です！　王女殿下」

　ラナはキティとルザの声を背に、するすると身軽に梯子を上りきった。

　とうとう城門塔のてっぺんに立ったラナは、満足そうに城下町を見下ろしてため息を吐く。

「素敵。昨日も思ったけれど、この街の人たちはお祭りが好きなのね」

　壮年の兵士は今にも王女が貧血を起こして落っこちてしまわないかとハラハラしながら、彼女のすぐ側に控えて頷いた。

「左様にございます。王都アルレオラの市民は祭りと踊りを好む、情熱の国にございますから」

　市城壁を越えてずっと遠くに目をやると、ラナがエドワードと共に馬に乗ってきた肥沃な赤土の街道が微かに見える。いつも身近にあったはずの海はなく、代わりに金色の麦が風に吹かれて波打っていた。

（私、きっとこの国が好きになると思う）

　彼女はさっそく城内でお気に入りの場所を見つけることができたので、とっても満ち足りた気分になる。

　ラナがそうしてしばらく景色を眺めていると、内城壁の門に四人の訪問者があった。

「そこでなにをしてるのかな、姫君」

　エドワードが胸の前で腕を組み、愉快そうにこちらを見上げている。隣に立つライアンは、諦めとも驚きともつかない顔であんぐりと口を開けていた。

　王太子はシンプルなジレに濃紺のジュストコールを羽織ってはいたけれど、昨日よりはラフな服装だ。

　ライアンの他にも、貴族の装いをした初老の男性と濡れ烏色の髪を持った女性を伴っている。ふたりは礼儀正しく目を伏せていて、どんな表情をしているのか、ラナにはよく見えなかった。

「おはようございます、殿下」

　ラナは小塔の上からではあったけれど、きちんと膝を折って礼をした。

　エドワードは器用に片眉を持ち上げ、怪訝な顔をしてみせる。

「きみの侍女と護衛はどうした。まさかこっそり抜け出してきたんじゃないだろうな」

「下の歩廊におります。一緒に城内を探検しているのです」

「そうか。利かん気な王女には手を焼いているだろう」

　エドワードの横でライアンが不満そうな顔をした。どの口が言うのだ、と目が語っている。

「探検は許可するが、内城壁から外へは出るなよ。お転婆な妃は俺と一緒でなくては門を出てはいけない」

　エドワードの命令口調に、ラナはすかさず薔薇色の唇を尖らせて抗議する。

「ですが殿下、私は言いつけ通りにちゃんと護衛を……」

「きみが俺に逆らう権利はないぞ、姫君」

　塔の上の王女はムッとして口をつぐみ、そっぽを向いた。

　彼の言い方はなんだか横柄でイジワルだ。ラナが歯向かえば歯向かうほど、彼はなぜか嬉しそうな顔をする。

（殿下はどうして、私を不機嫌にさせたいのかしら）

　彼女の拗ねた顔を見てとりあえず満足したエドワードは、次に笑った顔を見るべく餌えさをちらつかせた。

「これからキャンベル辺境伯と会談なんだ。今日は忙しくて無理だが、数日以内に城下を案内してやる」

　エドワードは彼の目もく論ろ見み通りにラナが屈託のない笑顔で頷くのを確認すると、喉の奥で笑いを堪えつつ、上機嫌に城門をくぐっていく。

　ライアンは彼の斜め後ろに付き添って歩きながら、この王太子の好意の示し方も大概ガキのようだと、こっそり内心で毒づいていた。




　その日の夜、王城でラナの歓迎パーティーが開かれた。三週間後に迫った結婚式に向けて、未知の海国の王女をお披露目するのが今夜のメインイベントだ。

　王太子に連れられて舞踏の間に現れたスタニスラバの美しき王女に、集まった誰もが息をのんで視線を奪われる。

　ラナはエドワードの見立てで、目の覚めるような青いドレスを身に纏っていた。ゆったりと結い上げられたプラチナブロンドの髪は艶やかで、北の大陸では目にしたこともないような色に輝いている。

　彼女をエスコートする青年も、王立騎士団の一等騎士にのみ許された礼服を着ていて、彼が国の王太子であると同時に、どれほど精悍な騎士であるかを人々に思い起こさせた。

　エドワードの左腕に手をかけて広間への階段を下りるラナは、青い目を縁取る長い睫毛をしおらしく伏せたまま、こっそり彼に囁きかける。

「殿下は社交界の女性たちの間でとっても人気の高い紳士なのだと伺っておりましたが、男性にも好かれておいでなのですね。故郷の舞踏会でも、これほど視線を集める殿方はおりませんでした」

　エドワードは他の者には気づかれないほど微かに鼻の頭に皺を寄せた。

「勘弁してくれ。皆、俺ではなくてきみを見てる」

　ふたりはまず王家の紋章の掲げられた奥の壁の前まで進み、そこで待つ国王に頭を下げた。胸の前で手を組み合わせ深く膝を折る海国の王女に、バレリオ国王は満足そうな微笑みを浮かべる。

　彼はエドワードとラナの婚約を提言した張本人だ。内陸国であるナバに港をもたらしたというだけで大きな功績だったけれど、バレリオはその上秘められた強国スタニスラバの王女を息子の妃として迎えることに成功した。すでに賢王との呼び声も高く、エドワードと同じブルネットの髪には白いものが混じり始めてはいるものの、理知を持った鋭い双眸には威厳がある。

　そのバレリオも今は、息子に似合いの姫君を妻として選んでやれたことを純粋に喜んでいた。

「ようこそナバへおいでくださった。息子を支え、よき妃となってやってほしい。きみたちふたりが夫婦として幸せに暮らし、この国をさらなる平和へ導いてくれることを望んでいる」

　国王陛下の祝辞を素直に受け止めたラナは、微笑を浮かべたままもう一度礼をしてバレリオの前から辞した。

　実を言うと、エドワードは今夜の歓迎会をほんの少し気がかりに思っていたのだ。彼はラナの飾らないお転婆さが嫌いではなかったけれど、果たして彼女が公の夜会で相応しい振る舞いをできるのかは、心配なところだった。

　しかし、ラナの所作は一つひとつが美しく優雅で、はしたないところや無作法な振る舞いなど探そうと思っても見つからない。城門塔に上って無邪気にはしゃいでしまうような彼女でもさすがは王女なのだと感心する。

　国王への挨拶を終えるとすぐ、エドワードの知己である騎士団の青年たちが集まってきた。王都にいる騎士たちはほとんどが貴族の出身で、エドワード自身の気質もあり、彼が王位を継ぐ者として二十歳で退団した今でも親しみを持って接してくる者が多い。

「まさか王太子殿下がこのように可憐な姫君を妃にお迎えするとは」

「殿下は乙女心を知らぬお方だから、並大抵の女性では泣かせて嫌われることになると踏んでいたのだが」

「西の国境の山賊たちを成敗しに行ったときは、殿下の勇ゆう猛もうさに女よりも男が惚れたものだ。そういえば奴らはあれから悪さをしなくなったな」

「村に下りてきた峡谷のオオカミたちを退治しに行ったのに、なぜか殿下だけやけに好かれて、手懐けて従わせてしまったこともあった」

　ふたりを囲んだ騎士たちは、無礼講とばかりに好き勝手に盛り上がる。

　いつの間にかエドワードの後ろに控えていたライアンが、苦々しく口にした。

「おい貴様ら、口を慎まぬか。王女殿下の御前だぞ」

　浅黒い肌をした逞しい騎士が、仏頂面のライアンに気がつき、彼の肩に手をかけて強引に酒の入ったグラスを押しつける。

「なにを言うか、副団長殿。殿下と揃って峡谷で迷子になった男が笑わせるぜ」

「迷子じゃない。偵察だ」

　ドッと騒ぎ出す男たちに囲まれ、ラナは大きな目を丸めてキョトンとしていた。

　さすがにこれだけ威圧的な男たちに群がられては緊張させるかと思って、エドワードがそっと小さな顔を覗き込む。すると、それまで努めて王女らしく振る舞ってきたラナが、とうとう堪えきれずに口を開いた。

「あの、峡谷とは東にあるガフ・キャニオンのことかしら。私もいつか行ってみたいと思っていたのです。素敵だわ。もっと皆様の冒険について話してくださらない？」

　自分より頭ひとつ分はゆうに背の高い男たちを見上げ、ラナは懇こん願がんする。

　ナバ王国は東の帝国との国境にガフと呼ばれる巨大な峡谷を持っている。スタニスラバにはそんなものはなかったし、そもそも国境というものが新鮮で、騎士団の冒険にはとても興味があった。なにしろもしも自分が男に生まれていたら、絶対に王立海軍に入隊して世界中の海を旅する海兵になりたいと思っていたのだ。

　ラナが頬を紅潮させて詰め寄ると、大の男たちも一瞬呆気にとられ、それぞれに鼻の下を伸ばして武勇伝を語り始める。

「そっ、そうですね、あれはたしか北の山脈に凶暴な獣が出ると騒ぎになったときのことで……」

「いやいや、そんな話より、俺が三回目のギルモア遠征に行ったとき……」

　ラナは話の一つひとつに相づちを打ち、目を輝かせて続きをせがむ。これがおもしろくなかったエドワードは、王女の細腰に腕を回して強引に側に引き寄せた。

「こら、こいつらは後回しだ。挨拶しなくてはいけない客人は他に山ほどいる」

「でも殿下、せっかくご友人の皆様がお話を聞かせてくださっているのに」

　ラナが唇を尖らせて抗議すると、不機嫌な顔をしたエドワードが彼女の小さな鼻を指でつまむ。ラナはびっくりして鼻先を押さえた。

「きみは俺の妃だ、俺に従え。騎士団時代の話なら後で俺がいくらでも聞かせてやるし、峡谷へだって連れていってやる」

　エドワードの言い方はやっぱり横柄ではあったが、ラナは飛び上がって喜び、彼の左腕におとなしく身を任せた。

「本当ですか？　嬉しい！　約束ですよ」

　すっかりご機嫌になったラナの腰を抱いたまま、エドワードは友人たちに背を向ける。去り際、肩越しに振り返った彼の口元には、勝ち誇ったような笑みが浮かんでいた。『ラナは俺の妻だ。ざまあみろ』と顔に書いてある。

「相変わらず腹の立つ王子だなあ」

「でも羨ましいなあ、あんな姫様」

　騎士たちは小声で文句を言いつつも、思ったより仲睦まじい様子のふたりの背中を温かい気持ちで見送った。




　ラナはエドワードに連れられ、夜会に招待されていた王国の貴族たちから次々と歓迎と祝福の言葉を受けた。ナバへ来たばかりの彼女には当然のことなのだが、誰に会わされても知らぬ相手ばかりで、エドワードの紹介を聞きながら必死に顔と名前を頭に叩き込む。

（明日からしっかり勉強に励まなくてはいけないわ）

　エドワードはゆっくり覚えればいいと言ってくれたけれど、ラナはもともと学ぶことが嫌いではなかったし、彼女は立派な王太子妃になるためにここにいる。この政略結婚が意味するところを、ちゃんとわかっているつもりだ。

　そんな彼女の前にも、ようやく見覚えのある者たちが現れた。

「こちらはキャンベル辺境伯。代々王家の信頼も厚く、東の国境付近を治めているドナト殿だ。王立騎士団の二等騎士で、以前は俺にも剣を指導してくれた」

　エドワードの紹介に合わせ、白髪混じりの男性が恭しく礼をする。

「お目にかかれて光栄です、王女殿下。ドナト・キャンベルと申します。今朝はご挨拶し損ねましたご無礼をお許しください。こちらは娘のデイジーでございます」

　彼は年を召してはいたが、貴族らしい風格と穏やかな威厳を併せ持っていた。

　隣にいるのは、濡れ烏色の長くてまっすぐな髪を持った美しい女性だった。この国の者は大半がブラウンやダークブロンドなど色の暗めの毛質をしていたけれど、彼女ほど濃い黒髪は珍しい。

「初めまして、王女殿下」

　デイジーは優雅な扇おうぎで口元を隠し、上品な身のこなしで膝を折った。

　アメジストの双眸は落ち着きと気品に満ちている。ラナよりいくつも年上ではないはずなのに、とても淑しとやかで大人びた令嬢だったので、ラナは思わずジッと彼女を見つめてしまった。

　切れ長の目の下にある小さなホクロや、大きく開いた襟ぐりに覗く色の白い肌などは、蠱こ惑わく的なのに品がある。

（とっても綺麗な人ね。この方が辺境伯の後を継いで領地を治めるのかしら）

　彼らは今朝ラナが城門塔の上から見たふたりで、エドワードが昼の間会談を持っていた者たちだ。本来政治には関わらないはずの女性であるデイジーが一緒にいたということは、彼女が次期当主なのだろう。

　ラナの思った通り、簡単に挨拶を済ませたキャンベル辺境伯は心苦しそうにエドワードを別室へ誘い、その後ろを当然のようにデイジーもついていく。

「このような席だというのに、申し訳ございません」

「いや。私の頼んだことだ」

　エドワードはふたりを伴い、ふとラナを振り返った。

「必要な客人への挨拶はおおよそ済んだはずだ。すぐに戻るから、待っていてくれ。ライアンを呼んでおく」

　なにやらよほど重要な話があるのか、エドワードの関心はすっかりそちらへ向かっている。ラナも父や兄たちが国政に取り組む姿を見て育っているので、素直に頷いて彼らの後ろ姿を見送った。

　デイジーは小柄なラナよりいくらか上背があるようで、エドワードと並んでもとても見栄えがするものだと、彼女の美しさに感心してしまう。

　ラナがひとりぼっちになると、他の令嬢たちが気遣わしげな視線を寄越しているのに気がついた。先ほどエドワードと共に挨拶を交わした者だったので、ラナのほうから声をかける。

「こんばんは。ホルテン伯爵嬢と、パンネクック伯爵嬢ね。少しお話相手になってくださるかしら」

　ふたりは喜んで応じ、すぐにラナを挟んで声を弾ませた。

「ホルテン伯爵の次女のフロールと申します。先ほどは王女殿下とは言葉を交わせませんでしたから、光栄ですわ」

「私はマティルデと申します。とっても素敵なドレスですね。それから、これはなんという髪型ですの？　私たちもぜひ真似たいと申していたところなのです」

　フロールとマティルデは感じのいい娘たちで、ラナにナバの社交界のことをいろいろと話して聞かせてくれた。特に、騎士団時代からのエドワードの人気については熱弁を振るう。

「近頃は殿下の心を掴むのはどの娘かって、社交界の間で火花が散っていたのですよ。私たちには婚約者がいるので、殿下へのお気持ちは単なる憧れでしたけれど」

「そうね。殿下は強くて心優しくて、その上あのブルネットの髪に翡翠色の瞳ですもの。私たちはラナ様のような素敵な方が妃になってくれて嬉しいけれど、きっと次は公こう妾しょうの座を巡って争奪戦が起きますわね」

　ラナは耳馴れぬ単語に首をかしげた。

「公妾、とはなんのこと？」

　伯爵嬢たちもキョトンとして目を合わせる。

「スタニスラバの国王は公妾をお持ちにならないのかしら」

　フロールはラナに最近の社交界のあれこれを教えてくれたのと同じように、まったくの親切心でそのことを説明してくれた。

「公妾とは、王室が認める王の愛人のことです。バレリオ陛下はずっと王妃ひと筋のお方で、二十年前にテレーザ様を亡くされてからも公妾を設けませんでしたけど、公妾は本来社交界の花形です。国民の不満を国王や王妃に向けないための役割も果たすのですよ」

　マティルデもこれに付け加える。

「ときどきは国の政治や文化を担う、廷臣のような扱いを受ける聡明な方もいらっしゃいます。私たちの見立てでは、王太子妃候補との呼び声が高かったデイジー様が有力なのではないかと思っているのです。昔から殿下とも親しいですし、キャンベルは国にとっても重要な地方ですからね」

　ラナは彼女たちの話に相づちを打ちながら、はたと思った。

（つまり殿下は、私以外にも別の女性をお側に置くことになるのかしら。あの、黒髪の美しいデイジー様を？）

　他国との外交の必要がなく、政権も安定していたスタニスラバには、公妾という制度は存在しなかった。両親は仲がよかったし、基本的には一夫一妻の文化なので、側室を設けるような貴族というのも大っぴらにされるものではない。だからこれは、ラナにとって実感を伴わない事実であった。

　ラナはこのことをどう受け止めていいのかわからなかったので、後から彼女を迎えに来たライアンに訊ねてみた。

「殿下は、公妾というものを設けることになるのでしょうか。王妃はこれを認めるもの？　私はデイジー様と仲よくしたほうがいいのかしら」

　ライアンはギョッとして目を丸め、内心で舌打ちをする。おしゃべりな社交界の令嬢が吹き込んだに違いない。

　ナバにおいて公妾が不貞とされるようなものではないことはたしかだけれど、一夫一妻制のスタニスラバで育ったラナが、夫が別の女性を愛人とすることを、気持ちのよいものと思うはずもないだろう。エドワードは彼女を気に入っているようだったから、まだ互いを知り尽くさない今の段階でラナの耳に入れたいことではなかった。

「公妾を持つ王もいれば、そうでない王もおります。バレリオ陛下もエドワード様の母君ひと筋のお方ですし、殿下にも馴染みのないことですよ」

　このふたりがこの先どんな夫婦になるかはライアンにも保証のできないところだったので、今はそんなふうに答えを濁すしかなかった。
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　ナバ王国には、ちょうど国土を横切るように一本の大河が流れている。この河にたった一箇所だけ跳ね橋が設けられ、ここを渡ると王城の市城壁の中へ入ることができた。

　橋を避けて王都へ近づくには、王族とその他の僅かな者たちだけが知る地下の隠し通路を使う。もしくは、北に連なる険しい山脈を越えるか、キャンベル地方にある巨大なガフ・キャニオンを越える。

　ナバという国は、四方を山々に囲まれた自然の要塞で、王都は大河と頑丈な城壁に守られている。海を天然の壁とするスタニスラバとは違った種類の、強固な国であるといえた。




　この日、ラナは約束通り、エドワードに連れられてナバの城下町へやってきた。

　昼下がりの王都は人で賑わっていて、王太子とその婚約者が街へ下りてきていることを知ると、皆仕事の手を止めてひと目彼らの姿を拝もうと通りに出てくる。

　王都アルレオラの市民はもとより祭り好きで情熱的な者が多いのだけれど、今日はいつにも増して音楽と踊りが街を満たしていた。

「なんて素敵な街なのかしら。いつも賑やかで楽しそう。あっ、あちらで曲芸が」

　黄金の髪を持つ王女はエドワードが選んだラベンダー色のオフショルダーのドレスを着ており、ふわふわと歩き回る様子は妖精のようだ。

　彼の見立て通り、プラチナブロンドの少女には淡い紫色がよく似合った。

「こら、走るなって」

　これを追いかけるエドワードもひと苦労だ。

　ラナはエドワードと共に街を行き、流る浪ろうの踊り子の舞を見て、吟ぎん遊ゆう詩し人じんの歌を聴き、次から次へと飛び込んでくる目新しいものに興味を示した。

　彼女たちの後ろにはキティやルザの他に、ライアンをはじめとした近衛師団の兵士たちも控えている。けれどエドワードは、ラナの質問の一つひとつに好んで自ら答えた。

　彼は絢けん爛らん豪華な王城の間で目にする婚約者も美しいと思っていたが、穏やかな日の光の下でエドワードの選んだドレスを纏って隣を歩くラナをひどく可憐だと思った。けれど、エドワードの口からはそんなに流りゅう暢ちょうに女性への褒め言葉が出てこない仕組みだったので、ラナの衣装と同じ色の花を買ってやることにした。

　街角の花屋の店先で、カゴを持って花売りをしていたまだ年端もいかない娘に声をかけ、ラベンダーの花を数本買う。

　ラナはエドワードから渡された花を喜んで受け取った。

「ありがとうございます、殿下。お城に帰ったらお部屋に飾らなくちゃ」

　王太子が姫君に花をプレゼントするのを目にした花屋の幼い娘は、彼らを見上げてまん丸い目を輝かせた。

「お姉さんはシャナね。私、知ってるよ。妖精さんでしょう」

　言われたラナは首をかしげる。

「シャナ？」

　花売りの娘は得意げに王太子を指差して言った。

「だって、この人は〝ナバの火竜〟だもん。火竜は妖精のシャナに恋をしてるんだよ」

　すると店の中から花屋の亭主が飛び出してきて、おしゃべりな娘の口を慌てて塞ぐ。気の毒なほど真っ青になり、娘を胸に抱え込んだまま、地面に膝をつき、王太子の前にひれ伏した。

「もっ、申し訳ございません！　娘はまだ七つにございます。このたびの咎とがは、どうか、代わりに父親である私にお与えくださいませ」

　この騒動に通りの者たちは一瞬静まり返ったが、エドワードはすぐに顔を上げさせた。

「構わないさ。小さな子どもの言うことだ」

　涙目の亭主は寛大な措置に何度も礼を言い、娘を抱いて店の中へ戻っていく。

　ラナは不思議そうに青い目を瞬かせ、エドワードを見上げた。

「殿下、〝ナバの火竜〟とはなんですか？」

　これまで彼女の質問には丁寧に答えていたエドワードだけれど、なぜか居心地悪そうにフイッと顔を逸らす。

「さあな」

　しかし、ラナにとってはエドワードにだけ頼らなくてはいけない理由もこれといってなかったので、ライアンを振り返って同じことを訊ねた。

　彼は特に躊躇することもなく答える。

「殿下の騎士団時代からの通称にございます。王家の紋章にも描かれておりますように、火竜はナバにおいて伝説の生き物なのです。殿下は恐ろしいほど腕の立つ騎士でいらっしゃいましたので、そのような通り名がついたものと」

「そうなの。では、妖精のシャナというのは？」

「ガフ・キャニオンの洞窟に住むといわれる伝説の火竜が、唯一恋をした乙女ですね。獰どう猛もうな火竜は、強引な求婚者に追われて洞窟へ逃げ込んだ金髪の乙女に一目惚れし、その妖精と共に生涯幸せに暮らしたのだとか」

　ナバの火竜と金髪の妖精。たしかにそれはまるで自分たちのことのようだと妙に納得したので、エドワードはなんとなく気恥ずかしく思っていたのだった。

「お前は本当に性格が悪いな、ライアン」

　そんなエドワードの気持ちも知っていただろうに、包み隠さず暴露してしまった友人をじとりと睨むが、ライアンは主人を一いち瞥べつして続ける。

「火竜は愛する金髪の乙女に言ったそうです。『シャナが一緒にいてくれさえすれば、俺はこの先きみ以外のものなどなにも望まない』と」

「お前なあ！　不敬罪で地下牢にぶち込むぞ！」

　ふたりが気の置けない友人のようにじゃれ合うので、エドワードの騎士団時代を話にしか聞けないラナは、その頃の彼を垣間見られたようで嬉しかった。

　この他にラナが格別の興味を示したのは、王都に到着したばかりの隊商だった。北の大陸の各地を旅して商売をしているというので、冒険話に目がないラナはすっかり虜とりこになってしまった。

　まだどこか少年らしさを残した若頭のマクシムは、黒い目と髪をしていて、肌は抜けるように白い。彼の部下のシェノールという壮年の男も同じ容姿をしていた。

　エドワードの話によれば、ナバよりずっと北にある雪に囲まれた国の民は、皆そのような見た目をしているらしい。

「ねえ、マクシムはガフ・キャニオンを越えてやってきたの？」

　火竜と妖精の伝説を聞いたこともあり、東の峡谷にすっかり心を奪われているラナは、声を弾ませて隊商の若頭に問う。

「ガフって、東にある峡谷のことかい？　まさか。あんなところを越えようなんて、命知らずのやることさ。俺たちは商人だから、依頼がない限りそんな馬鹿な真似はしないよ」

「あら、そうなの」

　エドワードとライアンがその峡谷を〝偵察〟したことがあると聞いていたので、ラナはすっかりそういうものだと思い込んでいた。

（私が思っているより危険なところなのかしら）

　けれどエドワードはたしかに連れていってくれると約束してくれた。たとえ命知らずと言われても、彼が一緒ならなんとなく大丈夫のような気がする。

　一方、若い頃の行いを〝馬鹿な真似〟と称されたエドワードは、そのことについてはとりあえず聞かなかったことにしてやった。

「それなら、キャンベル地方を通っただろう。道中、赤いオオカミを見たか？」

　頭にしゃれたターバンを巻いたマクシムは、はてと首をかしげる。

「赤いオオカミ？　いいや。ナバといえば黒いオオカミだろう。火竜の遣わした守り神だと聞いてますぜ」

　マクシムが笑って言う通り、峡谷から北の山脈にかけて生息しているのは、黒い毛並みのオオカミである。伝説の火竜の守り神と言われていて、人に悪さをすることはほとんどない。

「そうか」

　エドワードはぽつんと言って頷いた。

　それからマクシムは、ふたりに異国のお菓子をサービスしてくれた。

　出店の前に立ったまま、ラナは丸い形の甘いパンのようなお菓子にかじりつく。生地の間にはふんわりとしたクリームが挟まっていた。ラナが鼻の先にそのクリームをつけてしまったので、それを見たエドワードはフッと口の端に笑みを浮かべた。

「俺の妃はまるで子どもだな」

　右手を伸ばし、白いクリームを拭い取ろうとする。

　ところがその言い方にふと大人びたデイジーのことを思い出したラナは、自分でも気づかぬうちに彼の手を避けて顔を逸らしてしまった。

「こら。きみに俺を避ける権利はないぞ、姫君」

　またいつものようにエドワードが言うので、ラナはむっとして頬を膨らませる。

（殿下はどうしていつも、そんなふうにおっしゃるのかしら）

　ラナはエドワードの妃になることが嫌ではなかったし、そもそもいいとか悪いとかを考える機会もこれまで与えられていなかった。

　ナバの王子の妻になり、正妃として立派に夫を支える。この婚姻関係にラナの感情は必要ない。

　そのことを特に疑問にも思わずあんなに簡単に受け入れられていたのは、エドワードが顔も知らない婚約者だったからなのかもしれない。

　彼のことを知ってしまったら、エドワードがこのお菓子を得たようにラナを妃に迎え、そのうち公妾としてまた新しい女性を得るということが、どうしても心に引っかかってしまっていた。

「私は、あなたのものではないのです」

「またそれを言うか。きみは俺の妃だ。俺がもらった、俺の妻だ」

「そうですけど、でも、なんだか……殿下のもののおっしゃり方は、いつもイジワルです」

「きみのそのかわいらしい鼻は少々生意気だ」

　エドワードが両手を伸ばし、大きな手のひらでラナの頬を挟み込んだ。

　ラナがどんなに拗ねたってその気になったエドワードに敵うはずもなく、ぐいっと強引に顔を上に向けられる。そしてラナが抗議の声を上げる前に、背の高いエドワードが腰を折り、彼女の小さな鼻にパクッとかじりついたのだった。

　ラナは大きな目をこれ以上ないほど見開く。

「なっ！」

　怒りなのか照れなのか、ラナの顔がボッと熱を持った。

　至近距離に迫った翡翠色の瞳はイタズラっぽい輝きを放ち、鼻先の生クリームを奪った舌で彼の形のいい唇をぺろりと舐める。

「悪いが、俺はきみの拗ねた顔も好みなんだ。もっと反抗してみせろ」

　エドワードの低い囁きに、ラナは目を白黒させるしかなかった。触れられた頬が火をつけられたように熱く、心臓が経験したことないほど忙しなく脈打っている。

　エドワードにジッと覗き込まれて思うのは、ラナが決して彼を嫌いではないということだ。初対面のときとは違って、彼が傲慢な物言いをしながらも、こうしてラナとの約束をきちんと守ってくれる人なのだと、もうわかっている。

　拒絶したいとは思っていない。妻になることに文句はなかった。

　それなのに、彼のものになることを受け入れられないのはなぜなのだろう。

　エドワードは多分、ラナが彼の正妃になる娘だから、王太子としてこのように接してくれるのだ。紳士的で、余裕があって、本気で怒ったり熱くなったりもしない。それなら彼が自分で選んだあのデイジーという女性の前では、エドワードはいったいどのような顔を見せるのだろうか。

（私が殿下のものになりたくないと思うのは、私が政略結婚で彼に与えられる妃だからなのかしら。誰かにもらったお花やお菓子のように、彼の溢れ返る所有物のひとつになってしまうから）

　家柄や政略のために決められる正妃とは違って、公妾とは王が自ら純粋に求めるものだ。エドワードも、いつかはそうして誰かを選ぶということを知ってしまった。世界中でラナ以外の女性ならば、皆が彼に選ばれる権利を持っている。義務で結婚したラナと、エドワードが望んで隣に置きたいと思う女性とでは、きっとなにかが違うはずだ。

　けれど、それを言っても仕方のないことだった。

　ラナにはそのモヤモヤした感情の出所がわからなかったので、どうしたら悩みが解消されるのかも、ちっとも見当がつかなかった。
















第二章　過去と謀略













　巨大な峡谷を挟み、キャンベルで国境を接している東の帝国を、人々はバルバーニという。

　バルバーニ帝国とナバ王国を行き来するには、峡谷の南端に沿ってまっすぐに一本だけ整備されたセレナ街道を通る他に方法はない。しかし、両国の国交はこの十年ほぼ断裂状態なので、今ではその街道を使うのは流浪の者たちか隊商くらいだった。

　バルバーニ帝国の男児の半数以上は陸軍兵士になるという。血気盛んな国民性で、決闘を好み、帝位もまた帝国で一番強い戦士が握ることができる。

　武器の輸出と領土の拡大によって国力を高めていくバルバーニ帝国の脅威に、ギルモアを始めとした周辺各国はいつも晒されていた。オオカミと十字がはためくバルバーニの赤い軍旗は、北の大陸の侵略の象徴である。

「このようにナバは当時のギルモア国王からの援護要請に応え、幾度となく王立騎士団を派遣してきました。そのおかげでギルモアは、今日までバルバーニ帝国の侵略に耐えうることができたのです」

　ブラウンの髪をシニヨンにまとめた家庭教師は、その日の授業をそう結んだ。

　ラナはずっと肺の中に溜め込んでいた息をほうっと吐き出し、キティが用意してくれた紅茶に口をつける。それからすぐに傍らに立つ家庭教師を見上げて訊ねた。

「バルバーニ帝国には、武器の他に輸出できそうなものはないのかしら。たとえば、ナバの豊富な麦のように」

「そうですね。もとより商売をするよりも、剣で国を築いてきた者たちですから。耕されたこともない乾いた不毛の大地には、他国へ輸出するほどの食物は育たないのです」

　ラナの問いに丁寧に答えた家庭教師は、頬に柔らかな微笑みを浮かべる。

「王女殿下は本当に勉強熱心なのですね。感心いたします。バルバーニ帝国では女性が学ぶことも働くことも許されないのだと聞いたことがございますが、ナバの女は聡明であることが美徳ですから」

　ラナは眉間に皺を寄せたまま、険しい顔で唸った。

　今日の授業はバルバーニ帝国の歴史とナバとの関わりについてが主であったのだが、学ぶことが好きなラナでも、あまり明るい気持ちになれる議題ではなかった。

　平和な海国スタニスラバで育ったラナには、侵略も戦争も、遠いどこかのおとぎ話と同じくらい実感を伴わない恐怖だ。

　特に十年前にギルモアとバルバーニとの国境で起こったというカルダ山の戦いは壮絶で、両軍共に多くの死者を出したのだという。それ以来、両国には書簡ひとつのやり取りもない。

　窓辺に飾られたラベンダーの花を見て、ラナは授業中ずっと気になっていたことを口にした。

「その、カルダ山の戦いには、殿下もご出陣なさったのかしら」

　十年前といえば、エドワードはまだ王立騎士団にいたはずだ。それも前線で活躍している頃なのではないだろうか。

　ラナのひとり言のような問いかけにも、家庭教師は律儀に答えてくれる。

「もちろんでございます。殿下とライアン様が一等騎士を叙勲される前のことでしたが、おふたりはすでに名高い騎士であらせられましたから。もうひとり、一等騎士候補との呼び声高きご友人がいらっしゃいましたけれど、かの戦で亡くなられてしまったのでしたね」

　家庭教師は過ぎし日を思い起こし、沈痛な面持ちで言った。

「殿下のご友人が？」

　ラナは急に、ひんやりとした手に心臓を掴まれたような感覚になる。

　彼女はまだ身近な者の死を知らない。七歳で母を亡くし、十七歳で友を亡くしたエドワードの気持ちは、ラナにはとても測りきれなかった。

「ええ。お名前はたしか、ハサン殿と。そのときの戦いで、ライアン様は左目の下に傷を負われて……」

　家庭教師が言いかけたとき、ふたりの終わらない雑談を遮るように、ラナの部屋のドアがノックもなしに音を立てて開かれた。

「失礼。勉強熱心は結構だが、そろそろ俺の姫君を返してくれるかな」

　腕組みをして入り口に立っているのは、濃紺のジレだけを羽織ったエドワードだ。

　家庭教師が荷物をまとめて部屋を後にすると、彼はラナの手を取り、バルコニーの窓辺に置かれた日当たりのいいソファに彼女を座らせた。

「殿下、会談はもう終えられたのですか？」

　ラナは隣に腰掛けたエドワードに訊ねる。

　彼は今日、朝から国王陛下やデイジーも含め、キャンベル辺境伯との会談を持っていたはずだ。エドワードが今取り組んでいる問題がなんなのか、話し合いを共有できる立場にいるデイジーがどのように彼とやり取りを交わしているのか。王女であるラナには決して知らされるようなことではないけれど、気にならないわけはなかった。

「ああ。そのことできみに話があって来た」

「私に？」

　そう言われて、ラナの心は少なからず踊った。彼女も僅かながら仲間に入れてもらえるような気がしたからだ。

「明日、キャンベル辺境伯が王都を出立する。急だが、俺たちも一緒についていくことになった」

　ラナはエドワードの翡翠色の双眸を見つめ、微かに頬を綻ほころばせた。

「キャンベルへ？」

「ああ。もちろん結婚式までには城に戻る。ほんの短い視察さ」

　キャンベル地方には、ラナが行きたいと思っていた巨大な峡谷がある。加えて、北の大陸に来たら見てみたいと思っていた光の帯も、あちらの地方に行けば見られるはずだ。

「素敵。きっと楽しい旅になるでしょうね」

　目を輝かせるラナに、エドワードは苦笑して言った。

「どうかな。とにかく、城には俺の近衛兵を何人か残していくし、きみはしっかりルザとマノンの言いつけに従うんだ。俺と一緒でなくては内城壁を出てはいけないと言ったのを、ちゃんと覚えているだろう」

　彼はお気に入りの婚約者の小さな鼻をツンとつつき、留守の間おとなしくしているようにと言い聞かせる。

　瞠どう目もくして固まるラナは、呆然として呟いた。

「私は、王都に残るのですか？」

　エドワードはショックを受けたようなラナに気がつき、普段の調子で口元にイジワルな笑みを浮かべる。

「なんだ、ついてくるつもりだったのか？　きみは王女だろう。公務に女性は連れていかないさ」

　そんなふうに言いつつ、ラナが当たり前のように自分と共に行くことを望むのを、かわいらしいことだと思う。これだからエドワードは彼女を気に入っているのだ。

　ところがラナは、急に突き放されたような気分になっていた。

（デイジー様は、一緒にキャンベルへ行くのでしょうに）

　そこがデイジーの故郷なのだから、当然だと頭では理解している。けれどキャンベル地方は、ラナがエドワードに連れていってほしかった場所だった。

　馬鹿げた考えだとわかってはいても、やっぱり彼が自ら選ぶのはラナではなくデイジーなのだと、そう思い知らされているような気がした。

「私もご一緒したいのです」

「きみが俺に意見する権利はないぞ、姫君」

「でも……殿下は、峡谷へ連れていってくれると約束してくださいました」

　ラナの声が微かに震えていると知り、エドワードはやっと常とは違う彼女の様子に気がついた。膝の上で白い手をぎゅっと握りしめて俯く彼女は、かわいらしい牙で彼に歯向かってくるラナではない。

　エドワードはラナの顔を覗き込み、幼子に言い聞かせるように話し始めた。

「キャンベルには今、凶暴な赤いオオカミが出没している。そいつらを捕まえに行くだけだ。なにも俺だけ楽しんでくるわけじゃない」

　それになにより、ラナを危険な目に遭わせるわけにはいかないのだ。なにが起こるかわからない国境の辺境地へ行くというのに、エドワードには仕事があるから、彼女を片時も離さず腕の届く範囲に置いてやることはできない。それならば強固な城の壁の中に閉じ込めておいたほうが随分安心だった。

　彼は苦手なりになんとか目の前の女の子を宥めようとしたが、ラナは俯いて目を合わせようとしない。エドワードはほとほと困り果てて眉を寄せた。

　彼がため息を吐くと、ラナはビクリと怯えたように僅かに身体を揺らす。

「キャンベルで起こることは、俺が責任を持って解決したいと思っている。これは俺にとって譲れないことなんだ」

　ラナはそれをひどいことだと知りながら、彼の言葉の意味を邪じゃ推すいせずにはいられなかった。

（キャンベルには、デイジー様がいらっしゃるから。だから、ご自身で力を尽くしたいと思うのかしら）

　ラナは自分の考えにうんざりする。こんなにウジウジした自分は初めてだ。

（これ以上はいけないわ。私の単なるわがままだもの）

　エドワードは公務のためにあちらへ行くと言っているのだから、ラナだけが駄々をこねるわけにもいかない。

　ラナは顔を上げ、エドワードに向かって初めて作り笑いを見せた。

「そう、ですか。無理を言ってごめんなさい。殿下がおっしゃるのですから、きっと大変なことが起こっているのですね。国王陛下がキャンベルの件を殿下に一任なさったのでしたら、妻になる私も応援します」

　悲しいことに彼女は、自分の感情を隠すのがとても達者な王女だった。ラナの豊かな感受性を殺さないために、必要なときには本心をうまく包み隠せと、父が教えてくれたことだ。

　エドワードは、普段誰よりも素直な彼女の偽りを見抜けるほどにはまだラナを知らなかったので、ホッとして息を吐いた。

「ああ。父も俺のあの地への思い入れをわかってくれているんだ。十年前からの因縁さ。俺とライアンと、そしてキャンベル辺境伯のご令嬢の」

　ラナの喉の奥で、ヒュッと小さな音が鳴る。

　彼の声の響きだけで、敏さといラナにはわかってしまった。十年前の因縁とは十中八九、カルダ山の戦いのことであろう。

　ラナの知らないエドワードの過去。彼女には触れることができない痛み。彼の消えない傷跡。そこにもデイジーがいるのだ。

　エドワードが辿った道にも、これから行く先にも、共にいるのはデイジーではないか。

「ハサンという名のご友人とキャンベルの件は、なにか関係があるのですか」

　それでもまだ気丈を装っているラナの問いかけに、エドワードは驚いて眉を上げた。

　ラナにはもう、自分がなにを聞きたいのか、彼になんと言ってもらえれば満足なのか、彼女自身が求めるものさえはっきりとわからなくなってしまった。

　エドワードが警戒したように眉間に皺を寄せる。

「誰に聞いた？　きみはあいつのことを知っているのか？」

　ラナが冷静に考えられていたら、突然亡き友人のことを持ち出されたエドワードの反応は、ごく自然なものであったと思えただろう。しかし今の彼女には、それが不快さと拒絶の表れに思えた。

「デイジー様は、彼のことをご存知なのですか」

　ラナは必死に訊ねる。

　ここへきて初めて婚約者の口からデイジーの名を聞いたエドワードには、まったく話が読めなかった。

　ただエドワードは、彼の与り知らぬところで王太子の想い人を決め合ったり、勝手にそれを真に受けて彼の前で涙を振りかざしたりする娘たちが、あまり好きではない。決してラナをその娘たちと同じに扱いたいわけではなかったのに、応える声は彼が思ったよりも辛しん辣らつな響きを含んでいた。

　エドワードはふと視線を逸らして皮肉っぽく言う。

「ああ。たしかに、きみよりはずっとよく知っているだろうな」

　これにはラナの仮面も保たなかった。というより、もう強がる意味がわからなくなってしまったのだ。こういうとき、婚約者の前でどんな仮面を選ぶべきなのか、父は教えてくれなかった。

　口の達者なラナが急に黙り込んでしまったので、エドワードは不思議に思って彼女に向き直る。それからギョッとして目を丸くした。

　ラナの海のような瞳に、涙の幕が波を打っている。初対面のエドワードが乱暴に叱りつけても、泣き出しそうな様子など微み塵じんも見せなかった彼女が。

　ラナは小さな女の子のように、唇を噛み締め、泣いてしまわないようにグッと眉間に力を入れていた。彼女の丸い頬に、まだ涙は伝っていない。

　きっと泣いている姿を見られたくないのだろうとエドワードは思った。それに、実際ラナの涙を目にしてしまったら、多分平静ではいられないだろうとも。

　彼はサッと目を逸らしてソファから立ち上がった。

「ハサンの件はともかく、今回きみは留守番だ。くれぐれも城を抜け出そうなんて考えるなよ」

　ラナだって一度は、王都に残ってエドワードを見送ることを了承してくれたのだ。それなのにいったいなにが、彼女をあんなに寂しそうな表情にさせてしまったのだろう。

　婚約者を得ても相変わらず乙女心を解さぬエドワードは、首を捻りながら王女の部屋を後にしたのだった。




「それで、そのまま放ってきてしまったのですか？　とんだヘタレ野郎だな。私は殿下のその娘心への鈍さに驚いていますよ」

　ライアンの呆れ返った視線に、エドワードは文句も言えない。執務室で大量の書類を前にし、手が止まってしまっていた。

　彼女はちゃんと泣きやんだのだろうか。

　エドワードは理由も説明せずウジウジと泣く娘が嫌いだったけれど、少なくともラナのことはそうは思わなかった。それでもどうしてラナが一度挨拶を交わしただけのデイジーにこだわっているのか、一緒にキャンベルへ行けないことをあれほどまでに悲観するのか、エドワードにはちっとも見当がつかない。

　本当は今すぐにでも戻って様子を見にいきたかったけれど、急遽辺境地への視察が決まったため、まだ仕事がたくさん残っていた。

「ハサンのことは、大方侍女か家庭教師にでも聞いたのでしょう。隠すことでもないのですから、教えて差し上げればよかったのに」

「俺だって望まれれば答えるさ。でも彼女が訊かなかったんだ」

　ラナのことが気になって仕方がないエドワードは、この際一旦目の前の書類を放り出すことにし、頬杖をついて窓の外に視線をやった。

　彼の執務室は城門から見て正面の右端に作られていたので、そこからは内郭の庭や城壁、離れたところにある城下町の跳ね橋などが見てとれる。

　エドワードはふと、内城壁の城門塔の上に立つ、頼りのない背中に気がついた。

　オーロ海に浮かぶ強国の王族を示す木賊色のマントを羽織った彼女は、まだエドワードの手に入りそうにない。

「どうせ殿下がまたなにか、ぶっきらぼうな物言いをなさったのでしょう。そんなことではラナ様に好かれることは叶いませんよ」

　本棚を整理しながら古い資料を探しているライアンは、悪いのはエドワードのほうだと決めつけているようだ。

「別に好かれる必要はない。俺たちは互いによき王と妃になる。ただそれだけのことだ」

「はあ、左様でございますか。それなら私が、ラナ様をいただいてもよろしいのですか。私はそういうことにかけては、殿下と違って腕利きと自負しておりますが」

　エドワードはびっくりして窓から目を離した。

「だから俺の妃だって言ってるだろう！　あいつは俺のものだ」

　なにがあろうと、そのことは覆せない。この婚約が破棄されれば外交問題になる。

　だけどラナは、妃にはなってもエドワードのものにはならないと言う。

　初めはその違いを理解できなかった彼も、ラナと過ごしたこの数日で、少しずつ彼女の意味するところがわかるようになってきていた。ラナは命令されたからエドワードの妻になることは受け入れるけれど、彼女自身が心を預ける相手と望んで選ぶのは、エドワード以外の男かもしれないということだ。

「あー、はいはい。左様でございますか」

　エドワードもラナも、自分たちがいつかは恋愛をするかもしれないということを、微塵も考えずに育ってきた身分の者だった。王室に生まれた以上、自由な結婚など望めない。彼らの両親が子どもたちのことを大事にしていたからこそ、恋に憧れを抱かせておいて国の都合で伴侶を決めるような、残酷なことを避けたのだ。

　初恋同士ほどじれったいものはないけれど、ライアンは歯痒い思いを抑えて静かに友人を見守ることにした。




　ラナは、彼女が閉じ込められたこの壁の中で一番のお気に入りの場所である城門塔の上に立ち、茜色に染まる街をぼんやりと見ていた。

　鋸壁の間に頬杖をつき、遠くに波打つ麦の海を眺める。

　どんなに目を凝らしても、かつての彼女が愛した本物の青い海は、ラナの世界から消えてなくなってしまったのだ。

　ラナは暮れていく日に取り残されるかのように心細くて、何度目かも定かでないため息を吐いた。肩に羽織った木賊色のマントをぎゅっとかき寄せる。

　彼女はがっかりしていた。

（私はどうして、もっと妃らしくできなかったんだろう。殿下を困らせてしまうとわかっていたのに）

　自分がなにを不満に思っているのかわからない。

　これまでラナは自分の気持ちを慰める方法や、自分がなにを望んでいるのかをいつも明白に知っていた。この場合、キャンベルへついていくことは一度諦めて、エドワードのいない間に王都での生活を楽しめばよいのだ。彼は内城壁から外へ出てはいけないと言っていたけれど、外郭を見せてもらうことくらいは許されるだろう。こちらへ来てからまだ目にしていないものはたくさんあるし、厩うまやにも行ってみたいと思っている。

　それで彼女の落ち込んだ心はむくむく回復して弾むのが常なのに、今回ばかりはうまくいかなかった。

（だから私は、自分では解決できないことを不満に思っているのね。殿下に、なにかを望んでいるのだわ）

　しかしその正体を突き止めたとして、ラナがそれをエドワードに伝える権利があるだろうか。彼が国の未来を共に考えたいと思うのも、彼の過去の傷を共有したいと思うのも、ラナではない女性なのだ。

　王妃としても恋人としても、エドワードに相応しいのはデイジーのほうだと思えた。

　エドワードがラナの希望をいくらか聞いてやったのは、彼女が異国からやってきた大事な政略のためのピースだからではないだろうか。ラナに言い渡されたのは壁の中に留まることだけで、お飾りの妃になることさえ許されていないのだから。

（政略結婚とは、こういうことなのね。私は殿下にとって、ナバとスタニスラバとの同盟のためだけにここにいる存在なのだわ。愛されることがないどころか、妻としてさえ必要とされたわけじゃないのよ）

　ラナはこの先なんのために残りの長い人生を生きたらいいのかと考えると、気が遠くなるようだった。

　空が薄暗くなり始めた頃、小塔の見張りの兵士たちの交代の時間となった。歩廊を渡ってきた近衛兵は、ラナの傍らに黙って控えるルザに耳打ちする。

　伝言を聞いたルザは、複雑な表情でラナに言った。

「王太子殿下が、お身体が冷えるといけないので部屋にお戻りになるようにと、おっしゃっているそうです」

「そう。殿下のお部屋からはここが見えるのかしら」

　城へ来て何日も経たない彼女には、まだ王太子が使っている部屋をすべて把握できていなかった。

　この城の中にいては、彼女の逃げ場はどこにもない。母国のヴィートはこういうことを心配していたのかもしれないと、今さらになって思い知る。

　ラナは静かに頷いて、沈んだ気持ちのまま自室へと引き上げていった。
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　翌朝、王都に滞在していたキャンベル辺境伯とその令嬢が領地に向かって出発した。王太子はこの地方で被害を出している赤いオオカミの捕獲と処置のため、彼らと共にしばらく城を出ることになる。

　婚約者として彼を見送るラナが深く考えずに選んだのはボトルグリーンのドレスで、それが彼女の生家である王室の公式カラーであったこともあり、侍女たちは覇気のない王女を大層心配していた。

「まあまあ、ラナ様。お顔色が優れませんわ。キティ、王女殿下はお身体の具合がよくないのではありませんか」

　侍女頭のマノンは、快活な少女の意気消沈した姿を見てびっくりした。

　好奇心いっぱいにキラキラと輝いていた青い目はどんよりと曇り、大きな瞳を囲む長い睫毛は力をなくして伏せられている。内城壁の内側の広場に降り注ぐ強い日差しを浴び、今にも蒸発してしまいそうだと、マノンは思った。

　世間一般の令嬢らしくなったといえばそれまでなのだが、こんな様子なら城の奥で安静にして裁縫でもしていたほうがいいのではないだろうか。日の光の似合うラナらしくはなかった。

　キティが気遣わしそうにラナの横に立つ。

「そうなのです。今日はお部屋でゆっくりなさったらどうかと申し上げたのですが、どうしても王太子殿下をお見送りなさりたいと……」

　後ろに控えたルザも力強く頷いた。

「私も何度もお止めいたしました。王女殿下は昨日、小塔の梯子を一段踏み外しておいでです。彼女の常ではありません」

　城門塔にあるあの不安定な梯子を踏み外すというのは、普通の淑女には仕方のないことであるものの、たしかにラナには珍しいことだ。

「大丈夫です。ちょっと気が抜けていただけよ。今日だって、具合の悪いところはどこもないもの」

　ラナの作り笑いはやはり見事ではあったけれど、あまりよく眠れなかったのか、目の下の青いくぼみなどは見ていて痛々しかった。

　マノンは余計に眉を寄せる。

「ご無理は禁物ですよ、ラナ様。婚儀を控えていらっしゃる身なのですから」

「そうね。けれど王太子妃になる身として、きちんと殿下をお見送りさせてほしいのよ」

　ラナが健気なことを言うので、マノンは息子同然に育ててきたエドワードを振り返って言った。

「まあまあ、エドワード様！　ラナ様は殿下のためにご無理をなさっているのですよ。そんなところで見ていらっしゃらないで、ひと言お声をかけてあげてくださいな。そしてさっさと出立なさってください」

　馬車の側に立って馬の準備が整うのを待っていたエドワードは、皆に責めるような視線を向けられて片眉を上げる。

　エドワードもラナが広場に出てきたときからその様子がずっと気になってはいたけれど、彼女がキティやルザに守られるように囲まれているので、近寄り難く感じていたのだ。

　この日の彼は国境付近の辺境地へ赴くということもあり、黒に近い濃紺の騎士の制服を身に纏っている。

「ああ、もうすぐ出るさ。一頭、調子の悪い馬がいたんだ」

　これだから栗毛の愛馬に乗りたいと思うエドワードなのだが、向こうへ到着してからも馬での移動は必要になるし、特に王都を抜けないうちは市民の目もあるからと、ライアンに止められている。

　エドワードはなんとなく小さな声で言い訳をして、婚約者の側に歩み寄った。彼がラナの前に立つと、王女は礼儀正しく目を伏せ、深く膝を折る。

　それが行儀作法なのだから仕方のないことではあるけれど、エドワードは彼女と目が合わないことをこっそり不満に思った。

「それでは、行ってくる。身体に気をつけて、くれぐれも無茶はするな」

　他にかけるべきよい言葉も思いつかなかったので、彼がラナに一番望むことを言いつける。ラナには安全な城の中で、なにも心配せずに待っていてほしい。

「はい、殿下。殿下もどうか、道中お気をつけて。帰城をお待ちしております」

　そんな形式張ったやり取りを交わし、エドワードは用意された馬車に乗り込んだ。車窓からチラリと外を見れば、ラナはまだそこに立っていて、彼らが門を出ていくのを最後まで見届けるつもりのようだ。

　本当は出発前にもう一度彼女の笑顔を見てから行きたいのが本音だったが、ラナがなにかを悩んでいるのなら、無理に励ますのもおかしなことだと思える。とりわけその理由のわからない今の状況で、エドワードはラナを残して彼女の側から数日離れる身なのだから、安易な慰めなどできなかった。

　この不器用なふたりのやり取りを見守っていたライアンは、ついに堪えきれずに頭を抱えてため息を吐いた。

　お互い妙なところが似ていて、やたらに意地っ張りだ。一国の王と妃になる者とはいえ、生涯の伴侶にはもう少し弱い部分を見せたっていいのではないだろうか。どちらかが一時だけ、その身に背負った国への責任の重さより、相手への甘えを優先させてみれば済むこと。政略結婚で出会ったふたりが、互いに恋をしてはいけない法律なんてどこにもないではないか。

「王女殿下、少しお話が」

　しかし、根が真面目で責務に忠実な彼らが簡単にそうはできないことも知っていたので、ライアンは友人のために世話を焼くことにした。

　萎しおれたようなラナの横に立ち、彼女の形のいい耳にそっと唇を寄せる。ライアンが何事かを囁くと、ラナの青い目はみるみるうちに生気を取り戻していった。

　これを馬車の中から目にしたエドワードは、不愉快そうに眉を寄せる。

　昨日、ライアンがラナを『いただく』と言ったのは、よもや本気ではあるまい。

　ラナはライアンのほうにくるりと身体を向け、まっすぐに彼の目を見て声を弾ませる。

「嬉しい！　でも本当にいいのですか、ライアン」

　ラナが側近の名を呼んだので、エドワードの耳はピクリと反応した。

　そういえば、彼はまだ一度も名前を呼んでもらったことがない。

　ラナは勢い余ってライアンの両手を握り、喜びのあまりそれをブンブンと振った。

「ええ。このことに関しては、私が責任を負います。城の近衛兵にも伝えておきますから」

　ラナの無邪気な反応に、さすがの堅物ライアンも眉尻を下げる。

　それはいつも、エドワードだけが独占していた彼女の屈託のない笑顔だ。

「まったく。あいつはいったい誰の妻なんだよ」

　エドワードは思わず、馬車の中でひとり不満を漏らした。

　マノンもキティも、ルザもライアンも、皆が彼女を慕い、味方している。ラナはエドワードの婚約者としてナバへ来たはずなのに、彼を追い越して他の者が次々にラナと心を通わせていく。

　ラナは彼の妃だというのに、なぜエドワードが一番遠くから指をくわえて見ていなくてはならないのだろう。

　ようやく馬車が動き出す準備が整うと、ラナはあんなにこだわっていた見送りもそこそこに、ほんの少しその後ろ姿を見届けただけですぐに城内へ引っ込んでいくではないか。

　ライアンを無理やり馬車の中に引きずり込んだエドワードは、不機嫌な顔で彼を問い詰めた。

「おい、あいつになにを吹き込んだ」

「さあ？　こればかりは、私とラナ様だけの秘密です」

「この野郎、不敬罪で地下牢にぶち込むぞ！」

　エドワードが悔しそうに鼻の頭に皺を寄せるのを、ライアンは勝ち誇った気分で見やった。

　ラナの話題はこの先、普段ライアンの手を焼かせるエドワードへのいい脅しになるかもしれない。

　ライアンは人目がないのをいいことに座席にふんぞり返って腕を組み、王太子に向かって言い放った。

「その代わり王太子殿下に、ひとついいことを教えてやろう。ラナ様の涙の理由が気になっておいでなのでしょう」

　エドワードはグッと答えに窮きゅうする。まるでライアンのほうが彼女のことをよく理解していると認めるようなことは癪であったが、背に腹はかえられない。

「珍しいこともあったものです。あのエディが乙女の涙を気にかけるのですから。騎士団時代の仲間が聞いたら、それこそ泣いて喜びそうな話題だぜ」

「いいから早く言え！　ほんとに性悪な奴だな」

　とりあえず日頃の鬱うっ憤ぷんを晴らし終えたライアンは、居住まいを正して王太子に向き直った。

「王女殿下は、公妾の制度を気にしておられるのですよ。あなたが自分以外に、愛人を側に置くのではないかと。どうやら、デイジーとの噂を聞いたようですね」

　エドワードは面食らって翡翠色の双眸を丸める。

「公妾？　俺がデイジーを愛人にするって？」

　たしかに社交界の子女たちの間で、エドワードとデイジーの仲が噂されているのは知っていた。けれどそれもラナとの婚約を発表するまでのことだ。

　秘められた海国の王女との結婚を、国の貴族たちは特に喜んでいた。それに父であるバレリオには愛人というものがひとりもなかったから、エドワードの頭にもそんなものは可能性すら存在しなかったのだ。

　社交界の乙女たちの好む話題とは、まったく斜め上をいく想像力でできている。

「かわいらしいことではないですか。よかったですね。彼女にも少なからず、女性として殿下を独占したいという気持ちがあるのですよ」

　ライアンの声を唖然として聞きながら、エドワードは昨日のことを思い起こしていた。彼はラナに、どんな言葉をかけただろう。

　彼女はあんなにキャンベルへ行くことを楽しみにしていたのに城で留守番を言い渡され、エドワードはデイジーのいるキャンベルへ行く。彼がデイジーを愛人にすると思っているのだとしたら、ラナはいったいどんな気持ちで一行を見送ることを了承したのか。

　ラナのことを思うと胸を握り潰されたように苦しくなり、エドワードは馬車のドアに飛びついた。

「おい、馬車を止めろ！　城へ戻せ！」

「おいおい、どうか落ち着いてくださいませ。無茶をおっしゃらないでください。日が暮れるまでにあちらへ着かなくてはいけないのですよ」

　ライアンの言うことはもっともで、エドワードは地団駄を踏みたい気分だった。

　キャンベルに滞在できるのはほんの数日だし、その中でやらなくてはいけないことは山のようにある。

　できることなら時間を巻き戻したい。今となっては、ラナをひとりきりで泣かせてしまった自分を殴り倒したい気分だ。

「次に会ったら、正直なお気持ちを伝えて差し上げればよいのです。殿下はラナ様が側にいてくれさえすれば、この先他にはなにも望まないのだと」

　エドワードは少しでも早く仕事を片付けて城に戻ろうと心に決め、プラチナブロンドの婚約者のことを思いながら、仏頂面で馬車に揺られているのであった。
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　ドナト・キャンベルと娘のデイジーは、王都からやってきた騎士たちをもてなすのに大忙しだった。

　幸いなことに、彼らが治めるキャンベル地方は国の中でも特に広大な領地であり、代々王家からの信頼も厚い。辺境伯の屋敷は立派で部屋数も多い建物だったので、騎士たちの滞在には困らなかった。

　使用人も数多く雇っており、彼らの村に職のない者はひとりもいない。山間の者は羊や牛や鶏を飼って生活し、平地の者は野菜を育て、力仕事のできない者や女性たちは領主のもとで働いた。

　辺境伯は特別贅沢を好まなかったし、自然に囲まれて育った娘のデイジーも、宝石やお菓子といったものより、野に咲く花や新鮮な肉と野菜が好物だ。

　デイジーは長閑な辺境地とここに住む人々が好きだったし、村人たちもまた、美しく気立てのいい令嬢を心から慕っていた。

　領地にいるときのデイジーは、簡素なシフトを被り、紐で前を締めるタイプのボディスを上に羽織っている。くるぶしが見える丈のスカートを履き、さらに紐で縛って裾を持ち上げていた。艶やかな黒髪を適当にまとめて、腰からエプロンを下げた姿などは、村の農民女性と大差はない。けれどそうしていても、珍しい濡れ烏色の髪やアメジストの瞳は、やはり見る者を不思議な気持ちにさせた。

　デイジーは腕に抱えたカゴいっぱいにナバのパンを詰め、前庭で休憩を取る兵士や村人たちに遅めの昼食を配って回る。

　近衛兵の中にはすでに彼女の美しさに当てられた男がたくさんいて、皆一様に鼻の下を伸ばしていた。のんびりとした田舎へやってきて、多少気が抜けているようである。

　デイジーは屋敷に近いところに建てられた天幕の中へ入ると、木の椅子に腰掛けた王太子と彼の側近の姿を見て、僅かばかり切なそうに目を細めた。しかしすぐに気を取り直し、深く膝を折って礼をする。

「殿下、ライアン様。昼食をお持ちいたしました」

　デイジーは運んできた食事を木でこしらえた簡単な机の上に並べ、感謝の気持ちを述べる。

「このたびはわざわざお出向きいただきまして、誠にありがとうございます。赤いオオカミの捕獲の進捗はいかがなものでしょう」

「ああ。キャンベルの者たちはやはり獣の扱いに慣れているな。きみに腑抜けたうちの兵士より役に立つ」

　エドワードは冗談めかして言ったが、ライアンならもっと本気で辛辣にこのセリフを口にしただろう。

「数は思ったよりも多くないようですね。ただやはり、一匹捕獲するのに相当労力が必要です」

　ライアンの報告を受け、デイジーは顔を曇らせた。

「そうですか……。この半年で、突然赤い毛並みのオオカミが村を荒らすようになり、村人たちが手を尽くしてはいるのですが、まるで定期的に数が増えるようで……。峡谷の黒いオオカミは決して人に被害を加えないというのに」

　キャンベルは自然や生き物たちと共存することで人が恩恵を受ける地だ。そこで生まれ育った者たちが獣と折り合いをつけられず、王都の彼らの手を煩わせることがデイジーは情けなかった。

「そう思いつめるな。この地で問題が起これば、俺やライアンが手を貸すのは当然のことだ」

　エドワードが珍しく女の子を慰めようとしている。

　ライアンは部下からの報告書に目を落として言った。

「あれに村人たちが対処しきれないのは仕方のないことです。やはり外来種と見られますし、国王陛下の読み通り、薬を打たれているようですから。後で辺境伯とも話し合いを持たなくてはいけませんね」

　デイジーと父はそのことを薄々予感していたので、彼女は納得して頷く。

　半年前から突如として目撃され始めた赤いオオカミが外来種だとすれば、数が一向に減らないのにも合点がいく。何者かがあのオオカミたちに麻薬を打ち、凶暴にさせてこの地に放っているのだ。キャンベルの者たちだけでは詳しい検査はできなかったし、国内の者が黒幕である可能性も捨てきれなかったので、ついに国王に相談を持ちかけるに至ったのだった。

「まあ、黒幕の正体はほぼ割れていますが、まだ証拠がありません。使用されている薬草は遠い南の大陸で栽培されるものだそうです」

　ライアンが言うと、天幕の中にはしばらく沈黙が漂った。

　エドワードは小さな声でうめくように呟く。

「奴らは人間だけじゃ飽き足らないんだ。ついに動物にまで薬を使ってやがる」

　皆、誰がこれを仕組んだのか知っている。

　もう十年も前のことになるし、彼の死を乗り越えたつもりではいたが、デイジーはどうしても俯かずにはいられなかった。

　在りし日にエドワードやライアンと同じように騎士の制服に身を包み、剣を振るっていた彼の後ろ姿は、この十年幾度も彼女の心に思い起こされた。彼は騎士団の教えの通り、守るべき者のために命を賭したのだ。

　エドワードが沈痛な空気を振り切るように立ち上がり、デイジーの肩をポンと叩いた。

「オオカミのほうは一段落したし、久しぶりに奴の顔を見てくる」

「ご一緒いたしますか？」

　デイジーは振り返り、世界で一番憎み、慕っている男の背中を見た。

　ふたりの間に存在するのは、社交界の噂好きの令嬢たちが囁き合うような、甘く切ない愛情ではない。この世でお互いだけが最も深いところにある傷に触れることができ、そしてそのまま、それをえぐってしまうような相手だ。

　エドワードは肩越しにひらひらと片手を振り、ライアンを伴って天幕を出ていった。




　エドワードとライアンは、辺境伯の屋敷から少し離れた場所にある小高い丘を登り、共同墓地の中をゆっくりと歩いた。

　ふたりが十年に一度あるかどうかといわれる一等騎士の勲章を授与し、エドワードが父を手伝って政務に関わるようになってからは、お互い忙しくてなかなかここへ足を運べずにいたのだ。

　彼らの友人が眠る墓には、エドワードの騎士団時代の愛剣が捧げられている。名前が刻まれた墓石の前の花壇は今でもよく手入れされ、色とりどりの美しい花を咲かせていた。

　十年前から、彼だけがなにも変わらない。ハサン・キャンベル。それがエドワードとライアンの友人の名で、デイジーの兄の名で、いずれキャンベル辺境伯を継ぐはずの男だった。

　エドワードは両手を強く握りしめる。

　かつてハサンの命を奪ったものが、今度は彼の故郷を蹂じゅう躙りんしようとしている。

「赤いオオカミを放っているのは十中八九かの国の者でしょう。王女殿下を攫おうとした盗賊も、あちらの国の出身だったとわかっています。しかし確実な証拠のない今は、首謀者を叩くのは難しいかと」

　ライアンの低く抑えた声に、エドワードも小さく頷いた。

「ああ、わかってる。オオカミを捕まえて、あの野盗を締め上げただけでは解決にならない。計画通りに進めよう」

　本当ならエドワードは、友人の故郷や彼の婚約者を脅かそうとする者のところへ今すぐ乗り込み、その剣で叩き切ってやりたかった。だがエドワードはもう、若く無鉄砲だった頃の彼ではない。今では力と、それに見合った地位を持っている。

　権力を持つ者が、その使い方を誤ってはいけないとは、父の常々の口癖である。今、彼らを根絶やしにするような戦い方ができるのは、その地位にあるエドワードだけだ。今度こそ、大切なものを守り抜いてみせる。

　エドワードはその場に膝をつき、ハサンの墓に花束を手向けた。それからフッと頬を緩めて呟く。

「デイジーを愛人にするなんて言ったら、ハサンは墓を這い出て俺を張り倒しに来るだろうな」

「墓の前で滅多なことをおっしゃらないでください。奴に聞かれたらどうするんです。私は死人と顔を合わせてまで喧嘩はしたくないので、殿下を置いてとんずらさせていただきます」

　ライアンの言うことはあながち冗談ではなさそうだったし、妹を溺愛していた兄に恨まれたくもなかったので、エドワードは心の中で誓いを立てる。

　彼はこの先デイジーを愛人にすることなどないし、彼が側にいてほしいと思うのは生涯、あの金髪のお転婆な娘だけだと。

　エドワードが息を吐いて立ち上がったとき、遠くのほうから馬で駆けてくる兵士がいた。

「殿下！　王太子殿下！」

　彼は丘を登り、共同墓地の手前で馬を下りると、転がるような勢いでエドワードの前に跪く。

「たっ、只今、王城から早馬が到着いたしました。王女殿下のために用意されていたお食事に、ど、毒が混入していたと！」

　エドワードの頭からサッと血の気が引く。

　ライアンは眉を寄せて訊ねた。

「毒だと？　種類はわかるか？」

「はい。南の大陸に見られるものだと」

　ライアンは息を切らす部下に確認をとると、考え込むように腕を組む。

　恐怖と安堵が一瞬にしてエドワードを襲い、彼は眩暈を堪えるために額に手をやった。心臓がひんやりとした汗をかいて不快な音を立てている。

　落ち着け、と自分に言い聞かせた。

　もしもラナがその毒で即死しているのなら、早馬の報告は王女の急死のはずだ。

「それで、王女は無事なんだろうな」

　エドワードがあまりに切羽詰まった険しい双眸で睨むので、伝達に来た近衛兵は続く報告をするのが恐ろしく、声を詰まらせる。

「そ、それが……」

「なんだ、早く言え！」

　ナバの火竜と謳うたわれる男の本気の凄みに晒された不運な兵士は、なんとか腹に力を入れて震える声で言った。

「さ、昨夜から王女殿下のお姿が、城内に確認できないと……！」

　これを聞いたエドワードは、考えるより先に走り出していた。ものすごい速さで墓地を抜け、近衛兵が使ってきた馬に飛び乗る。

「あっ、エドワード様！　お待ちください！」

「先に戻る！」

　ライアンの制止にも耳を貸さず、馬に乗って全速力で辺境伯の屋敷へと戻っていった。




　その頃、屋敷では大人数のための夕ゆう餉げの支度が始まっていた。

　デイジーは、庭先で捕獲したオオカミを入れるための檻おりを作っている村人たちに、声をかけに行く。

　凶暴な赤いオオカミは麻薬を打たれているということがわかったので、とりあえずは檻に入れてしばらく様子を見るのだ。薬が抜ければ人に危害を加えることはなくなるかもしれないし、キャンベルの村人たちはむやみに動物の命を奪うことを好まない。オオカミたちに罪はないのだ。

　そういうわけで大量のオオカミを入れて放しておくための大きな檻を作り始めたところなのだが、もうすぐ日が暮れるので、作業は明日以降に持ち越しである。

　屋敷の使用人たちは総出で夕食の準備をし、村人たちはそれぞれが適当に作業に見切りをつけ、帰り支度をしている。

　そんな賑わい人の行き交う庭の隅で、デイジーはひたすら木を削っている男を見つけた。檻の材料になるのか、オオカミたちを捕まえる武器にするのかはわからないけれど、村人の格好をした男が鉄の短剣でそれを切り出していたので、彼女は不思議に思って声をかけた。

「あなた、ノコギリかヤスリなら向こうにあるわよ。それに、今日の作業はもう終わりね」

　麦わら帽子を目深に被った男は手を止め、豪奢な飾りのついた短剣を胸に抱く。

「へえ。私にはこれで十分でございますよ、お嬢様」

　デイジーは微かな違和感を抱き、首をかしげた。

　見たことのない顔である。このような男が、彼女たちの村にいただろうか。

　彼女がさらに距離を詰めて問いかけようとしたとき、屋敷の門から馬に乗ったエドワードが前庭に飛び込んできた。なにやら庭先が騒がしくなる。

「城へ戻る！　支度を急げ！」

　彼は馬から飛び下りると、栗毛の愛馬と出立の用意をするようにと、側の近衛兵に言いつけた。

　デイジーでさえ、彼がこんなに急に王都へ戻るとは聞いていない。騎士たちが突然慌ただしく動き始めたので、前庭にいた村人たちも皆、何事かとざわつき始めた。

　城でなにかあったのだろうかと、デイジーも不安に思う。

　彼女がエドワードに理由を聞こうと一歩踏み出したとき、デイジーの横を麦わら帽子の男がすり抜けていった。男はそのままエドワードへと近寄っていく。

　エドワードはただラナのことだけを考え、近衛兵が持ってきたインディゴブルーのマントを被る。

　どうして自分は彼女をキャンベルへ連れてこなかったのかと、そればかりが頭を過った。

　いくらラナがお転婆な王女でも、黙ってひと晩も姿をくらませるはずがない。

　キティやルザはどうしたのだろう。

　ラナがギルモア公国の港へ着いたときだって、彼女を連れ去ろうとした者たちがいたではないか。彼女が狙われていることはわかっていた。だから内城壁の中へ閉じ込めるようにして置いてきたのだ。

　しかしなぜ、自分が不在の城にラナを残して、安心だなどと思えたのだろう。腕の届くところにいてくれなくては、誰よりも先に駆けつけてやることすらできない。ラナの身になにかあったとき、自分がこんなにも不安になるだなんて知らなかったのだ。

「エドワード様、お待ちください。まだお耳に入れていないお話が……」

　墓地から走って王子を追いかけてきたライアンは、庭を右往左往する村人とぶつかってよろめいた。

「ああ、これはすまない」

　相手が転んで地面に尻餅をついてしまったので、屈んで手を差し出す。

　ライアンは村人を引き起こしてから、顔を上げて旅支度をする主人のほうに視線をやり、目に飛び込んできた光景に息をのんだ。

「エディ！」

　職務に忠実な側近が、近衛師団の副団長になってから初めて、人の目のあるところで王子のことを友人としての愛称で呼ぶ。

　そのとき、屋敷の角にある厩へ向かおうとしていたエドワードの背後で、悲鳴に近い女の声が響いた。

「エドワード様！」

　エドワードは驚いて振り返る。それと同時に、彼の腕の中に華奢な女性の身体が飛び込んできた。

　木賊色のマントのフードがはらりと落ちる。彼の胸にもたれかかり、崩れるように膝を折った少女のプラチナブロンドの髪が、フードから溢れてふわりと広がった。

「お前……！　なぜここに」

　エドワードはラナを抱き留め、力の抜けた彼女の身体を抱えて座り込む。

　我を失うほどの焦しょう燥そうに駆られて探し求めた婚約者が、今彼の腕の中にいる。エドワードは一瞬安堵して胸を撫で下ろしたが、ラナの背を抱いた手のひらに生ぬるい感触を覚え、ゆっくりと視線を動かして自分の左手を見た。そこには血のりがべっとりとついている。木賊色のマントの背中は、血の色に滲んでいた。

「ラナ？」

　エドワードはなにが起こったのか理解できないまま、腕の中で震え始めた頼りない身体を抱き起こす。

　庭の門の前にいたライアンが閃せん光こうのような速さで飛んできて、血のついた短剣を持った麦わら帽子の男を取り押さえた。

　ラナは、エドワードを庇ってあの男に刺されたのだ。彼女の右肩には、大量の出血が認められる。

　エドワードの心臓が握り潰されたように軋んで音を立てた。彼はラナを繋ぎ止めるように、必死にその左手を握りしめる。

「ラナ！　お前、なんて馬鹿なことを……！」

　ラナは白い肌に張り付くような汗をかき、視界は霞かすんでいたが、かろうじて意識は保っている。

「き、妃として、エドワード様のことをお守りしただけです。褒めてくださってもいいのに」

　ラナがこんなときまで色を失った唇を尖らせて拗ねてみせるので、エドワードは泣きそうになって叫んだ。

「黙れ！　俺に口答えするな」

　ぐったりとして温度の下がっていく身体を懸命に掻き抱く。

「殿下はどうしてそう横柄なのですか。いつもいつも、イジワルな言い方をして……私は、あなたのものでは……」

「わかったから、もうしゃべるな！　頼むから」

　ラナは口を動かすことも苦しくなってきて、すがるように手を伸ばした。エドワードがしっかりと握り返してくれる。

「おい、救護班はまだか！　急いでくれ！」

　エドワードの悲痛な声が、どこか遠くのほうに聞こえた。

　なにはともあれ、彼に怪我はなかったようだ。

　そう思うと一気にホッとして気が抜け、ラナはそのままエドワードの腕の中で意識を手放した。
















第三章　蜜月と離別













　ハサンは同期の中でも一番陽気な男だ。国境付近のキャンベル辺境伯の嫡ちゃく子しで、父も二等騎士を叙勲した剣士である。

　幼い頃から北の山脈や東の峡谷を駆け回り、父から剣の手ほどきを受け、ときに凶暴な獣と対峙して成長した彼は、十七歳の頃には立派な体たい躯くの騎士になっていた。

　プリエト伯爵家の三男であるライアンはハサンと同い年で、また同じように、腕の立つ騎士であった。けれど王都に近いプリエト出身の都会育ちだったので、田舎を駆けずり回って育ったハサンに比べると随分細身に見える。

　彼らはその性格も対照的で、底抜けに明るいハサンと腹の黒いライアンは、王立騎士団に入団した当初から犬猿の仲だった。筋肉質で屈強なハサンは男に好かれ、琥珀色の瞳を持ち、貴公子然としたライアンは女に好かれた。

　幾度とないギルモア遠征や山賊の征伐で競って功績を立てたふたりは、いずれ一等騎士を叙勲するだろうと言われていたが、その彼らよりも一段と腕の立つ者がいた。それが王太子アルレオラ大公のエドワード・バロンである。

　彼は乙女心だけは解さない朴念仁だったけれど、ハサンと気の合う無鉄砲さも、ライアンと気の合う気品も持ち合わせた男だったので、どちらとも馬が合ったのだ。

　あるとき王立騎士団の任務中に、エドワードとライアンがガフ・キャニオンで行方不明になったことがあった。捜索するにも範囲が広すぎて、救助はあわや絶望的とも言われたのだ。そんなふたりが生きて帰ってこられたのは、峡谷を庭とするハサンがいたからだった。

　ふたりを探し出してやったハサンは、高らかに笑って言った。

『俺は峡谷でなら、エディとの決闘にも勝てるだろうな』

『はは、お前がいて助かったな。ライアンとふたりで野垂れ死ぬかと思った』

　エドワードは素直に礼を言ったが、ライアンは大仰な仕草で天を仰いで祈りを捧げる真似をした。

『ああ、なぜ私の同期はこんな無骨な野生児と世話のかかる王子なのですか。どうかもっとまともな人間を遣わしやがれ』

『てめえ、それが助けてもらった奴の態度か！　これだから腹の黒い性悪坊ちゃんは嫌いなんだ』

　水と油のハサンとライアンにとって、エドワードは互いの妥協点のようなものだ。誰も彼らのことを仲がいいとは言わなかったけれど、よき友人に恵まれた者たちだと思っていた。

　そんなハサンが命を落としたのは、ギルモアとバルバーニの国境で起こったカルダ山の戦いでのことだ。

　これまでナバとギルモアの連合軍はほとんどの小競り合いで優勢を保っており、この戦でもそうだった。すでに地面に伏していたのは多くがバルバーニ帝国の戦士たちで、ナバの王立騎士団はいつも通り、負傷した者たちを敵味方関係なく天幕の中に運び入れ、手当てを始めていた。

　その男はバルバーニの戦士であったが、すでに瀕死の重傷で、常識ならば動けるはずもない状態だった。しかし、常軌を逸した様子で突如立ち上がり、足を負傷した兵士に肩を貸していたエドワードに向かって剣を振るったのが始まりだった。

『エディ！』

　王太子を庇ったハサンは背中に大きな傷を受け、そのままエドワードの腕の中で亡くなった。ライアンが左目の下に傷を負ったのもこのときだ。

　気の狂った者たちは敵や味方の区別なく、ただその命が尽きるまで暴れ続ける。戦場で息をしている者がいるのなら、それが誰であろうと止まることなく襲いかかった。

　この地獄の日から、ナバ王国とバルバーニ帝国の国交はその一切が断絶された。
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　寝室に茜色の夕日が射し込み始めた頃、一日眠り続けたラナはふと目を開けた。

　視界いっぱいに白い布が広がって、柔らかいベッドに沈む身体には適度な重さが感じられたので、最初は自分がシーツに包まって眠っていたのだと思った。

　とろけるような安心感に、もっとシーツを引き寄せようと手を伸ばす。すると白い布が勝手に身じろぎしたので、まだ寝ぼけていたラナはびっくりして瞠目した。

　ゆっくりと顔を上げると、規則正しく上下する胸と、男性らしい喉元、扇型に広がった長い睫毛の影が落ちる頬骨、それから無造作に乱れたブルネットの髪が見えた。どうやらシーツだと思った白い布はエドワードの着ているシャツで、身体に纏いつくものは彼の腕であるらしい。

（これはどういう状況かしら）

　いまいち意識のはっきりしないラナは、エドワードに抱きしめられて眠る理由が理解できない。

　部屋にはふたりの他に人はおらず、心地のいい静寂に包まれていて、窓から忍び込む夕焼けの色が温かく辺りを染めている。

　とにかくラナは、このままでは壊れかけのおもちゃのようにぎこちない心臓が止まってしまうのではないかと思ったので、目の前の逞しい身体から距離をとることにした。

　ラナがこっそり後退りを始めると、彼女の腰に回された腕がセンサーのようにピクリと反応する。その腕がそのままラナの身体をグッと引き寄せたので、彼女は結局自分を抱きしめる男ともっと密着することになってしまった。

　ラナが混乱してぐるぐると目を回していると、腕の主が気配に気づいて目を覚ます。豊かな睫毛が小鳥のように震え、瞼の奥から翡翠色の瞳が現れた。

「ん、目が覚めたのか」

　ゆったりとあくびをして軽く身体を伸ばす仕草をする彼は、ちっとも慌てたりしない。

「肩の傷は痛むか？　もう熱は冷めたはずだけど、気分は悪くないか」

　エドワードにそう訊かれて、ラナはようやく自分が右肩に傷を負ったことを思い出した。

　そんなに深い傷ではなかったのか、処置がよかったのか、とにかく寝転がっている分にはあまり痛みはない。

　ラナがふるふると首を振ると、エドワードは安心したような顔を見せ、彼女の髪をそっと撫でた。そしてラナの額に羽根で触れるようなキスを落とし、それはこめかみや首筋を伝って、彼のために傷ついた肩も慰めた。

（で、殿下はいったい、どうしてしまったの……？）

　ラナはなんだか砂糖漬けにされているような気分で、されるがままになっている。

　エドワードはラナの傷に気をつけながら、彼女の肩に顔を埋めた。

「すまなかった。俺が王子であるせいで命を狙われて、その俺を庇って、友人と……お前まで失うのかと思ったら、初めて恐怖で身体が震えた」

　エドワードの声は頼りなく掠れ、本当に震えている。傷を負ったのはラナだったけれど、その傷を一番痛いと感じているのはエドワードのような気がして、ラナはそっと手を伸ばした。

　ラナが優しく彼の腕に触れると、エドワードは顔を上げ、今にも泣き出しそうな笑みを見せる。

「ハサンの話をまだしていなかったな。……奴はとんでもない野生児のような男で、お前が行ってみたいという峡谷も、自分の庭のように知り尽くしていた」

　エドワードは仰向けになってラナと肩を並べると、旧い友人と出会ったときのことから、思い出を辿るように話し始めた。

　エドワードとハサンが騎士団の仲間と共に勝手に模擬戦を企てて上官に怒られた話や、ハサンとライアンがいかに不仲であったかという話は、ラナをいつものように無邪気に笑わせた。しかし、話がカルダ山の戦いのことへ移ると、エドワードの軽快な口調も重くなり、ラナは無意識に彼の右手を優しく握っていた。

「……それで、あいつは俺の腕の中で死んだ。王立騎士団の教えの通り、主君のために命を賭して。俺はあのとき初めて、自分が王子であることを呪った」

　王位継承者である自分を守るために友人さえ命を落とすということを目の当たりにし、彼はその日からハサンへの罪悪感に囚われているのだ。もしもエドワードがただ普通の友であったなら、ハサンは命を張らずに済んだのではないかと。

　それを聞いていたラナははたと首をかしげた。

（私は、エドワード様に向けられた剣の前に飛び出したとき、王子を守らなくてはいけないなどと思ったかしら）

　そうではないと思う。そんなことを考えていたら、きっと恐怖が勝って、咄とっ嗟さに動くことはできなかっただろう。

　ただあの刃が彼を傷つけることが許せなかったから、ラナは激しい怒りに突き動かされて飛び出したのだ。大切なものを壊されることへの憤怒が、彼女に死の恐怖すら忘れさせた。

「殿下」

　ラナは隣に寝転ぶ婚約者にそっと囁きかける。

　首を捻ってこちらを向いたエドワードの眉間には、深い皺が刻まれていた。

　ラナはしっかりと自分の想いが届くように祈りを込めて、エドワードの肩に額を擦りつける。

「ハサン様も私も、多分ライアンも……あなたが王太子だから助けるのではありません。エドワード様のことが大切だから、守りたいと思うのです。ナバの騎士とは、そういう方々ではありませんか」

　ラナがそう言うと、エドワードは唇を噛み締め、しばらくぼんやりと天井を見つめていた。それからコロンと寝返りを打ってラナのほうに身体を向けると、彼女の頭の上に顎をのせて呟く。

「ありがとう」

　ラナはそれを、とても満ち足りた気分で聞いた。

（これは私とハサン様と、ふたりで半分にするべき言葉ね）

　エドワードはきっと、自分のために命を賭したハサンに、礼など言ったことがなかったのではないだろうか。これでようやく天国のハサンも満足してくれるだろう。

「あっ、そうだ」

　エドワードが突然思い出したように声を上げ、身体を起こしてベッドに肘をついた。キョトンとするラナを見下ろし、ムスッとして片眉を上げる。

「お前、俺がデイジーを愛人にすると思っているんだって？　誰に吹き込まれたのか知らないが、もう少し夫を信頼してくれないか。俺は愛人などとらない」

　ラナにはどうしてエドワードが拗ねるのかわからなくて、首をかしげて訊ねた。

「けれど、公妾は王室にとって必要なものだと聞きました。殿下がキャンベルにこだわっていらっしゃるので、私はてっきりデイジー様を公妾に置かれるつもりなのかと」

「いらん、いらん。俺はただお前を手に入れるだけでも苦労しているのに、その上愛人だなどとややこしくしないでくれ。俺がわざわざお前の気を逸らすような真似をするか」

　それからエドワードは鼻の頭に皺を寄せ、不本意そうに、けれどとても真剣にラナの目を見つめて続けた。

「いいか、女に言い訳をするのはこれが初めてだから、口が下手なのは勘弁してくれ。デイジーはハサンの妹で、俺がキャンベルにこだわるのはここが奴の故郷だからだ。死んだ友が守るはずだった土地と民を、俺は責任を持って守りたい。ただそれだけのことだ」

　ハサンが存命であったなら、初老のキャンベル辺境伯に代わってこの騒動を落ち着けようと動いていただろう。獣の扱いに慣れた彼だから、エドワードやライアンよりうまく対処していたかもしれない。

「そう、なのですか」

　ラナは呆気に取られて瞬きをし、ホッと息を吐いた。

　もしもエドワードが愛人としてデイジーを望んで選ぶのなら、ラナは彼女と仲よくするのはとても大変なことだと思っていた。けれど彼の友人の妹だというのならば、あの美しい令嬢とも親しくなれるだろうか。

　なにはともあれ、エドワードが公妾はいらないと言ってくれたので、嬉しくなって頬を緩める。

「よかった。私、エドワード様が別の誰かにとられてしまうのかと思ったのです」

「まったく。お前は余計なことを考えず、とにかく俺だけを見ていればいい」

　エドワードは呆れたように言い、覆いかぶさるようにしてラナの身体の両側に手をつくと、背を屈めて顔を近づけた。それから最初に彼のお気に入りの小さな鼻に口づけ、次に薔薇色の唇に自分のそれをそっと重ねた。

　かわいらしい音を立てて離れると、ポカンとした青い目が彼を見上げている。

　彼女はキスをするときに目を閉じることも知らないのだと思うと、エドワードの胸は甘い喜びで満たされた。

（これは……キスというものかしら）

　ラナはぼんやりと思う。

　世の夫婦や恋人たちの間で、愛情のために交わされるものだということは知っている。スタニスラバの図書館で読んだたくさんのおとぎ話でも、王子様は必ず最後のページでお姫様にキスをしていた。

　だけどいつも物語はそこで終わりで、キスを受けた姫がどうすればいいのかをラナは知らなかったので、身体を硬くして間近にある翡翠色の目を見上げていた。

　エドワードは喉の奥で低く笑い、その瞳にイジワルな色を浮かべる。

「取って食うわけではないから安心してくれ、姫君」

　そう言ってまた唇を重ねた。エドワードはラナの髪や頬に触れながら、優しく唇を合わせ、ときどき瞼や眉間や鼻の先にもキスをする。

　途中で「目を閉じなさい」と言われたので、ラナはおとなしくそれに従った。そうしてみると、エドワードの柔らかい唇の感触や、大きな手のひらや、ラナを包み込む身体の温もりをとても離れがたく感じる。

　彼のキスが終わってしまうことをひどく寂しく感じたので、ラナは離れていく胸に手を伸ばし、エドワードのシャツを掴んだ。

　エドワードは口の端をイタズラっぽく歪める。

「好きだ、ラナ」

　彼は耳元でそう囁き、今度は耳みみ朶たぶに音を立てて口づけた。

　ラナの脳がぶるりと震える。

「好き……？」

　ラナはその言葉を唖然として繰り返した。

　彼女はもうすぐ結婚をする身だけれど、まさか自分が男性からそのような言葉をかけられるとは思ってもみなかった。誰かに抱きしめられるのがこんなに心地いいものなのだと、目が覚めて初めて知ったのだ。

　でも、それはふたりが婚約者同士だからなのだと思った。エドワードがキスをしたのだって、これが夫婦の間の挨拶のようなものだからだと納得した。

　けれど彼は、ラナのことが好きだと……。

　エドワードの気持ちがすとんと胸の深いところまで落ちてくると、固まっていたラナの頬がボンッと音を立てて赤くなった。

　王子が眉を上げる。

「なんだそりゃ。めちゃくちゃかわいいな。取って食うぞ」

　ラナはこんな鼻先の触れる距離で彼と見つめ合っていることが急に恥ずかしくなって、慌てて視線を泳がせた。

　するとエドワードは、それに抗議するようにラナの鼻に柔らかく歯を立てる。それから彼の指がラナの顎先をすくい上げ、さっきよりも少しだけ強引に唇を奪う。

　ラナはぎゅっと目を閉じた。

　これが彼の愛情からくる行為なのだと知り、心臓がものすごい速さで動き始める。こんなに近くにいたら、エドワードにだって聞こえてしまうかもしれないと思うと、ラナの羞恥はますます加速した。

　エドワードはラナの傷が痛まぬよう細心の注意を払いつつ、宣言通り、食べつくしてしまいそうなキスをする。

「え、エドワード様」

　ラナは沸騰してしまいそうなほど熱い身体をどうにかしたくて彼の胸を押し返したのだけれど、すがりつくような頼りない抵抗になってしまった。

　エドワードは自分の胸に置かれた手を取り、白い手のひらにも口づけを落とす。

「ラナはいつも嫌がるけど、俺が決めたんだから逃げられないんだ。お前は絶対、俺のものにする」

　細められたエメラルドの双眸に射抜かれ、ラナの胸がきゅうっと音を立てる。『俺のもの』と言われるといつも反抗したくなるのに、今日だけは苦しくなるほど甘い胸の締めつけに、心が掻き乱された。

　ラナがそうやって様々なところを撫でられ口づけられ優しくかわいがられていると、ようやく救世主が部屋のドアをノックして現れた。大きな箱を抱えて静かに入室してきたキティが、寝台の上でのぼせ上がっているラナを見て、目を吊り上げる。

「エドワード様ってば、なにをなさっているのですか！」

　それからベッドの側まで飛んでくると、ラナを組み敷く男をしっしと追い払ってしまった。

「ほらほら、包帯を交換するお時間ですよ。どうぞお部屋の外でお待ちになってください」

「いや、俺はもう二度とラナを腕の届く範囲より遠くへやらないと決めたんだ」

「またそんなことをおっしゃって！　こんな滞在先での同どう衾きんを許されたのだって、とっても寛大なライアン様のおかげなのですよ。あんまりべたべたしてラナ様に嫌われても知りませんからね」

「随分な言いようだな。お前の主君は誰だ？」

　ついこの間、王太子つきの侍女として婚約者の世話を命じられたキティは、澄ました顔で答えた。

「ラナ様にございます」

　エドワードには若干不満が残ったけれど、たしかにこれ以上ラナに触れて傷に障るようなことをしてはいけないので、自制の意味も込め、おとなしく部屋の外に追い出されることにした。




　＊　＊　＊




　キャンベルの地で数日療養をしたラナは、それからすぐ自由に動き回れるくらいに回復した。肩の傷は心配されたほど深くはなく、また背中側の肩甲骨のあたりだったので、二週間後の結婚式でもある程度であれば襟の開いたドレスを着ても問題はないだろうと思われた。

　今はまだ包帯をとってはいけないと団医に言われているため、襟ぐりの狭いローブをキティに選んでもらっている。エドワードの指示で、肩にショールを羽織ることも忘れなかった。

「ラナ、ついておいで」

　ラナがキティと一緒にソファで紅茶を飲みながら話をしていると、側のカウチで報告書に目を通していたエドワードに呼ばれた。

　彼が『腕の届く範囲より遠くへやらない』と言ったのはあながち比ひ喩ゆでもないらしく、エドワードはラナと共に極力部屋にこもっている。そしてどうしても部屋を出なくてはならないときは、こうして彼女を伴っていくのだ。

　ラナとしてもずっと居室に閉じ込められているのは本意ではなかったので、文句は言わずついていくことにしている。

　しかし、一旦部屋を出るとエドワードが決してラナの隣から離れないのは、びっくりするくらいの徹底ぶりだった。

　彼はラナの細腰に腕を添え、広いキャンベル家の屋敷を彼女のペースに合わせてゆっくりと歩く。目指すのは、二階にある仮の執務室だ。

　ラナはぴったりとくっついて隣を歩く彼を見上げ、囁いた。

「殿下、皆が驚いていますよ」

　キャンベル辺境伯が雇っている使用人は数が多かったし、エドワードの苛か烈れつな戦士としての姿か、乙女心に興味のない態度しか知らない騎士たちは、見かけるたびにその過保護ぶりに目を剥いている。

「いいんだよ。奴らにもお前は俺のものだと覚えさせなくては。ラナに手を出す者がいれば、この俺が地獄の果てまで追いかけてくると」

「私はあなたのものではないわ」

　不思議なことに、ラナは『俺のもの』という言葉にそれほど腹が立たなくなっていたのだけれど、習慣と意地で一応そう言っておいた。

　エドワードはラナを見下ろし、イジワルそうに眉を上げる。

「お前はまだそれを言うのか」

　そのとき、ちょうど上階へ続く階段に差し掛かったので、ラナはローブの裾を淑女らしく捌いて持ち上げた。エドワードはその隙に腰を屈め、ラナの膝裏をすくい上げると、背中に腕を回してあっという間に横抱きにしてしまう。

「きゃあ！　エドワード様、下ろしてください！」

「お前に俺を拒む権利はないぞ、姫君」

「私は、自分で階段を上ることくらいできるのです」

「どうかな。俺のお転婆姫はドレスにつまずいて転んでしまうかもしれない」

　ラナは令嬢にしては運動神経のいいほうだったので、これには憤慨して頬を膨らませた。

　エドワードとしてもラナの所作が完璧で、スカートを踏んでしまうようなことは決してないと知っていたが、これは彼女をからかいたいための言い訳だった。

　そうこう言っているうちに、エドワードはラナを抱いたまま階段を上りきってしまう。

　エドワードがラナを床に下ろすと、彼女はくるりと踵きびすを返して今来た階段を下りようとした。

「こら、どこへ行く」

　彼がすかさずラナの左手を掴む。

　ラナはキッと王子を睨み上げ、薔薇色の唇を尖らせた。

「階段を下りて、もう一度上ってくるのです。自分で、歩いて」

　エドワードがぷっと吹き出して笑う。

「困ったな。かわいい奴め」

　ラナはそう言ったエドワードに捕まり、またしても軽々と抱え上げられてしまったのだった。




　執務室でルザの報告を受けていたライアンは、王女を横抱きにして部屋に入ってきた主人に思い切り白い目を向けた。

　ラナが目を覚まさなかった間のエドワードも大概腑抜けていたけれど、目を覚ましてからの過保護ぶりにも辟へき易えきである。

　ライアンは友人の婚約者への溺愛ぶりを罵ってやろうかと思ったが、ラナが大変恥ずかしそうにしていたので、賢明にもそのことには触れなかった。

　エドワードは窓辺にあるソファにラナを下ろし、自分もそのすぐ隣に座る。

　ライアンは側にあるひとり用の座椅子に腰掛け、ルザが静かに後ろに控えた。

「で、あれはやはりバルバーニの者だったか？」

　エドワードの問いに答えたのは、ラナを刺した麦わら帽子の男の取り調べを担当していたルザだ。

「はい。ガフ・キャニオンを越えて密入国したようです。ラナ様を攫おうとした野盗同様、多額の報酬を提示されて依頼を受けたと。依頼主の顔は見ていません」

　ラナはこの会話を聞いて、自分が誘拐されそうになっていたことを今になって思い出した。

（あれは、ただの盗賊ではなかったのね）

　ギルモア公国の港へ降り立ったとき、彼女はまだナバとバルバーニとの間にある確執を、嫁入り前の机上の知識としてしか知らなかった。実際に誰かが攫われてしまうほどの争いが起こっているという危機感はなかったのだ。

　エドワードに平和ボケと罵られても仕方がない。

　そう考えると、エドワードがラナに内城壁の外へ出てはいけないと言ったのは、彼女の身を守るためだったのかもしれないと思った。

「ラナ様のお食事に混入していたという毒も、種類は違いますが、赤いオオカミに打たれていたものと生産国は同じのようです。おそらくそちらもバルバーニの差し金によるものかと」

　ライアンの報告に、エドワードが険しい顔で頷く。

「奴らが王女を手に入れてスタニスラバとの接触を持つことを目的としているのなら、ラナの命に関わるようなことはしてこないと思っていたが。どうあってもこの婚約をなかったことにしたいらしいな」

　エドワードの膝の上で組まれた両手に力がこもっている。

　彼らがしばらく考え込むように口をつぐんだので、ラナは久しぶりに顔を合わせたライアンに礼を言った。

「あの、ライアン。私がここへ来られるように手配をしてくれてありがとう。おかげで毒の入った食事を食べなくて済んだし、殿下をお守りすることもできたわ」

「いえ。王太子殿下をお守りするのは、本来私の役目だったのです。ラナ様のお身体に傷を負わせてしまったこと、深く悔やんでおります。それに、殿下が殺気に気がつけないほど取り乱していたのは、私の不手際でもありますので」

　エドワードは鼻の頭に皺を寄せ、拗ねたような表情で側近を睨んだ。

「まったくだ。ラナを城から出してくれたことには礼を言うが、こちらへ向かっているともっと早く教えてくれればよかったものを」

　ラナがキャンベルへ来られたのは、エドワードの出立を見送ったとき、ライアンがそう提案してくれたからだった。彼がいろいろと手を回してくれたおかげで、キティやルザやほんの少数の精鋭な近衛兵を伴って、お忍びでこちらを訪問することができた。

　彼女が不在の城で王女のための食事が作られていたのは、ラナが外出届を出さずに城を抜け出したからであって、大半の者はまだそのことを知らなかったのだ。

「誰よりもまず俺に許可を取るだろう、普通。俺の婚約者だぞ」

　ラナが自分以外の男を頼るようなことは、エドワードにとっておもしろくない。

「申し訳ありませんでした。殿下があまりにヘタレでいやがりましたので、ついお節介を」

　上官の常の毒舌を知らぬルザは、王太子への暴言をハラハラしながら見守っている。しかし、エドワードはそのことについては特に咎めず、静かな怒りの見え隠れする双眸を細めて言った。

「とにかく、奴らを締め上げられるくらいの決定的な証拠を掴もう。計画を急げ」

　エドワードはライアンの不ふ遜そんな態度を嫌いではなかったし、今回のことについては、本音を言えば感謝しか持ち合わせていないのであった。
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　キャンベル滞在の最後の夜がやってきた。

　ラナはデイジーに誘われ、キティとルザと共に衣装部屋を見せてもらっている。そこはスタニスラバやナバの王城の衣装室とは違い、ラナたちにとって目新しいものばかりが並んでいるのだった。

「デイジー様、あれはいったいなにに使う物ですか？」

　ラナは棚の上を指差し、デイジーを振り返って言った。

「あれはエナンといって、昔、異国の上流階級で流行っていた帽子だそうです。ラナ様の故郷は他国との国交を持たない海国ですから、目に珍しいでしょう」

　デイジーはなんにでも興味を示す王太子の婚約者をとても気に入り、ラナがキャンベルへ来てから妹のようにかわいがっている。これは失礼なことなので口にはできなかったけれど、庶民派で田舎っぽい趣味を持つ自分とも気が合う、数少ない令嬢なのではないかと思っていた。

　肩の傷で熱を出したラナを細やかな気遣いで献身的に看護したのはこのデイジーだったと、ラナは後になってから知ったのだ。

「あれが帽子なの？　被ってみてもいいかしら」

「もちろんでございます」

　デイジーが棚から下ろしたおかしな形の被り物は、ツンと尖った牛のような角が二本生えている。その後ろからは繊細な生地でできたヴェールが垂れ下がっていたので、どうやら女性のための物らしいとわかった。

　ラナはそれを頭にのせてみる。

　なにを着ても似合う美しい王女だけれど、さすがに時代遅れの大仰な帽子は滑こっ稽けいに見えたので、キティはくすりと笑ってしまった。

　贅沢を好まないキャンベル辺境伯の衣装部屋には特別煌きらびやかなものは保管されていなかったが、それが逆に、都会育ちのキティやルザの目も楽しませてくれる。

　デイジーは三人を伴って部屋の隅にある靴箱の前へやってくると、そこから革でできたブーツを取り出した。それをラナの腕に渡す。

「これは軍靴です。革で作った、とても丈夫な靴なのですよ」

「たしかにとても重たいわね。スタニスラバ海軍の水兵はもっと短い靴を履くか、ザイルを上るために裸足でいる者も多かったわ」

「その革靴は、村人が私のために普通より小さく作ってくれた物なのです。私はそれを乗馬用のブーツとして使っています。乗馬がお好きと聞きましたので、よかったら、ラナ様にもらっていただけないかしら」

　ラナは青い目をパッと輝かせる。

「いいのですか？　デイジー様のための物なのに」

「もちろんです。王女殿下に私のお古なんて申し訳ないのですけれど、それを作るには時間がかかりますから。次に王都へ伺うときには、新しい物を持っていきますわ」

　乗馬の際、ラナは故郷ではいつも兄たちの使う革靴を借りていて、それはとてもぶかぶかだったので、デイジーからのプレゼントを喜んで受け取った。

　ラナはこの数日でデイジーのことが大層好きになっていた。エドワードが彼女を公妾にすると言わなくて本当によかったと思う。

　いくらデイジーが素晴らしい女性でも、エドワードに彼女のことを愛していると言われれば、ラナはデイジーのことを心から慕うことはできなかっただろう。

　彼女の兄がハサンだというのだから、エドワードはいい友人に恵まれていたに違いない。

　ラナが心の中でそう思ったとき、開け放たれた衣装室のドアが軽くノックされた。入り口に立っていたのはエドワードである。

「ごきげんよう、姫君。そろそろ俺の腕の中に帰ってきてくれるかな」

　頭に変な被り物をし、手には軍靴を持った王女を見て、エドワードは頬を緩ませる。

「エドワード様！　おかえりなさいませ。もうお仕事は終えられたのですか？」

　今日、エドワードはラナを屋敷に置いて昼間から外出していたのだ。

　屋敷の中では決してラナの側を離れない彼だが、さすがに外に連れていくことはしない。代わりに、屋敷の至るところに選りすぐりの屈強な近衛兵が置かれていた。

　ラナには外出禁止令が敷かれている。彼女はそれをちょっぴり窮屈に思ったけれど、エドワードの気持ちを理解しているつもりだったし、彼女が外へ出たいとわがままを言えば、どれだけの数の兵士の手を煩わせることになるかわかっている。

　またどこかで危険な目に遭って、エドワードの過保護を加速させるのも本意ではなかった。

「ああ、だから迎えに来たんだ。さあ、俺が十を数えるまでにここへ来なさい。王女様の外出の時間だ」

　これを聞いたラナは、エドワードが数を数える間もなく、彼のもとへすっ飛んでいく。

「どこへ出かけるのですか？」

　途端に頬を紅潮させて声を弾ませたラナに満足し、エドワードは彼女の腰に両腕を回して引き寄せた。そしてツンと尖った生意気な鼻に、欲望のままに優しくかじりついてキスをする。

　ラナが好奇心いっぱいの目で自分を見上げてくるときを、エドワードは最高だと思っていた。ラナに未知の世界を教えてやるのは自分なのだ。

「さあ？　それはまだ秘密だ」

　エドワードはもったいぶって行き先を教えてくれなかったけれど、ラナは文句を言わなかった。せっかくキャンベルへ来たというのに、着いて早々に怪我をした彼女はまだどこへも行けずにいたので、エドワードがどこに連れていってくれるにしても、それはラナの初めての体験になるからだ。




　キャンベルの空には無数の星が瞬いている。エドワードとラナを乗せた馬車は、この星の光の道を辿り、淡い輝きに誘われるように夜道を進んだ。

　風はなく、凪いだ静かな晩だった。草花は眠りにつき、動物たちと共に森の奥に気配を隠している。

　ツンと尖った空気は冷たく、息を吸い込むたびに肺腑をチクチクと刺激する。ラナが白い息を吐き出してぶるりと身体を震わせると、エドワードは分厚いショールを彼女の肩にかけてやった。しかし、ラナは出発前にも厳重な防寒具を着せられていたので、もはやぐるぐる巻きにされて身動きがとれないくらいだ。

　一方、エドワードは簡素なタブレットを被り、普段使いのブリーチズを履いた非常にラフな装いである。騎士団時代には峡谷での野営も経験したタフな王太子なので、こういった外出を厭うエドワードではなかった。

　馬車がやってきたのは辺境伯の屋敷よりも北にある山の麓ふもとで、そこからは少しだけ、なだらかな山道を歩いて登るという。エドワードはラナを抱えて登ってやることもやぶさかではなかったけれど、彼女がそれを望まないだろうということを知っていたので、小さな右手を握って一緒に歩くことにした。

　今夜の外出はすべて、ラナを喜ばせるためにあるのだから。

「素敵。蝋ろう燭そくの明かりがいらないくらい、星が眩しいわ」

「こら、そんなに上ばかり見ているとつまずくぞ」

　そうは言いつつ、他のなによりも、星明かりに照らされたプラチナブロンドの姫君に目を注いでいるエドワードは、ラナが転んでしまう前に抱き留める絶対の自信があった。

　しばらく道を行くと、見張りの近衛兵たちが辺りを囲っている小さな家が見えてきた。それは小さいとは言っても頑丈で立派な造りになっていて、細部の装飾もかわいらしく、しっかりと手入れされていることがひと目でわかる。

　ラナが期待に満ちた目でエドワードを振り仰いだ。

「キャンベル辺境伯の別荘だ。ひと晩俺たちに貸してくれるそうだが、お気に召していただけそうかな？　姫君」

「まあ、素敵！　ここにエドワード様と泊まるのですか？」

　外泊経験の少ないラナは飛び上がって喜ぶ。

「さすがに見張りをつけずにというのは難しいが、別荘の中はふたりきりだ」

　この先、エドワードとラナがふたりだけで過ごせることはほとんどないから、これはエドワードにとっても思い出の夜になるだろう。

　王太子とその婚約者は、彼らのために用意された別荘に足を踏み入れると、すべての部屋を残すことなく覗いてみた。どこへ行っても、ふたりが快適に過ごせるように整えてある。

　ラナは建物の北側二階にあるバルコニーつきの部屋を選び、そこで夜を明かすことにした。

　ふたりは手始めに広いバルコニーに出て星空を眺める。蝋燭の火を二箇所だけ灯し、足元と互いの顔くらいは見えるようにした。

　ラナはキティが持たせてくれたマフの中に両手を突っ込み、手すりに肘をついて山の稜線から少しずつ姿を現す星の正体を掴もうと目を凝らす。ずっとエドワードに握られていた右手の指先は温かかったけれど、左手は冷え切って自由に動かせなかったので、普段は好まない高価なマフが今はありがたかった。

　エドワードは部屋にあった毛皮のブランケットをマントのようにして背に被ると、そのままバルコニーに立っていたラナを後ろから包み込む。

　エドワードの胸の中に背中からすっぽりと覆われたラナは、急に星よりも彼のことが気になり始めてしまった。

　これは近頃になってようやく知ったことなのだけれど、エドワードは見た目よりも逞しい身体つきをしている。王立騎士団を退団した今でも鍛えているのか、ラナを後ろから包む胸は硬くて広くてとても抜け出せそうにないし、しなやかな筋肉のついた腕はいつでも彼女を軽々と抱き上げてしまう。

　それに彼の柔らかなブルネットの髪は硬派で威厳があったし、濡れたように光る翡翠色の双眸に射抜かれると心臓を掴まれたような気分になった。

　騎士団時代には人気が高かったというし、今だって、エドワードがその気になれば女性に困りはしないだろう。

「殿下は、ナバの社交界の女性を百人は泣かせたお方だと聞きました」

　ラナが突然ポツリとこぼしたので、エドワードは面食らって息を詰まらせる。

「なんだそれは。誰が言った」

「社交界のお友達です。フロールとマティルデといって、いろいろなことを教えてくれるのですよ」

　エドワードはホルテン伯爵とパンネクック伯爵の令嬢を頭に思い浮かべ、内心で舌打ちをした。

　実際、若い頃の女性関係が派手だったのは、どちらかといえばライアンのほうだったのに、罪のないエドワードは彼女に誤解を与えないために言い訳をする。

「それは俺が、女性の遠回しな告白にまったく気がつかなかったり、気の利いた返しをできなかったりするからだ。別に妙な意味ではない」

　ラナは彼の腕の中でくるりと身体の向きを変えると、眉間に皺を寄せているエドワードを見上げて言った。

「それでは殿下は、恋をしたことがありますか？」

「恋？」

　ラナは小さく頷く。

「私は、ないのです。スタニスラバの王宮の図書館でたくさんのおとぎ話を読んで、本当は少しだけ憧れていたけれど、私はきっと国内の有力貴族の男性と政略結婚をしなくてはいけないと思っていたから。だからその方は恋のお相手ではないし、私に王子様は現れないと」

　いくら好奇心旺盛な彼女でも、それだけは望めないと思っていた。王室に生まれたからには仕方のないことだと。

　けれど海を越えてやってきた国にいたのは、彼女だけを妻とし、彼女のお転婆を飽くことなく見つめ、彼女を星空の下に連れ出して喜ばせてくれる王子だった。

　ラナは円筒のマフから両手を抜き取ると、エドワードの腰に腕を回してぎゅっと抱きついた。それから少し頬を赤らめて、彼女にこの世で一番素敵な感情を教えてくれる男を見上げる。

「でも、エドワード様は、私の王子様だったみたいです」

　はにかむラナを見下ろして、エドワードはアーモンド型の目をキョトンと丸くした。

　彼はこれまで複雑な乙女心を知ろうとしなかったので、遠回しな告白にはちっとも気がつかなかったけれど、一挙手一投足を見つめる王女の告白ならば、それだけで十分だった。

　エドワードは両方の手でラナの頬を包み込むと、背を屈めて顔を近づけ、彼女の唇の上で答えた。

「光栄です、姫君」

　それからふたりは広いバルコニーにカウチを並べ、その上に柔らかいクッションを敷き詰めて、星空を眺めながら毛布にくるまって寝転がった。

　ラナはエドワードの左腕に頭をのせ、空に浮かぶ光をひとつずつ数える。彼女があまりの安心感にうとうとしてくると、エドワードはなにも言わずにそっと髪を撫でてくれた。

　しばらくしてラナが眠りに足を半分突っ込んだ頃、エドワードに軽く肩を揺すられて目を覚ました。

「ラナ、始まったぞ」

　ラナは瞼をこすって目を開ける。

　先ほどまでそこら中に転がるように瞬いていた星々が消え、空がうっすらと明らみ始めている。そして夜空の隙間から現れた緑色の光が踊るように揺れ、どんどん大きくなっていき、ついには視界いっぱいの光の帯になった。

　ラナは興奮して飛び起きる。

「わあ！　エドワード様、これって……」

「北に現れる暁の女神だ。スタニスラバでは見られないだろう」

　それは彼女の故郷には現れないもので、北の大陸で見られる神秘的な現象なのだと聞いていたから、こちらへ来たら絶対に目にしてみたいと思っていたのだ。

　エドワードはまたひとつ、彼女の望みを叶えてくれた。

「素敵！　すごいわ、こんなに美しいものだなんて思わなかった」

　エドワードははしゃぐラナの腕を引き、自分の胸の中に戻すと、彼女が跳ねのけてしまった毛布をかけ直す。

「さあ、王女様。俺もひとつ褒美をいただこう」

　ラナに覆いかぶさり、イタズラっぽく目を細めると、縫い付けられたように動けない彼女にそっと口づけをした。

　いつもの戯たわむれのようなキスではなく、火傷をしてしまいそうに熱い。せっかく暁の女神を目にしたラナだけど、彼の口づけはそれ以上に彼女を夢中にさせる。

　エドワードはラナの左手の自由を奪い、するりと指を絡めた。もう片方の手で、クッションの上に広がるプラチナブロンドの一本一本に触れるように、丁寧に髪を撫でる。

　エドワードの指先はラナの耳や頬や首筋をくすぐるように辿り、その後を唇が追っていった。ラナにとろけるようなキスをして、優しく唇に歯を立て、小さな音を立てて離れていく。それから彼はラナのローブの襟に指を一本引っ掛けると、それを大きく下に引っ張った。

「きゃ！」

　彼女の白い肌を目の前に晒し、双丘の左側の縁に唇を寄せる。そこに吸いつき、所有の印を残した。

「んっ」

　ラナはなにをされているのかまったくわからなかったけれど、彼にされることなら文句は言うまい。

　王女の甘ったるい吐息を耳にしたエドワードは、華奢な身体をぎゅっと抱きしめて苦しげなため息を吐いた。

「早くお前を隅々まで愛して、俺だけのものにしてしまいたい」

　エドワードはラナの耳元に、低く掠れた声で吐と露ろする。しかし思い直したように顔を上げると、ラナの身体を抱いたままくるりと寝返りを打って仰向けになった。

　ラナはエドワードの胸の上に乗せられ、彼のイジワルな微笑みを目にする。

「だがラナ姫はまだお子様のようだから、正式に俺の妻になるまでは勘弁してやろう」

　王子の鉄の理性による努力を知らぬラナは、ムッとしていつも通り彼に噛みついた。

「まあ、私はもう十七です」

「なるほど。しかし俺はそれよりさらに十も上だ」

「馬にも乗れるし、海も泳げるのですよ」

「ふむ。たしかに俺は海を泳いだことはないな」

　エドワードが言うと、ラナは得意気になって彼のお気に入りの鼻をツンと上向かせる。

「ほら、私のほうが上うわ手てですね。それに殿下、私はもう……あっ」

　ラナは抵抗の術もなく、身体を素早く反転させたエドワードにもう一度組み敷かれ、おしゃべりな口を強引に封じられた。

　今度のエドワードのキスは性急で、慣れないラナを翻弄するように彼女を求める。熱い舌に唇を割られ、それが彼女の口内に押し入ってきたので、ラナはびっくりして思わず顔を逸らしてしまった。けれどエドワードの手が頬を掴み、唇がすぐに追いかけてきて、彼女のまだ知らぬことを教え込むように深いキスをする。

　エドワードはきっと、自分のほうが上手であることを口づけで主張しているのだとラナは思った。決して不快ではないが、いかんせん恥ずかしくて呼吸すら憚はばかられる。

　ラナはこの食べ尽くされてしまいそうな行為の名前すら知らなかったけれど、とにかく心臓がドキドキと音を立ててそのまま爆発してしまいそうで、エドワードが覆いかぶさる身体は溶けてしまいそうに熱かった。

　ようやく彼の口づけから解放されると、ラナは大きく息を吸い込み、熱を持った自分の頬に触れてみる。

　エドワードは濡れた唇をペロリと舐め、してやったりといった顔で彼女を見下ろした。

「この程度でそんなにのぼせた顔をしていたら、そのときは俺の理性を焼き切ってしまうぞ」

　ラナにはなにがなんだかわからないものの、彼がきっと自分をからかっているのだろうということは伝わった。

（よ、世の恋人たちは、みんなこんなことをしているのかしら）

　エドワードの激しいキスはラナの頭を混乱させている。

　だって、おとぎ話の王子様は誰もこんなことをしていなかった。

　ラナはエドワードが相手でないなら到底耐えられる気がしなかったし、彼にも他の女性とはそうしてほしくないと思った。

　いつになく上機嫌になったエドワードが、ラナを腕の中にしっかりと閉じ込める。次にさっきとは反対方向にコロンと転がり、再び彼女を胸の上に乗せて仰向けに寝転がった。

「ま、俺は今からと言われてもやぶさかでないが、お前の傷に障るだろう。生意気な口はキスをやり返せるくらいになってから利きなさい」

　ラナにはエドワードの言うことが半分ほど理解できなかったけれど、息が上がって仕方がなかったので、とりあえずはおとなしく負けを認めることにする。

　エドワードはラナの背中を優しくさすってくれて、ときどき髪に指を絡め、そこに気ままに唇を寄せた。

　ラナはゆっくりと上下する彼の胸に頬をくっつけていると、自分が眠りかけていたのだということを思い出した。それからはあっという間で、彼女はエドワードの腕に抱かれたまま穏やかな寝息を立てる。

　エドワードはラナの眠りが深くなるのを待ってから、彼女を抱え上げて部屋の中のベッドへ運び、形のいい額にキスを落として、自分もその隣で眠りについた。
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　ラナは柱の陰からひょっこりと顔を出し、辺りを注意深く見渡した。

　正午を過ぎた王城は昼寝をしているかのようにのんびりとしていて、開け放たれた扉までは人の姿は見えない。あそこを出たところには近衛兵がいるはずだが、走って抜ければさすがに王女に暴力は振るえないだろう。ラナに手を触れたと知れば、婚約者が黙っていない。

（よし、今回こそ必ず成功するわ）

　ラナはローブの裾を持ち上げ、意を決して足を踏み出す。しかし、彼女の足は無情にも宙を切り、後ろから腹に回された片腕に軽々と身体を抱え上げられてしまった。

「こら、やっと捕まえた」

　王女を小脇に抱えているのは無論、エドワードである。

「お前は本当に鬼ごっこが好きなのだな」

「離してください、殿下！」

　ラナは無茶苦茶に暴れるが、王太子の腕からは逃れられない。

　もちろん彼女はエドワードと追いかけっこをして遊んでいたわけではなく、脱走を試みていたのだ。目指すは内城壁の城門塔だった。

「お前が脱走ばかりするから、キティもルザも音を上げているぞ」

「ち、違います。私はただ、お城の中を探検しようと……」

　後ろ暗いラナは言い訳をして口先を濁す。

「そうか。なら、お前がまだ行ったことのない俺の執務室へ連れていってやろう。本もたくさんあるし、いい暇つぶしになる」

　エドワードはそう言ってラナの両脇の下に手を入れると、今度はその身体を持ち上げて、荷物のように肩の上に担ぎ上げた。

「きゃああ！」

　ラナは悲鳴を上げて彼の背中にしがみつく。

　エドワードはラナが自分に歯向かってくる瞬間が嫌いではなかったけれど、それは彼がその気になればいとも簡単に思い通りにできるという前提があるからだ。本気になったエドワードには、ラナがどれほどあがいたところで到底敵いもしないのだった。




　そんなこんなで西の端のこぢんまりとした執務室へ連れてこられたラナは、ふかふかのソファにだらしなく足を伸ばして寝転がり、どこかの冒険家の自伝を読んでいる。側にある机ではエドワードがなにやら忙しそうに仕事をしていた。

　ラナは分厚い本をパタンと閉じて胸に抱え、天井を見上げてため息を吐く。

（王都へ帰ってきてからもうひと月も閉じ込められている気がするわ。このままでは深しん窓そうの王女になってしまいそう）

　これは彼女にとってまたとない大問題である。

　実際のところ、キャンベルから帰ってきてまだ三日目なのだが、外出を禁止されているラナは窮屈でたまらなかった。

　エドワードは内郭ですら自由に歩かせてはくれない。ラナの食事に毒が仕込まれていたということは、この城内とて安全ではないというのが彼の主張だ。

　それにしたって彼女のお気に入りの城門塔へ上ることくらいは許可してくれてもいいのに、とラナは思う。

　けれど、あそこは見晴らしがいい代わりに外からも狙われやすいし、王女が定期的に通うことが知られれば、それが敵のつけいる隙になると、エドワードは首を縦には振らなかった。

　大部分ではラナに同情し味方してくれるキティとルザも、さすがに王太子の厳命には逆らえない。仕方のないことだとはわかっていても、この生活がいつまで続くのかと思うと、ラナは息の詰まる思いがした。

（だって、これではきりがないわ。たとえバルバーニの件が解決しても、殿下が危険だと思うことがあれば、私はいつまでたっても自由になれないもの）

　王女といえども、スタニスラバの開放的な宮殿でのびのびと育った彼女には、耐えがたい苦行である。

　囚われの姫君はもう一度深々とため息を吐いた。

　そのとき、部屋のドアがノックされ、ライアンが入室してきた。

　エドワードが国王になった暁にはおそらく宰相に任命されるであろうこの男も、近頃はいつにも増して忙しくしている。

「殿下、皇子から書簡が届きました」

　ライアンは大股で歩いて部屋の奥にあるエドワードの机へ近づき、途中でソファに足を投げ出しているラナに気がついて目を丸くした。

　わかってはいたことだが、まったく普通の王女らしくはない彼女である。

「これは王女殿下。気がつかず、失礼いたしました」

　ラナは細い足首が覗いていたローブの裾を整え、勢いよく身体を起こす。

　キティやルザが懐柔されている今、望みの綱はライアンしかいない。なにを隠そう、キャンベルへのお忍びを決行できるように手を回してくれたのは彼なのだから。

「ライアン、お願いがあるのです」

「……はあ。いかがなさいましたか」

　なにを言い出すのかと、ライアンは多少身構える。

「私、外へ出たいの。近衛師団の皆様には迷惑をかけてしまうかもしれないけれど、私にも尊重されるべき自由があって然りだと思うわ」

　口だけは達者なラナである。エドワードがすかさず顔をしかめた。

「まだそれを言うのか。だから、何度も言っているだろう。お前は俺の腕の届く範囲から離れてはいけない」

「けれど、私が過保護にされて喜ぶ王女ではないと、殿下もご存知でしょう。深窓の令嬢なんて私らしくないわ。このままでは、私は私でなくなってしまいそうよ」

「お前が今のお前でなくなっても、変わらず俺が愛してやるから安心しろ」

「まあ。でも私は、今の私でなくなったら、殿下のことも好きではなくなっているかもしれないわ」

　惚れた弱みというもので、これにはさすがのエドワードも反撃が鈍った。

「……お前がたとえ俺を嫌いになったって構わない。それでもお前は俺のものだ」

「私はあなたのものではないわ！」

　ラナは憤慨して地団駄を踏む。久しぶりにこの言葉を本気で口にした。

　ライアンは呆れたように息を吐き、ダークブロンドの髪を乱して言った。

「まあまあ。一度、おふたりできちんと話し合われてはいかがですか。殿下のお気持ちもわかりますが、ラナ様に今の生活はあまりに窮屈でしょう」

　彼がそう言って部屋を出ていこうとするので、エドワードは慌てて引き止める。ラナときちんと話し合いなど持ったら、どちらが折れるかは目に見えていた。

「お前は主君を見捨てるのか」

「馬鹿をおっしゃらないでください。友人を見捨てるのです」

　薄情なライアンはこれ以上、人騒がせな恋人たちの痴話喧嘩に付き合うのは嫌だったので、そそくさと執務室を後にしてしまった。

　これにて、エドワードの敗北は決まったようなものだ。

　エドワードは仕方なく席を立ち、引導を渡されるためにラナの隣に腰を下ろした。頬を膨らませている彼女の腰を引き寄せ、頭の上に顎をのせる。

「俺はもう、一秒たりともお前を危険な目に遭わせたくないんだ。わかるだろう」

　ラナはおとなしくコクリと頷いた。

　彼を好きではなくなるなどというのは当然本気ではなかったので、勢いに乗ってわがままが過ぎたかもしれないと反省する。

　エドワードはラナの頭をポンポンと撫で、こめかみに唇を押し当てた。

「俺は城内ですら安全ではないなどと言いながら、お前を城の中に閉じ込めているな。ただラナのことを独占したいだけなのかもしれない」

　彼に宝物のように抱きしめられると、ラナもいつまでも強情ではいられなかった。

（私は殿下に好きだと言ってもらってから、ちょっと欲張りになっているわね）

　エドワードがラナに注いでくれる愛情はいつでも温かくて、彼女の腕から溢れてしまいそうなほどだった。それをいいことに、ラナは彼に甘えているのだ。

　ラナにキャンベルの村人のような自由がないことは承知している。城の中でおとなしくしているのが王女の役目だと言われれば、彼女はそれに従わなくてはならないだろう。

　けれどエドワードは、あくまで彼の希望でラナを閉じ込めているのだと言ってくれる。だからラナもひとりの女性としてわがままが言えたし、喧嘩もできた。

　ラナはよき妃でいなくてはならないと思い直し、もうすぐ夫になる男の胸から顔を上げて笑顔を見せた。

「ごめんなさい、殿下。私も聞き分けのない子どものようでした。殿下のお仕事が落ち着いたら、どうか私をまた外へ連れ出してくださいね」

　ところがエドワードは訝しげに片方の眉を引き上げ、彼女の作り物のように美しい微笑みが浮かんだ頬に手を触れる。そのまま白い頬をムニッと摘むと、不満そうに鼻の頭に皺を寄せた。

「こら、作り笑いはよせ。俺はそんな顔が見たいのではない」

　ラナはびっくりして目を丸くする。

　彼女の完璧に近い偽りを見抜いた者が、かつて家族以外にいただろうか。エドワードだってほんの数日前まではわからなかったはずなのに。

「仕方がない。俺の好きになった娘は、とんでもないお転婆な姫君だからな。外出を許可して差し上げよう」

「でも……いいのですか？」

　ラナは信じられない気持ちで呟くように言った。けれど彼女の青い目はキラキラと輝きを取り戻し、頬には赤みがさしている。

　それはエドワードの大好きな表情だったので、彼は目尻を優しく下げて笑った。

「ああ。もちろん、護衛を巻くような真似はしないでくれよ」

「エドワード様！　嬉しい！」

　ラナが喜んで彼の首に腕を回して飛びつき、エドワードはその身体をしっかりと受け止める。それから彼はエメラルドの瞳をイジワルに細めると、ラナの頬に音を立ててキスをした。

「だが夫のことを好きではなくなるなどと言った罰に、もう少し俺と戯れてから行きなさい」

　ラナはそのままソファに押し倒され、しばらくエドワードの心ゆくままにかわいがられることとなった。




　ラナはキティとルザと数人の護衛を伴い、その日のうちに二度目の城下町散策を決行した。

　エドワードの指示で地味なネズミ色のマントを着せられていたし、お忍び用のヘッドスカーフを被らされていたけれど、そんなことでラナの気分は沈まない。

　街の目抜通りを歩いて少しずつ王城から遠ざかった彼女は、そこで荷物をまとめている隊商の一行を見つけた。以前もここで出会った、マクシムとシェノールたちである。

「おや、王女様じゃないか」

　ラナに気づいたマクシムは、気安く手を振って挨拶をしてくれる。

　彼女は慌ててマクシムに駆け寄って、その手を下ろさせた。

「ダメよ、マクシム。私は今日、ここへ忍んで来ているのだから」

「そうなのかい？　あんまり城にこもっているんで、もうお目にかかれないのかと思ったよ」

　彼は白い歯を見せて屈託のない顔で笑う。

　マクシムの隊商は今夜にもアルレオラを発つ予定なのか、彼の後ろにある荷馬車にはいっぱいの荷物が積まれて、その上から古びた布をかけられていた。

　彼らはナバの国内を馬で移動していたらしく、王都を出たらラクダに乗り換えて、さらに西を目指すのだそうだ。

「残念だわ。もう行ってしまうのね」

「まあね。俺たちは流浪の商人さ。旅をして、金をくれる客を探して、それからまた旅をするんだ」

　これまでラナが住んでいた島は皆が決してそこから出ることのない王国で、こういった出会いと別れも初めてのことだったので、彼女はなんだか心細くなった。

　そうやって隊商の旅立ちを惜しんでいると、荷馬車の陰にいたシェノールが、急にうめき声を上げた。

「シェノール？　なにしてんだ？」

　マクシムが首をかしげて振り返る。ラナも様子を見に行くと、シェノールは胸を押さえ、崩れ落ちるようにその場に倒れてしまった。

「おい、シェノール！」

　マクシムが慌てて彼を抱き起こす。

　シェノールは苦しそうに胸元に手をやり、額には大量の汗をかいている。息は荒く、もともと白い顔が真っ青になっていた。身体が激しく痙けい攣れんし始め、すでに意識はない。

「ルザ、キティ！　こっちへ来て！」

　ラナは大声で彼らを呼び寄せる。

「シェノール！　しっかりしろ！」

「どうしたのかしら。胸が苦しいの？」

　シェノールの顔は苦痛に歪むばかりで、ついには呼吸におかしな音が混じり、症状がよくなる気配はない。

「どうしよう。俺たちの隊には医者がいないんだ」

　マクシムは泣きそうな顔で言った。彼にとっては一緒に旅をする、家族同然の男である。

　ラナはマクシムを勇気づけるように、彼の肩に触れる。

「シェノールをお城へ運びましょう。王城には優秀なお医者様がいるわ。馬車を借りてもいいかしら」

　それから王女の護衛として側に控える近衛兵たちを振り返った。

「ルザ、シェノールを隊商の馬車へ乗せてあげて。彼らをお城へ連れていってあげてもいいわよね？　皆様には、馬車の護衛をお願いできるかしら」

　目の前でこのように人が倒れて、それを捨て置くのはロイヤル・ナバの騎士がすることではない。近衛師団にも異存はなく、皆が王女に同意した。

　すぐに数人が目抜通りを城のあるほうへ戻り、ラナが通る道の安全を確保しに走る。

「ああ、王女様。感謝するよ」

　マクシムはルザと協力してシェノールの身体を馬車の中に引き上げ、彼の震える手をしっかりと握った。

　隊商の狭い馬車には、横たわるシェノールとマクシムと、それにラナとキティが乗り込むと座席が満員になってしまう。けれどルザは王女の側を離れるわけにはいかなかったし、女性であるキティをひとりだけ街中へ追い出すのも紳士にあるまじきことのように思えたので、彼は馬車のドアに背を預け、窮屈な中腰でそこに立っていることにする。

　隊商の馭ぎょ者しゃがムチを振るい、馬が嘶いななきを上げた。それから王女たちと病人を乗せた馬車は、勢いよく市城壁のほうへ向かって走り出した。その後ろをもう一台の荷馬車もすぐに追う。

「おい、どこへ行く！　城は反対だぞ！」

　残された近衛兵たちは慌てて大声を出し、馬車を追いかけるが、全速力の馬には追いつけない。今から走って市城門の先の跳ね橋を上げたところで、馬車の速度には敵わないだろう。

　馬車の中にいるルザにも叫び声は微かな雑音としてしか聞こえなかった。

　ラナはマントの下のボルサからハンカチを取り出し、それでシェノールの額に浮いた汗を拭いてやる。彼の肌はとうとう土色に変わり、もはや息をしているかさえ怪しかった。

「ああシェノール、冗談はよせよ」

　車内の床に膝をついたマクシムは、座席に横たわって目を閉じている仲間に弱々しく呼びかける。

（どうかお城まで保って）

　ラナは祈る気持ちで彼らを見つめた。

　それを険しい顔で見下ろしていたルザはふと、車窓に映る街の景色を目の端に捉える。猛スピードで駆けているのですぐにはわからなかったが、通り過ぎていく街並みに明らかな違和感を覚えた。

　彼は身体を捻って背にしたドアを振り返り、その小窓から外を覗いてみる。

「おい。これはもしかして、城とは反対方向に向かっているんじゃ……」

　ルザが疑問を呈してからは、一瞬の出来事だった。

　座席の間に座っていたマクシムが椅子の上に両手をつき、軽い身のこなしで脚を振り上げる。

　狭い馬車に無理な体勢で立ち、自由に身動きが取れなかったルザには、圧倒的に不利な状況だった。マクシムの蹴りを避けきれず、まともに腹にくらった身体は、そのまま古びたドアと共に疾走する馬車の外へと投げ出された。

「きゃああ！」

　キティが悲鳴を上げる。

「ルザ！」

　ラナは慌ててドアの外れた乗り口から身を乗り出したが、すぐに後ろから伸びてきた腕に捕まってしまった。

　マクシムがドアの上枠に手をかけ、すでに遥か後方の路上に倒れているルザを振り返る。それから上機嫌な口笛を軽い音で鳴らした。

「予定よりうまくいったな。あいつ強そうだからさ、どうしようかと思ってたんだ」

　マクシムの片腕に捕らえられた王女は、憤怒の表情で彼を振り仰ぐ。

「なにをするの！　馬車を戻しなさい！」

　ラナが怖がったり泣き出したりする様子をちっとも見せないので、マクシムは多少面食らったけれど、それでも彼らの成功に変わりはない。屈強な兵士を振り切り、王女を手に入れた隊商の勝ちだ。

　ラナはマクシムの腕から逃れようと必死に暴れた。その傍らではキティが声も出せずに怯えている。だが、たとえか弱き乙女がふたり束になってかかったところで、男の力には敵わないだろう。それに数を言うなら、馬車の中にはマクシムの味方がもうひとりいた。

　マクシムは慣れた手つきでラナの腕を捻り上げる。無遠慮に右肩を掴まれ、まだ傷が完全に癒えないラナは苦痛に唇を歪ませた。

「まあまあ、頼むから俺を恨まないでくれよ。言っただろう、俺たちは商人なんだ。スタニスラバの王女を高値で買い取りたいってお客がいるのさ」

　ラナはハッとして息をのむ。

　マクシムたちの隊商は、この大陸を東から西へ移動しているはずだ。おそらく彼らは、ナバを訪れる前に東の帝国を通っている。

（それならこれは、バルバーニ帝国の罠なのね）

　狙われているとわかっていたのに、まんまと手に落ちてしまった自分が情けない。

　ラナの瞼には彼女を心配する王子の姿が浮かんだ。けれどラナは、こうしているうちにもどんどん彼から遠ざかっている。

　王太子の婚約者をまんまと手に入れた隊商の馬車は、城下町を駆け抜け、やがてナバの王都を脱出した。
















第四章　火竜と妖精













「これはいったいどういうことなの、マクシム」

　ラナは硬くて乗り心地の悪い座席の上で馬車に揺られ、両手と両足を目の粗いロープで縛られている。

　彼女の正面には真紅のターバンを頭に巻いた得意顔のマクシムと、何事もなかったかのようにけろりとしているシェノールがいた。

「びっくりしただろ？　あれはさ、皇帝様が前金としてくれた珍しい薬のうちのひとつなんだ。ひと粒飲むだけでみるみるうちに具合が悪くなって仮死状態になるんだけど、すぐに治っちまうんだって。実際シェノールが倒れたときは、マジかと思って俺も驚いたよ」

「そんなことを聞いているのではないわ！」

　ラナは憤慨して頬を膨らませる。

　シェノールは普通の王女らしからぬラナの様子に驚いていた。隣で必死に気丈を装いながらも恐怖に震えている侍女のほうが、よっぽど令嬢らしい。

　彼らの馬車は利用者の少ないセレナ街道を通り、ひと晩かけてバルバーニ帝国を目指す。一本しか道はなく、逃げも隠れもできない街道だが、ナバ王国の兵士たちが追いついてくる前に国境さえ越えてしまえば取引は成立だ。それ以降はバルバーニの戦士たちが王女を運送することになっている。

　本来ラクダで移動をしているマクシムの隊商が使用している馬車は帝国から預かったもので、今はその上にオオカミと十字の描かれた彼らの赤い軍旗を掲げている。これがバルバーニ軍への目印となることだろう。

「ナバの前にしばらくバルバーニに滞在したとき、あちらの皇帝様が俺たちの商売を評価してくれたんだ。金を積まれれば必ずそれに見合った成果を出す、ってね。そういうわけで、王女様を売ってくれって依頼を受けたのさ」

「それで私を攫って売り渡すのね」

　ラナは悔しくなって奥歯を噛み締めた。

　このままでは確実にバルバーニ皇帝の手に落ちてしまう。卑怯な者の思い通りにされるのは彼女の望むところではなかったけれど、今はなす術がない。

　ラナが青い目を吊り上げてマクシムを睨むので、彼は身の潔白を証明するように両手を挙げた。

「だけど仕方がないよ。皇帝様はいろいろな連中をけしかけて、どうやったって王女様を手に入れようとしているんだから。きみは今回でなくても、いずれ必ず捕まったさ」

　おそらくギルモア公国の港で彼女を攫おうとした盗賊も、王城でラナの食事に毒を混入した者も、キャンベルでエドワードを暗殺しようとした麦わら帽子の男も、皆そうやって皇帝に話を持ちかけられた人たちなのだ。

　マクシムはこれが運命だったのだとラナを慰めるように言うけれど、だからといって到底納得できるはずもなかった。

「ま、俺たちはその中でも運の強い隊商だったってことだな。これでがっぽり報酬がもらえるぜ」

　青年は財宝でも掘り当てたかのようにニヤニヤと頬を緩ませ、隣に座る相棒の肩を抱いて豪快に笑う。

　シェノールの身体を仮死状態にした薬は大方抜けていたが、彼はそれでもまだ少し心臓が縮むような気がしていた。死ぬのは一回きりでごめんだと思う。

　ラナは絶望感に苛まれながら、エドワードのことを思っていた。

　今頃彼はどうしているだろう。平和ボケが過ぎると、ラナのことを怒っているだろうか。それとも呆れて、もう見捨ててしまおうと思っているだろうか。

　彼とライアンはなにやらバルバーニ帝国に対抗するための計画を練っていたようだけれど、ラナはそれを邪魔してしまっているのではないだろうか。

　疾走する馬車から突き落とされたルザの怪我も気になった。

（いいえ。私はスタニスラバの王女なのよ。私がしっかりしなくては）

　ラナは自分を奮い立たせる。

　エドワードたちの話では、バルバーニがラナを狙う理由は、その先にスタニスラバ王国との接触を望んでいるからとのことだった。

　オーロ海に浮かぶ強国の王立海軍は未だ謎に秘められ、世界最強と謳われている。強い陸軍を持ち、戦争を好むバルバーニなら、その力を利用したいと思うだろう。彼女がここで下を向いて泣いていたら、母国はあっという間に不利な状況に追い込まれてしまうかもしれないのだ。

　ラナは両手首を後ろ手に縛られたまま、手のひらをぎゅっと握った。シャンと背筋を伸ばして胸を張り、王女らしい威厳を持って男を見据える。

「それでは隊商のマクシム。スタニスラバの王女として、あなたに依頼をします。今は手元に金貨がないから、報酬としてこの首飾りを差し上げるわ」

「なんなりと、王女様」

　マクシムは胸に片手を当て、大仰な身振りで礼をした。

　ラナは覚悟を決めてすっと息を吸い込む。

　エドワードの庇護下を出てきてしまった今、これからナバやスタニスラバやラナ自身がどうなるのかは、すべて彼女にかかっている。

「あなたたちと皇帝の取引の対象は、この私の身柄だけね。国境付近へ着いたら、私の侍女を解放しなさい。そして彼女が安全に王都へ帰れるように手配するのよ」

「お安い御用でさあ。俺たちは商人であって、悪人じゃないんだぜ」

　マクシムはそう言って請け負うと、すぐにキティの手足を縛っていたロープを解いた。

　もともと侍女をバルバーニへ連れていっても仕方がなかったし、そのまま引き渡してしまうと冷酷な皇帝に彼女がどんな目に遭わされるかわからなかったので、適当なところで降ろしてやるつもりではいたのだ。

「ラナ様、私は……」

　拘束を解かれたキティは、震えながら王女に寄り添う。このまま恐ろしい噂のある東の帝国へ連れていかれるのも怖かったけれど、ラナの側を離れて彼女をひとりにさせることも怖かった。

　ラナは侍女を勇気づけるように微笑む。

「私なら大丈夫よ、キティ。ちょっとあちらを冒険してくるわ。そのうちまた会いましょう。それより、殿下にお手紙をしたためてほしいの。きっと彼に渡してちょうだい」

　実際のところ、エドワードへの手紙を書いてしまったら、もうナバへ帰ることは叶わないだろうとラナは思った。しかし、なにを引き換えにしても、彼女にはナバの王太子に伝えなくてはならないことがある。

　ラナはマクシムに向き直って言った。

「マクシム、彼女に紙とペンを用意してあげて」

「報酬は？」

　王女は片方の眉を引き上げて一時考える。

「腕輪をあげるわ」

「そうこなくっちゃ。気前がいいな」

　キティはマクシムから渡された紙とペンを使い、手首を縛られている王女に代わって彼女の婚約者への手紙を書いた。ラナの声に従い、一言一句違わぬように書き留める。だけどそれを聞いているうちに、王女はもう二度とエドワードには会わぬ覚悟なのだとわかってしまって、目からは涙がとめどなく溢れるのだった。




　マクシムとの取引で首飾りや腕輪をすべて差し出したラナだったが、それに異を唱えたのはキティだった。ラナはこれからたったひとりで敵国へ乗り込むのだから、持てるものはすべて持っていかなくてはいけない、とキティは言った。

　普段は首飾りや腕輪を特別好まないラナだけれど、豪奢なものはそれに見合う人物が持てば威厳と気高さを示す道具になる。それは騎士にとっての剣のようなもので、なるべく高い気位を見せることが、きっと王女のためになると思ったのだ。

　社交界デビューの前に王城に仕えるようになったキティは、あまり裕福ではない子爵家の三女だったが、幼い頃に両親から譲り受けた指輪があった。それはとても大きな石のついた高価なものだったので、ラナの首飾りや腕輪の代わりにマクシムに譲り渡すことにした。

　指輪そのものは手垢がついて古びた代物だったけれど、宝石のほうを切り出せば銀貨が小袋いっぱいになるだろう。マクシムは喜んで交換に応じ、取引材料も上乗せしてくれた。

「これは皇帝様がくれた前金の一部さ。さっきシェノールが使った仮死になる薬だろ、それから腹痛を起こす薬。こっちは痺れ薬で、これは目が見えなくなる薬だ」

　マクシムがきっと役に立つと言うので、ラナはそれらを一応受け取ったが、すぐに隣に座るキティへと受け渡した。

　誰かにそれを使わせたくはなかったし、もちろん自分で飲むつもりもない。おそらくこれらも帝国が利用している南の大陸の麻薬の一種なのだと思えば、なおさらおぞましい。バルバーニ皇帝からもらった薬ならば、王都へ持ち帰ったほうがよっぽど、エドワードたちの調査の役に立っていいだろう。

「なんだかどれも痛そうね」

　ラナが顔をしかめて嫌そうに言うので、マクシムはとっておきのひとつもくれてやることにする。

「じゃあ、こいつはどうだい？　ちょっとばかり身体が熱くはなるけど、とっても気持ちよくなれる薬さ」

　彼が最後に手渡したのは他の粉薬とは違って、小瓶に入った甘い匂いのする液体だった。

　ラナは訝しげに眉を上げる。

「気持ちよくなるの？　本当にそれだけ？」

「そうさ。貴族の女性にはこっそり大人気の高価な物なんだぜ。そいつは特別サービスさ。〝媚び薬やく〟ってんだ」

　なんだか怪しそうな名前だとは思ったが、貴族の令嬢たちがこぞって求める大変ありがたい品だと聞いたので、ラナはとりあえずその小瓶だけはボルサの中に忍ばせておくことにした。




　バルバーニとの国境付近に到着したのは、まだ闇も深まらぬ夜の入り口の頃だった。

　街道を通る者は他におらず、隣国との境では赤いチュニックに黒のブリーチズという軍服姿の男たちが一行を待ち構えている。バルバーニは国境に戦士を常駐させているのだ。彼らの傍らには赤い軍旗がはためいている。

　馬車の中で両手足の拘束を解かれたラナは、キティに代筆してもらった手紙の最後に自分の筆跡でサインをし、親指に傷を作って血判を押した。この書簡の信憑性を判断すべく者が見れば、必ずラナの意思に基づくものだとわかってくれるだろう。

　それから隊商の馬車を降りると、キティに自分が着ていたネズミ色のマントを被せ、一度だけ彼女を抱擁した。

「ではキティ、手紙を頼むわね。道中気をつけて」

「はい、ラナ様。必ずや、殿下にラナ様のお気持ちをお届けします。どうかそれまでご無事でいらしてください」

　キティは涙をこらえて頷く。王女に託された手紙を胸に抱え、唇を噛み締めて手にぎゅっと力を込めた。

　彼女に力があるのなら、このような決意を抱えたラナをひとりで敵国へなど行かせはしない。けれど今、この事態を打破できるのはナバの王太子だけだ。ラナの気持ちを受け取ったエドワードが、そうやすやすとこれを見過ごすはずもない。必ずや王女を取り戻してくれると信じている。

　それだからキティは、気丈なラナに未練は見せず、一刻も早く王都へ戻ろうと彼女の主君に背を向けた。

　バルバーニの陸軍に引き渡され、ひとりになったラナは、先ほどまでよりは随分と快適な馬車に移された。王女への気遣いというにはかなり申し訳程度ではあったが、座席にはクッションも敷かれている。先ほどまでとは打って変わって車内にはラナだけとなったので、窮屈さは皆無だった。

　手足を拘束されることもなく、四肢が自由になったのは喜ぶべきことではあったけれど、これ以降はどんなに足掻こうと、軍の戦士たちはラナを決して逃してはくれないということの表れでもある。

　ラナは暗い夜道を進む馬車の中でしっかりと背筋を伸ばして座り、窓の外に忍び寄るバルバーニの闇をジッと見つめていた。




　太陽が高く昇りつめた頃、ラナを運ぶ軍の馬車はようやくバルバーニの帝都へ入った。

　見上げた先には雲が多く、空の色はナバの青より薄い。都の目抜通りを駆ける風は肌に痛いほど乾燥しており、巻き上がる土埃の臭いがラナの鼻先を掠めた。

　この国の皇帝が住む城は、ナバの王城よりさらに要塞としての色合いを強く持っている。帝都は小高い丘の上に造られ、城はその最奥部に海を背にして建っていた。

　ラナはこんなときにもやはり異国の地に少なからず好奇心を刺激されたので、小さく切り取られた車窓から市街地の様子を眺めた。

　国の成人男子のうち半数が陸軍兵士だというだけあって、パッと見た感じにも屈強な男たちばかりが街を闊かっ歩ぽしている。皆がラナの乗った皇帝の馬車に敬礼をし、ときどき見かける女性は誰もが人目を忍ぶようにヘッドスカーフを深く被っていた。

　バルバーニはナバやスタニスラバと違い、典型的な男性優位の帝国だ。一夫多妻制が認められ、ほとんどの貴族男性は側室を持っている。

　強い者が尊敬され、誰よりも偉い。それはそのまま国の主権を握る帝位にも適応され、皇帝になる者を決めるのはその血の正統性ではなく、どれだけ相手の血を流させることができるかだ。

　バルバーニにおいて戦士はなによりも畏い怖ふされる存在だったので、街には陸軍兵士のためだけの娯楽施設や飲食店、男たちが腕試しをする闘技場もあった。

（とっても興味深い国ね。ここに住む男性たちは、みんな幸せなのかしら）

　ラナは流れ行く景色を見ながら思う。

　エドワードは彼女に、ただ従順であることなど決して望まなかった。それどころか、ラナが牙を剥き出しにして彼に歯向かっていくのを、どこか嬉しそうに笑ってやり返してくるのだ。

　この帝国の男性はきっと誰も、エドワードのようには笑わないのだろうとラナは思った。




　皇城へ到着したラナは、手始めにドレスを着替えさせられた。

　ヴェールを被った侍女たちに取り囲まれ、問答無用でナバの衣装を剥ぎ取られていく。

　彼女に新しく与えられたのは上下を切り分けたようなデザインのローブで、上が赤で下は黒だった。開いた襟に付けたレースも漆黒で、肌の露出は比較的多い。中に着たボディスやペティコートも薄手で肌寒かった。両手には手袋をはめられ、豪奢な飾りのついた深紅の扇を持たされる。

　この国では、自分を艶やかに見せるのは貴族女性にのみ許されたことだった。女性は知恵をつけることを望まれない代わりに、己を飾り立て美しさを磨き、より強い男に見初められることを目標にしている。

　ラナは四角く開いた胸元がなんだか心許なかったので、気休め程度ではあるものの、キティが首飾りを残してくれてよかったと思った。

　身なりを整えた彼女は、それから皇帝の待つ謁えっ見けんの間に通された。

　バルバーニ帝国の皇帝アルベルト・ファルケンベルグは、待ち望んだ王女を手に入れたという報告を受けてから非常に上機嫌であったので、女のために時間を無駄にすることにも文句は言わない。さらに薄暗い部屋のドアの奥から姿を現したのが大陸では滅多にお目にかかれない金髪の美姫だったために、彼は勝ち誇った気分で口の端を歪めた。

　ラナは日の光が届かない縦長の部屋をゆっくりと進み、オオカミと十字の赤い軍旗を背にして奥の座椅子に深々と腰掛ける男を見据える。

　アルベルトは今年で六十歳にもなろうという男だ。この国の男性に多い赤い髪をしていて、虹彩の色は濃い褐色だった。三十五年前、その剣の腕一本で皇帝の座にのし上がって以来安定して権威を保っており、今でも屈強な身体と精悍な顔つきに衰えは見えない。

　皇帝の後ろには、第二皇子のヴィルマーという青年が影のようにひっそりと立っていた。彼は赤みが混じったブラウンの髪をしていて、父親に比べても細身で頼りなさそうではあったが、皇帝の従順な駒として帝国陸軍の軍務長官を務めている。

　アルベルトは少し離れたところで立ち止まって目を伏せる王女に声をかけた。

「遠いところをよく来たな、スタニスラバ国王の末娘よ。名を申せ」

「ラナ・カリムルーと申します。お目にかかれて光栄にございます、皇帝陛下」

　ラナは丁寧すぎるほどに礼儀正しく膝を折ったが、威厳に溢れるその挨拶の作法はナバ式である。

　毅然とした王女の仕草に、アルベルトは笑みを堪えきれなかった。この娘を手中に収め、屈服させて従わせたときのことを思えば、喜びを禁じえない。バルバーニ帝国の覇者がどんな手を使ってでも得たいと思うような力を、この娘は持っているのだ。

「そう警戒しないでくれたまえ。この私にも慈悲がないわけではない。ラナ姫が私の望みに協力してくれるのなら、どんな贅沢でも叶えて差し上げよう」

　ラナは淑女らしく睫毛を俯かせたまま、抑揚のない声で答えた。

「皇帝陛下のお望みのものとは、スタニスラバの王立海軍の、統とう帥すい権けんにございましょうか」

　アルベルトが片方の目を細める。

「察しがいいな。その通りだ。私は喉から手が出るほど欲しいのだよ、あなたの国の軍事力がね。簡単なことだ。ラナ姫はただこの城に留まってゆったりと暮らし、私が望んだときにはあなたの国の海軍が力を貸してくれるよう、ひと言声をかければよいのだから」

　ラナは心の中で胸を撫で下ろした。これで彼女の愛する者たちを、彼女のやり方で守ることができる。

　ラナの予想は当たっていたのだ。武力で国を築いてきたバルバーニの皇帝が、率直にスタニスラバとの国交だけを望んでいると考えるのは安易すぎる。

　彼らが求めるのは力だ。世界最強の王立海軍を思い通りに操れる権力を求めていて、ラナはそれをスタニスラバの王族のひとりとして、生まれたときから持っている。王家の者がひと言声を上げれば、国の海軍を思うままに動かすことができるのだ。

　それはスタニスラバ王室が三百年以上内乱も戦争も起こさずに、国民の信頼を一身に受けてきた証でもある。他国との国交を持たないがために、こうして王家以外の者に利用されることも想定していない。

（だから私は、決してこの男の思い通りになってはいけない。剣も武術も使えないけれど、私には私の戦い方があるのよ）

　ラナは顔を上げると右手に持った深紅の扇を優雅に開き、品位に満ちた所作で口元を隠す。そして、意思の宿る青い目で皇帝を射抜いた。

「たしかに私はスタニスラバ王室の末娘として、王立海軍の統帥権を所持しておりました。けれど残念ながら、それは昨夜までのことなのです」

　上機嫌だったアルベルトの表情が変わる。

「ほう。それはどういうことかな、王女殿下」

　彼は自分に歯向かう者が好きではないし、それがこのような少女ならなおさら気に入らない。

　ラナも負けじと扇の下の薔薇色の唇で弧を描いた。なるべく、挑発的に見えるように振る舞わなくてはいけない。

「我が国と一切の交流がなかった皇帝陛下がそこまでご存知でないのは仕方のないことですけれど、スタニスラバの王家の娘は、婚姻関係を結んだ場合のみ、夫となる人に一代限りで統帥権を授けることができます。私はただその慣習に従い、婚約者にこの権利を譲渡したまでのこと」

　ラナがバルバーニへ向かう馬車の中でキティに代筆させたのは、これを証明するための書簡だった。それもきっとすでにエドワードの手に渡っているはずだ。

　これまで異国の王子と結婚をした娘がいなかったから前例のないことではあるけれど、このことの経緯とラナのサインを見れば、国王である父や参謀総長のヴィートは、彼女の意思をわかってくれるだろう。

「私が夫と定めるのはただひとり、ナバ王国の王太子殿下だけです。あなたのご所望の統帥権は、私のサインと血判と共に彼に譲ってしまったの。今の私に、スタニスラバ海軍を動かす権限はありません」

　ラナは冷めた目つきで彼女を見下ろす皇帝に怯むことなく、真正面からその視線を受け止めた。

　理知を宿す海のような大きい瞳は、アルベルトには憎々しいほどいきいきと輝いている。

「私をどんなに脅しても王立海軍は手に入らないし、たとえ今から私と殿下の婚約を破棄させたって、統帥権は私のもとには戻らないわ。スタニスラバとナバの間には、もはや打ち壊せない繋がりがあるのよ」

　アルベルトの望みは、統帥権を持つラナを従わせて、スタニスラバ海軍を思うままに操ることだったはずだ。だけどもうそれは叶わないし、この誘拐も無意味だったことになる。

「ご理解いただけたかしら。ナバの王太子を敵に回すことは、スタニスラバを敵に回すと同義です。私の夫にも、故郷にも、決して手出しはさせないわ」

　バルバーニが安易にラナを殺せなかったように、統帥権を持ったエドワードにはそう簡単に剣を向けられない。彼の背後にはもはや大国ナバの王子という肩書きだけでなく、世界最強の軍事力があるのだ。

　だからこそラナは、その力を彼に託した。エドワードの側にはいられないとしても、好きな人を守るために。

　それまで黙って話を聞いていたアルベルトは、深々と息を吐き出した。

「なるほど。王女はなかなか賢い小娘のようだ。これだから我が国では、女に知恵は求めぬのだよ」

　帝座に座ったまま片手を振ると、後ろに控えていた兵士がアルベルトの前に跪いて盆を差し出す。皇帝が手に取った細長い棒は、鈍く光るマスケット銃だ。

　最新鋭の燧すい発はつ式しきを選んだ皇帝は、ゆったりとした動作で銃口に装薬と弾丸を詰める。撃鉄を起こし、フリズンを開けて火薬を入れながら、胸を張って堂々と立っている王女に目を向けた。

「しかしお前こそわかっているのか？　お前はこのバルバーニへ来ることを知っていながら、皇帝である私の求める力を勝手に捨てたのだな。統帥権も持たぬ小娘など、なんの利用価値もない。お前は自ら己の命を捨てたも同然だ」

　ラナの足は恐怖に竦すくんでいたけれど、決して逃げ出さないと決めていた。扇に隠れた唇を痛いほどに噛み締める。

　当然こうなることはわかっていたし、アルベルトの怒りをかうよう、ラナが自分で仕向けたのだ。これはエドワードを苦しめないためでもあった。

　もしもラナが生かされ、皇帝が彼女の身を盾にエドワードに統帥権の行使を迫れば、彼は脅しに屈せずラナを見捨てるという選択をしなくてはならない。一度バルバーニに友を奪われて苦しんだエドワードに、そんな決断はさせたくなかった。

「覚悟の上です」

　ラナはしっかりと落ち着いた声で答えた。その瞬間まで目を逸らすつもりはない。

　アルベルトがコック・ポジションを取って銃口をラナに向ける。皇帝による処刑の時間だ。

　光の射し込まぬ謁見の間には、息をするのも憚られるような沈黙が流れた。

　ふと、アルベルトが口元を歪ませた。喉の奥から笑い声をこぼしながら銃身を下ろすと、それを兵士の持つ盆の上に返す。

「まあ、よい。殺すのは簡単だが、それにしたってあのスタニスラバの王女だ。いずれ使えるときがくるやもしれぬし、その見た目ならしばらくは城に置いて様子を見ても損はあるまい。ヴィルマー、この小娘を今夜の相手にしてはどうだ」

　急に話を振られた第二皇子は、うろたえたように淡褐色の目を泳がせる。それから頼りなさそうな細い声で申し出た。

「遠慮させていただくわけには参りませんか」

「お前には少々気が強すぎるか」

　アルベルトは豪快に肩を揺らす。立ち上がって息子の背を叩くと、はたと閃いて呟いた。

「エディ・バロンが王女に心底惚れているということもありえるな。愛する婚約者を盾にされては、さすがのナバの火竜も私に従わざるを得ないかもしれない。他国の男とはひ弱なもので、女を犠牲にすることができないのだ」

　今度ばかりは、ラナも動揺を隠せなかった。

（脅しには屈しないでと、手紙に書いてあるわ。私は誘拐された時点で死んだものと思ってほしいと。彼なら王子として正しい選択をしてくれる）

　ラナは必死に自分に言い聞かせたが、扇を握った右手が小さく震え始める。

　これを目にしたアルベルトは満足そうに眉を上げ、その脅しがナバの王太子に有効であることを悟った。

「私を甘く見るなよ、小娘。お前程度が命を賭したところで、私の手を三秒も煩わせることはできないのだ」




　ラナが閉じ込められたのは、城の南にある細い塔のてっぺんだった。

　簡素な寝台と食事をとるための小さなテーブルはあるけれど、その他にはなにもない狭い部屋だ。石を積み上げた壁のずっと高いところに小さな窓はついているものの、ラナはここへ来るまでに長い螺旋階段を上らされたから、塔の高さはかなりあるものと思われる。第一、彼女の左足首は、部屋の中を動き回れる程度の長さの鎖でベッドの柱に繋がれていて、ここから逃げ出すことは不可能に思われた。

　ベッドの上にはラナが連れ去られたときに着ていた衣服が置いてあったが、前開きのローブは胸の真ん中で切り裂かれてマントのようになっていたので、それを防寒具にでもしろということかもしれない。

　アルベルトとの対峙に気力を使い果たしたラナは、床に座り込んで寝台の上に顔を伏せていた。

　銃を向けられたときは本当に震えるほど怖かったし、決して死にたいと思っていたわけではない。けれど統帥権を捨ててアルベルトを怒らせれば、きっとそうなるだろうと覚悟していた。だから実際生きながらえてしまったら、これからどうしたらいいのか、ラナにはもうなにもわからなかった。

（殿下はこの先どれほど苦しむことになるのかしら。お父様やヴィートも、追い込まれてしまうわ）

　こうなってしまっては、エドワードに統帥権を譲った決断さえ、正しかったのかどうか自信がなくなってくる。

　いっそのこと、ラナが統帥権を所持したまま自害してしまえばよかったのかもしれない。結局、彼女はこの先ずっと愛する者たちを苦しめ、好きな人に会って謝ることもできずに生きていかなくてはならなくなったのだから。

（ごめんなさい、エドワード様。なにをどう頑張ったらあなたとナバの皆にかけてしまった迷惑を取り返せるのか、私にはもうわからないのです）

　ラナは勝手なことだとは知りながら、エドワードがただラナのことを忘れて、バルバーニの脅しになど耳を貸さずに幸せになってくれればいいと、そればかりを祈っていた。

　部屋の小窓から射し込む日の光が、バルバーニの軍旗の色に変わってきたときのことだった。鉄でできた重いドアが音を立てて開かれる。

　ラナが顔を上げて振り返ると、そこに立っていたのはアルベルトと同じ赤毛の男だった。弱り切ったラナの顔を見た男は、軽い調子の口笛を吹く。

「なんだ。あの親父が一度構えた銃を下ろしたっていうから、どんな怪物王女かと思ったのに。普通のかわいい女の子じゃないか。見に来て正解だな」

　彼はにっこりと微笑むと、座り込むラナに興味津々で近づいてくる。

　バルバーニ帝国第一皇子のフベルトスだ。軍服を着ていた父や弟とは違い、金の刺繍の入った赤いジュストコールにジレという貴族の装いをしている。首に巻いたクラヴァットは贅沢で繊細なレースによるものだ。

　鼻筋の通った端整な顔についた灰色の双眸が、ラナを観察するようにクルクルと動いた。

「なんでヴィルマーはきみをありがたく受け取らなかったのかな。あの腰抜けはエディ・バロンが恐ろしいのか？　おかげで埃臭い部屋に閉じ込められて、かわいそうに」

　フベルトスはラナの左足を繋ぐ鎖を足の裏で押さえ、彼女がその場から動けないようにする。そしてラナの隣に屈み込むと、プラチナブロンドの髪に手を触れた。

「すごいな、本当に金髪だ。俺の妻にも青い目の女はいるけど、金色の髪はいないよ。親父はきみを好きにしていいって言うし、俺の好みよりはちょっと子どもっぽいけど、数年後に期待して十一人目の側室にしてあげよう。俺の妻たちは皆どこかの王女様だから、きっと仲よくできるさ。名前はなんていうの？」

　疲れ切ったラナの頭は、彼がなにを言っているのか理解しようとしない。

　彼女が呆然として答えないので、フベルトスは髪から手を離してラナの顎を掴んだ。

「ま、名前なんてなんでもいいか」

　そう言っておしゃべりな口を閉じると、厚い唇を近づけてきた。

「いやっ」

　ラナは反射的になにをされるのかを悟り、手でフベルトスの顔を押しのける。本当は触れる距離にいる彼の身体からも逃げたかったけれど、足枷を押さえられているせいで叶わなかった。

　ラナは背中にあたるベッドにできるだけ身体を寄せ、目を見開いて男を見た。今までなぜぼうっとしていられたのかもわからないくらい、全身が鳥肌を立てて男を拒絶している。

「おや、こりゃじゃじゃ馬だな。久しぶりにそんな反応されたよ。俺の妻は皆、手に入れてから一週間後には逆らう気力がなくなってしまうんだ。心配しなくても、きみもいずれすんなり俺を受け入れられるようになるさ」

　フベルトスは楽しそうに言って灰色の目を歪めると、ラナの髪を鷲掴んで立ち上がらせた。そのまま彼女を硬い寝台の上にうつ伏せに押し倒す。

「痛い！」

　背後からのしかかったフベルトスは、ラナの両腕を背中で押さえつけて体重をかけた。ラナは必死に身体をよじったが、男の下からは逃げられない。

　フベルトスはラナの耳元にフッと息を吹きかけ、呪文のように囁いた。

「まずひとつ、妻は俺に逆らってはいけない。なぜなら俺のモノだからだ。きみはこれから俺を満足させるためだけに生かされる。これを破ったらどういうふうに痛めつけられるか、今から教えてあげるからね。優しくしてほしかったら次からは気をつけるんだ」

　フベルトスの手がするりとラナの脇腹を撫で、そのままドレスの裾をたくし上げる。ラナがどんなに暴れてもビクともしない。

「やめて、離して！」

　ラナは必死に訴えたが、男は聞き届けてくれなかった。

　これからいったいなにをされるのかはわからなかったけれど、彼はラナに痛いことをすると言っている。男の力で痛めつけられるのは怖かったし、エドワード以外の男に触れられることに彼女の心が悲鳴を上げていた。

　ラナの脳裏でエドワードの面影が揺らいで儚はかなく消えてしまいそうになる。

　フベルトスの手がペティコートの下に忍び込んだのと同時に、開け放たれた部屋のドアが鋭くノックされた。

「失礼します。フベルトス様、ご報告がございます」

　フベルトスは硬質な声に一度手を止めたが、背後を振り返ることもなく歌うように答えた。

「なんだい？　後にするか、今そこで言ってくれないか。見ての通り、手が離せないんだ」

「しかし、皇帝陛下が至急フベルトス様のお耳に入れるようにと。その女性には聞かせてはならないともおっしゃっております」

　皇子はしつこい伝令に舌打ちをすると、ラナの背から身を離した。

　解放されたラナは震えをどうにか落ち着けようと、床にへたり込んで両腕で自分の身体を抱きしめる。

　気分を削がれて不機嫌になったフベルトスは、彼女の髪を乱暴に引っ張って顔を上げさせた。

「命令だ。今夜、俺の寝室へ渡れ。そこできみを本当に俺のモノにしてやる」

「フベルトス様、どうかお急ぎください」

　すかさず皇子を急かす男は、バルバーニの陸軍兵士だろうか。ラナは涙の溜まった目だけを動かしてドアのほうへ視線をやった。

　彼は他の兵士と同じように赤いチュニックに黒のブリーチズを履いて、赤みがかったダークブロンドの髪に黒いベレーを被っている。閉じ込められた王女を哀れに思っているのか、琥珀色の瞳は少しだけ心配そうに揺れていた。

　フベルトスはため息を吐いてラナの髪から手を放すと、すぐに彼女に背を向ける。

　男たちが部屋を出ていき、鉄のドアが閉められると、ラナはそのまま冷たい床に倒れ伏した。

　震えは止まらなかったし、動悸も治らない。両の目からはずっと堪えていた涙が溢れ出し、まだ近くにいるであろう彼らに嗚お咽えつを聞かれないよう、両手で口を塞ぐだけで精いっぱいだった。

　それは初めて直面する恐怖だった。なにもかもを支配され、彼女の声など僅かばかりも聞き届けられない。どんなに抵抗しても男の力には敵わないのだ。

　これまでラナに触れたことのある唯一の男が、どれほど彼女を大切にし、優しく触れていたのかが今ならよくわかる。エドワードはよくラナのことを『俺のもの』と言っていたけれど、本当に物のように扱われることがどういうことかを思い知らされた。

　ラナは膝を抱えて身体を丸め、乱れた髪を直す余裕もなく、ただ悲しみと絶望に身を浸していた。

　心を引き裂かれるような恐ろしさに望みのすべてを奪われ、身体中の水分を涙にして流してみると、ラナの中に残ったのはたったひとつの気持ちだった。

（エドワード様に会いたい）

　なにもかもを削ぎ落とされても、それだけは彼女本人にさえ打ち壊すことのできない思いなのだと、ラナは初めて気づかされた。

　それはラナが息をしている限り、きっと誰にも奪えない彼女の一部なのだ。

　望んではいけないことだとわかっている。ラナが望めば望むほど、それはアルベルトにとってうまい蜜となるだろう。

　けれどどんなに叱られたって構わないから、もう一度彼の腕の中に帰りたかった。強く抱きしめてほしかったし、名前を呼んでほしかった。あの翡翠色の瞳に見つめてほしかった。

　それは本当に叶わぬ願いだろうか。

　ラナの予想では、彼女はもうとっくにアルベルトの手にかけられて命を落としているはずだった。けれど彼女は今でも生きている。

　もしもラナがこの先もずっと生きながらえるのだとしたら、彼女の唯一の望みはエドワードのもとへ帰ることだ。その希望を捨てては生きていけない。

　それならばラナはこんなところで下を向いている場合ではなく、もう一度自分の頭で考えなくてはいけないのだ。

（ここで泣いていたって、私はどうせ死んだように毎日を過ごすだけよ。それを生きているとは言わないわ。皆が絶対に無理だと言っても、この可能性に賭けてみる価値はあると思うの）

　ラナは鼻をすすって泣き濡れた頬を手の甲で強く拭った。

　彼女がアルベルトに訴えれば、きっと彼は嬉々としてラナをエドワードの前に立たせてくれるだろう。そして彼女の身と引き換えに、スタニスラバ海軍の統帥権の行使を迫るはずだ。

　しかし、それではエドワードを苦しめてしまう。そうなってからでは遅いのだ。

　ラナはそれよりも先に、ここを逃げ出し、自分の足でナバへ帰る。そうすれば、エドワードが脅される必要も、スタニスラバの海軍が卑怯な者に利用される心配もない。

　ここが地獄と思うのなら、生きられる道を自分で探すのだ。

　いつだって好奇心の赴くまま、やってみたいと思うことに正直であったではないか。それを我慢するなんて自分らしくない。

（そうよ。私は死んでしまう覚悟さえあったのだから。その気になれば、きっとなんだってできると思うわ）

　ラナは快活さと理知の宿る瞳をしっかりと開き、力を込めて自分の足で立ち上がった。




　塔の部屋に月光が浮かぶ頃、黒に近い紅色の衣装に身を包んだ侍女がふたりやってきた。侍女たちはラナに純白のレースを重ねた服を着せ、身体には甘い香りのする練り物を塗り込んだ。

　服は男の腕で簡単に引き裂かれてしまいそうに薄く、ふわふわと揺れて仕方がなかったので、胸の下で細いリボンを使って引き締める。

　ラナは彼女たちの目を盗み、寝台の上のボルサの中に入れてあった小瓶を手にした。バルバーニへ連れてこられるときにマクシムが託してくれた、媚薬という名の薬だ。

　しかし、薄い布一枚を被っただけのラナにはこれを隠せる場所がなかったので、仕方なくそれを胸元に入れることにした。悲しいことにラナの胸はそれほど豊かではなかったのだけれど、胸の下で縛ったリボンのおかげでなんとかそこに収まってくれた。

　それから深紅の服の侍女が、ドアの外に立っていた見張りの兵を部屋に招き入れ、鍵を使ってラナの足枷を外す。

　ラナは侍女と兵士に囲まれながら長い螺旋階段を下り、塔の外へと出た。

　月が高い位置でひっそりと輝き、暗闇を照らしている。

　ここへ連れてこられたときは疲弊のあまり気がつかなかったけれど、どうやら塔は城の裏手にあるようで、ラナの鼻先には懐かしい潮の香りが微かに届いた。

　兵士がついてきたのは屋外を歩くときだけで、城の裏口から中へ入ると、ラナは再び侍女たちと三人だけになった。

　侍女のひとりが蝋燭に火を灯し、暗くて寒い廊下を進んでいく。おそらくこの細い隠し通路を使って、フベルトスの待つ寝室へ連れていかれるのだろう。

　ラナの前には明かりを持った侍女が歩き、後ろにはぴったりとくっついてもうひとりが歩いた。

　たしかに石の壁に囲まれた狭い一本道では、こうして挟まれたら普通の王女には逃げ道がない。しかし、ラナは少しばかりお転婆な娘であったので、ただのふたりの侍女を振り切ることくらい簡単だった。

　フベルトスが対面した彼女はラナのこれまでの人生で一番弱ったときだったということが、彼の不運である。

　ラナは胸元に隠した小瓶をこっそり取り出すと、それを一気に口に含んだ。そして勢いよく振り返り、後ろをついて歩いていた侍女の両頬をぐいっと引き寄せて、口移しに薬を流し込む。

　侍女は目が飛び出んばかりに驚き、咄嗟のことに一切抵抗できなかった。

（びっくりさせてごめんなさい）

　媚薬を飲み下してしまった不幸な侍女は、それから急に自分の身体を抱きしめてうずくまった。なんだか突然呼吸が荒くなり、とても苦しそうに喘いでいる。

　異変に気づいた前の侍女が振り返って彼女に駆け寄ったが、呼びかけにまともな返事もできなかった。

（マクシムってば、気持ちよくなるだけの薬と言っていたのに！）

　ラナは害のない薬だと思ったからこれを使ってみることにしたのに、媚薬を飲んだ侍女は大層激しく身をよじって苦く悶もんしている。

　薬の使用方法も知らぬラナには知りようもないことだが、その液体は普通数滴ずつ口に含むもので、どんなに酔すい狂きょうな者でも、さすがに一度にひと瓶飲み干すほどには使わないだろう。

　王女は内心慌てふためきながら、ふたりに背を向けて隠し通路を走り出した。それから自分自身もそれを口内に入れたことを思い出してぞっとしたので、身に纏ったレースの端で一応念入りに口元を拭き取った。

　来た道をそのまま戻っては見張りの兵士が立っているため、ラナはとりあえず真っ暗な廊下の壁に左手を添えて先へ進む。すると道が途中で左へ折れた。これが分かれ道か十字路かただの曲がり角かはわからなかったけれど、迷っている暇はない。ラナは壁に従い、素直に左へ曲がった。

　しばらく歩くと潮の香りが強くなっていき、微かだが波の音も聞こえるようだった。

（出口があるのかもしれないわ）

　ラナは自分を勇気づけ、さらに足を急ぐ。いよいよ長い隠し通路に終わりが見え、その向こうには淡い蝋燭の灯りが揺らいでいた。

　ラナはつい喜びのあまり飛び出しそうになったが、男の低い話し声が聞こえたので、慌てて足を止める。壁に背をつけて慎重に外を覗くと、そこは城壁の中の岬の陰に作られた船着場のようだった。

　ラナの知っているスタニスラバの軍艦に比べるとひと回りは小型の船がいかりを下ろしており、男たちが木箱に入った荷物を次々に船の中に運び入れていた。

（あれは……海賊船ではないかしら）

　ラナは目を細めて様子を観察する。

　帆は畳まれているが、見張り台の上に掲げられた旗は黒の布にドクロと十字だ。実際、海賊船と遭遇したことはないけれど、冒険物語に出てくる海賊の旗は大抵ドクロと相場は決まっている。

「それじゃ、ここにサインを頼みますぜ」

　頭に布を巻いた男がひとり、通路の入り口に近い壁際に寄ってきた。

　ラナは気がつかれないように一度身を隠し、再びそっと顔を覗かせてみる。そして、海賊らしきその男から紙の束を受け取った者を目にし、ぽかんと口を開けた。

　そこに立っていたのは、特に信頼を置いているたったふたりの兵士を伴った、バルバーニ皇帝のアルベルトだったのだ。

（どういうことかしら。バルバーニは海賊と取引をしているの？）

　アルベルトは海賊の男に手渡された紙にサッと目を通し、二枚の紙に素早くサインをすると、そのうちの一枚を男に突き返した。

「こちらさんでいただく武器は性能がいいんですよ。普通の海賊にゃあ高価で手が出ないがね。南の大陸の葉っぱってのはそんなにいいものなんですかい？」

「口を慎め。お前たちはただ私に従ってそれを運んでくればよい」

　皇帝をおちょくるような顔をした海賊の男はこれみよがしに口を閉じ、じゃらんと音のする重たそうな小袋をアルベルトに渡した。

　海賊たちは荷物を積み終えると速やかに船に乗り込み、夜の帳に紛れて海へ出ていく。

　ラナは息をのんでその光景を見守っていた。

（ここ数年オーロ海をうろついていた海賊船は、バルバーニの手先だったのね。あの海賊たちに麻薬を運ばせているのだわ。そうすれば証拠が残らないもの）

　これこそ、エドワードたちが押さえたかった現場のはずだ。

　ラナはなんとか証拠になるものを手に入れられないかと考えを巡らせる。

　そうしている間にアルベルトが忌々しげに口を開いた。

「まったく。海賊のくせに取引のたびにサインを求めるなど、狭きょう量りょうな男よ。南の大陸の葉がよいものかだと？　馬鹿めが。私がこのような端はした金がねのためにあんな小物と取引をするとでも思っているのか」

　腹立ちを堪えきれなくなったのか、アルベルトは海賊に渡された紙の束と小袋を勢いよく後方へ放る。紙切れは海風に煽られてバサリと高く舞い上がり、小袋の中からは大量の銀貨が転がり出た。

「あの王女を使ってスタニスラバ海軍を我が手中に収めれば、真っ先に駆除されるのは愚かな海賊共だ」

　アルベルトがそのままラナのいる隠し通路とは反対の方向へ歩いていったので、兵士たちはひとりが彼を追いかけ、ひとりはバラバラに散らばった紙と銀貨を拾い始める。

　ラナは意を決し、出入り口からこっそりと船着場へ出た。そしてアルベルトとは反対方向へ足を向ける傍ら、兵士に気づかれないよう、ラナのいる場所にまで飛んできていた書類と銀貨を拾っていく。

（これがエドワード様たちの役に立てばいいのだけど）

　例によって隠し場所がなかったので、紙は胸元に詰め込み、銀貨は手のひらいっぱいに握って走った。

　それから彼女は城の裏手を通って西の方角へ進んでいたが、しばらく行くと背の高い城壁へ行き当たった。側に梯子はないし、どうやっても壁を登れそうにない。

　城の後方は海へ落ちる絶壁となっていたけれど、いくら故郷の海水路へ飛び込むのが得意なラナでも、この闇の中、海へ入ってはどこまで泳げるかわからなかった。

（せめて日が出ていれば、海を泳いで逃げ出せるのに）

　時刻は夜の深まり始めた頃。まだ城内は静かであったが、王女が姿を消したことはじきに知られてしまうだろう。朝日が昇るのを待っている余裕はなかった。

　そのときふと、右手の木陰に何頭かのラクダが眠っているのを見つけた。

　ラナが注意深く近寄ってみると、傍らに明かりの灯った大きな天幕が張ってある。中には十人近い男たちがいる気配がしたが、豪快な笑い声と軽快なしゃべり口調は、なんだかバルバーニの陸軍兵士には似合わなかった。

　ラナは息をのみ、そっと中を覗いてみる。

　なんとそこで宴会を開いているのは、彼女を攫ったマクシムたちの隊商だった。

「マクシム！　シェノール！」

　ラナは知った顔を見つけたことに嬉々とした声を上げ、天幕の中に滑り込む。

　王女誘拐の報酬に酒と馳走でもてなされていた隊商の男たちは、目が飛び出るほどに驚いた。

「げえっ！　王女様じゃないか。こんなところでなにしてるんだい」

「マクシム、あなた私に嘘を教えたわね。あの媚薬という薬、とっても苦しそうだったわ」

　ラナは憤慨してマクシムに詰め寄る。

「え、あれ使ったのかい？　誰と？」

「バルバーニの侍女とよ！」

　マクシムはびっくりして声も出なかったので、そのことについては深く触れなかった。

　たしかに、ラナとあの侍女はふたりで薬を使い果たしたことに違いはない。ラナも微量を摂取しているはずだが、とにかく脱走のための緊張でそれどころではなかった。それに、無む垢くな彼女の身体はまだ、その薬の効力がどのように発揮されるのかを教えられる前なのだ。

　ラナはこんなことを言い合っている場合ではないと気がつき、隊商の若頭であるマクシムにすがりついて頼み込む。

「ねえ、マクシム。お願いがあるの。どうか私を城壁の外へ出してほしいのよ。私、ナバへ帰りたいの」

　隊商の男たちはキョトンとして顔を見合わせる。彼らはラナをここへ連れてきた張本人なのに、今度は連れ出してほしいと依頼をされているようだ。

　なんだか妙なことではあったが、彼らは流浪の商人である。王女誘拐の褒美として金も高価な布も宝石もたくさんもらったし、酒や馳走には腹がいっぱいだった。次の客人がたとえどこの誰でも、金に見合った仕事をするまで。

「報酬は？」

　若頭が片眉を引き上げて訊ねる。

　ラナは薄いレースの衣服以外なにも身につけていなかったので、両手に握った銀貨を差し出した。

「これをあげるわ」

「こりゃすげえや！　気前がいいな」




　そういうわけで、隊商はすぐに荷物をまとめ始めた。

　ラナは大きめの木箱の中に身体を折って詰め込まれる。その上から布をかけられ、ラクダの背に他の荷物と一緒に積まれた。

　幸い城の中ではまだ騒ぎにはなっていないものの、そろそろ兵士たちがラナを探して動き出す頃合いだろう。

　隊商は急ぎつつも密やかに皇城を出発したが、城壁門のところに立っていたふたりの見張り番に止められた。

「なんだお前たち、こんな夜中に出ていくのか？」

「そうさ。俺たちは流浪の商人なんだ。報酬はがっぽりいただいたんで、次の客人を探すのさ」

　マクシムは軽い調子で答えたが、門の兵士は顔をしかめる。

「そんな報告は受けていないぞ」

「そりゃそうだろうよ。俺たちゃ気ままなんでね、さっき決めたことだ」

　見張りの兵士はふたりで顔を見合わせた。そして隊商が引くラクダを指して言う。

「荷物を見せろ」

「いいけど、ここに積んであるのは皇帝様にもらった褒美だぜ？　別に城から盗んだわけじゃないからな」

　マクシムは商品に触れられることが率直に気に入らなかったので、唇を尖らせた。

　兵士たちが一つひとつの積み荷に手を触れて確認する。

　ラナは木箱の中で息を潜め、心臓の音が漏れ聞こえないように強く胸を押さえた。

　箱の中に隠れているラナには知らぬことであったが、見張りの兵士のひとりは、フベルトスに襲われかけたラナを救ってくれた男だった。

　赤みがかったダークブロンドの髪の男が、ラナの入った木箱に手をかけて蓋を開ける。

　ラナは静かに息を止めた。

　彼女の上には布がかけられていたが、不運なことに、ラクダの背に揺られたせいで布の隙間から豊かな金色の髪が覗いていた。

　男はギョッとして目を見開く。

　なんとなく伝え聞いてはいたものの、とんでもないお転婆な姫君らしい。

　彼はどうしたものかと一瞬逡しゅん巡じゅんしたが、黙って木箱の蓋を閉めてやった。

　ラナはホッと息を吐く。

（よかった。見つからなかったみたい）

　どうにか城壁を出た一行は、なるべく急ぎ足で市街地を抜け、帝都を出たところで馬と荷馬車を調達した。王女が城壁の中からいなくなっていることが知られれば、真っ先に疑われるのは真夜中に城を発った彼らだ。

　衣服を着替え、荷物を詰め替えてから、ナバへと続くセレナ街道に入る。ラクダよりはスピードが出せるので、翌日の午前中には国境付近まで辿り着いた。

　しかし、なにもかもがそううまくいくわけもなく、街道の国境ではすでにバルバーニ兵による検問が敷かれていた。

　マクシムは舌打ちをして馬車を止めさせる。

　荷台に積まれていたラナは、急に止まった馬車を不思議に思って首をかしげた。日の光が僅かに透けるくらいの木箱の中では外の状況がわからなかったし、凝り固まった身体はそこら中が痛い。

（もうナバへ着いたのかしら）

　けれど、そうではなかったということは、聞こえてきた会話ですぐにわかった。

「おい、貴様ら。なぜ引き返す。我々は人探しをしているだけだ。調べを受けてとっとと国境を通過しろ」

　ラナはハッと息をのんで口を両手で塞ぐ。

　バルバーニの陸軍兵士だ。ラナを探している。

　おそらく彼女の脱走を知り、隊商が馬車に乗り換えている間に一行を追い越してここで待っていたのだ。この様子では、どこから国を抜けようとしても検問に行き合わずにはいられないのだろう。

「いやいや、ちょっと忘れ物を思い出したのさ。そいつを取りに戻るだけだよ」

　マクシムはいつもの調子で答えたが、今度の兵士たちは王女の失踪を知っていたので、やすやすとこれを見逃してはくれなかった。

「怪しいな。荷物を調べろ」

　壮年の兵士が言うと、側にいた数人の部下たちが一斉に隊商の荷物に手をかける。

「おいおい、もっと丁寧に扱ってくれよ」

　馬を降りたマクシムは憤慨して兵士たちに言った。

　赤いチュニックを着た男たちは彼の言うことになど耳を貸さず、荷台に積まれた荷物を次々と道端に下ろし始める。

「ちぇっ」

　マクシムはふてくされたように地面を蹴り、兵士たちから距離を取るふりをして、ラナが詰め込まれている木箱の側で腰を下ろした。そして誰にも気がつかれないよう、声を低くして囁く。

「王女様、ここからはちょっとやばそうだ」

　ラナはこれを聞き、箱の中で密かに頷いた。

　隊商の男たちがさりげなくマクシムの周りに立ち、木箱が兵士たちの目に触れぬようにしてくれる。マクシムが片腕で音もなく蓋を開けたので、ラナはそっとそこから抜け出した。

　太陽の光に目が眩む。木箱の中で被っていた古びた布を、しっかりと肩に羽織った。夜中動かずにいた薄着の身体は冷え切っていて、暑い日差しがちょうどいい。

　ラナの背後には、セレナ街道を囲む木々が鬱うっ蒼そうと茂っている。

「マクシム、みんな。どうもありがとう。次にナバへ来たときには、きっとまた会いましょうね」

　ラナは背を向けたままの隊商の男たちに静かな声で別れを告げると、彼らの荷物をあさっている兵士に気がつかれぬよう、ひっそりと林の中に足を踏み入れる。

　マクシムたちは、その小さな足音を聞きながら笑っていた。

　自分を誘拐した者たちに礼を言い、『また会いましょう』だなんて随分変わり者の王女だ。だけど隊商の男たちは皆、この王女のことが気に入ってしまった。

　王女誘拐の罪を犯した彼らは、王都アルレオラには、しばらく顔を出せないだろう。第一、ラナがそれを許したとしても、彼女の夫と鉢合わせればきっと大変な目に遭わされる。けれど彼らの胸には、いずれ必ずナバへ戻るだろうというたしかな予感があった。

　隊商の男たちはバルバーニの兵士が少しでも長くラナに気づかずにいるよう、最後まで木箱の周りを動かなかった。

　荷物を片っ端から丁寧に点検していた陸軍兵士は、ようやく隊商の者たちがたむろする辺りに手をつけ始め、不自然な空の木箱を見つけた。箱の縁には細い金色の糸が一本引っかかっている。

「この箱の中身はどうした」

　マクシムは笑って答える。

「食べちまったよ。俺たちゃみんな腹が減ってたんだ」

　壮年の兵士は木箱の後ろに続く微かな足跡に目を留めると、虚偽の申告をした隊商の若頭を殴り飛ばした。そして部下たちに向かって声を張り上げる。

「王女は北へ逃げたぞ！　ガフ・キャニオンの中だ！」




　太陽は天高く昇り詰めた。燦然と降り注ぐ日の光が大地を焼き上げる。

　ガフと呼ばれる巨大な峡谷を吹き抜ける風は、薄い衣を纏い、肩に古びた布一枚をかけただけの姿でさまよう少女を容赦なく追い立てた。

　セレナ街道の脇の林を北上したラナは、黄緑色の葉を振る木々の間を抜け、いつの間にか土の壁の谷間に迷い込んだ。どこへ行っても迷路のように入り組み、すぐに方向感覚を失ってしまう。

　しかし、王女はたったひとりの男と再会するという望みのために、その青い海のような目に浮かぶきらめきを、決して沈ませることはなかった。というよりも、大の男ですら足を踏み入れることをためらう峡谷も、ラナにかかれば彼女の豊かな好奇心の餌食だった。

（素敵だわ。私は今きっと、ガフ・キャニオンの中を歩いているのね）

　ラナにとってみれば、空気の隙間を漂う太陽の息吹はきらきらと輝いて見えたし、彼女の背を押す大きな風は歌い囁いているように聞こえた。

　ラナは赤い土の壁の迷路を進みながら、ナバの城下町で聞いた火竜と妖精の伝説を思い起こしていた。

　このガフ・キャニオンのどこかにある洞窟に、とっても獰猛な火竜が住んでいるのだという。金髪の妖精のシャナという乙女は、強引な求婚者に追われ、火竜の巣食う洞窟の中へ逃げ込んだ。そしてそこで火竜と妖精は恋に落ち、生涯を共に暮らす。

　峡谷を駆ける風の音色は、きっと彼らが幸せを歌う声ではないかと、ラナは思った。

（火竜が住むという洞窟は、どの辺にあるのかしら）

　ラナは自分の置かれた状況を忘れかけるほどガフの神秘と伝説にうっとりとしていたけれど、その風に乗って馬の蹄の音が聞こえてきたので、ハッとして辺りを見回した。

　まだ姿は見えないものの、かなりの数の馬がこちらへ向かってきているようだ。

（ぼうっとしていてはいけないわ。私こそ追われているのだった）

　捕まればアルベルトにどんな目に遭わされるかわからないし、今度こそフベルトスに十一人目の側室にされてしまうかもしれない。

「おい、こちらにはいなかったぞ」

「西だ！　もっと西を探せ！」

「王女をナバへ帰らせてはならない！」

　ラナを追うバルバーニ兵の声が耳に届くようになり、彼女はいよいよ慌てて走り出す。右に左にと折れながらなるべく狭い隙間を抜け、どんどん峡谷の奥へと足を進めた。

　ラナがいるのは、ガフ・キャニオンの中でもキャンベル側から入ると一番険しい道のりを辿るルートだった。きちんと備えをした者でさえ、丸二日かけて越えることができるかどうかというところだ。もしもここを水や食料もなしに一日程度で渡る方法を知っている者がいるとすれば、それはハサン・キャンベルくらいだろう。

　やみくもに道を進んでいたラナは、ふと赤土の壁の足元に四十センチほどの小さな隙間を見つけた。迷わずそこへ身体を滑り込ませる。短いトンネルを這ってくぐり、膝をついて立ち上がった。

　そこは四方を高い土壁に囲まれた狭い部屋のような空間になっていた。周囲の喧騒も厚い壁に遮られ、シンと静まり返っている。

　ラナがくぐってきた隙間の向かい側には、彼女の背丈でようやく頭がつくかつかないかというくらいの高さの洞窟があった。ラナはしばらくそこで、バルバーニの兵士たちが過ぎるのを待つことにする。

（休める場所があってよかった。日が暮れるまで体力を温存して、暗闇に紛れてナバを目指したほうがいいかしら）

　洞窟は随分と奥行きがあるようだ。

　ラナは太陽の光が届くギリギリのところで留まり、腰を下ろして膝を抱えた。

　日陰にいれば気温は適度に温かく感じられたし、時折吹く風が頬に気持ちいい。

　肩にかけた古い布を胸の前でぎゅっと引き合わせる。昨夜着せられた純白のレースの衣はとっくに土や埃にまみれ、裾は糸がほつれて破けているところもあった。

　ラナは両膝の頭に額をつけ、小さく丸まって目を閉じた。

　バルバーニへ連れてこられてからというもの、一度もまともに眠れていなかったし、食事も喉を通らなかった。

（あとどれくらい頑張ったら、エドワード様に会えるんだろう）

　自分が思っているよりも肉体的な疲労が限界に近づいていたようで、ラナは急激な睡魔に意識を奪われそうになる。

　しばらくして彼女がほとんど眠りの誘いを受け入れかけたとき、洞窟の奥の暗闇の中でなにかがひっそりと動いた。それは素早くラナの背後に迫ると、彼女を背中から抱き込み、闇の中に引きずり込む。

　ラナはびっくりして瞼を上げ、拘束から逃れようと全力で身をよじった。

「急に兵士の数が増えたと思ったら、原因はお前か！」

　耳元で響いた声が彼女の抵抗を止める。ラナがぽかんと口を開けたまま固まっていると、その人物のほうが焦れったくなってしまったのか、大きな手のひらで王女をくるりと振り向かせた。

　ラナは呆然として瞬きを繰り返す。

　彼女が捕らわれたのは、なによりも望んだ男の腕の中だ。

　薄暗い洞窟の中で、宝石のように光る翡翠色の瞳がラナを見つめている。

「え……エドワード、さま……」

　ラナの身体からは急に力が抜けていき、彼女はふらふらとエドワードの胸の中に倒れ込んだ。エドワードはラナをひしと抱き留め、背に羽織っていた黒いマントの中にすっぽりと収めてしまう。

　彼はマントの下に普通の貴族男性のような装いをしていて、頭には社交界で流行りのカツラを被っていた。一応の変装だ。

　エドワードはラナを腕でぎゅっと自分の身体に縛りつけ、眉間に深い皺を寄せた。

「いいか、今回ばかりは本当に怒っているからな。なんなんだ、あの手紙は。ラナを死んだものと思えなどと、お前は俺を殺したいのか。俺がどれだけお前に惚れているか、教育が足りなかったと反省したよ。俺をこんなに骨抜きにしておいて、今さら逃げようだなんていい度胸だ」

　ラナは彼の温かい胸に頬をくっつける。

　説教でも文句でも、なんでもいい。死ぬほど恋しく思った声を聞いているうちに、これまでのすべての緊張が解けて子どものように声を上げて泣き出した。

「ふぇ……ごめ、ごめんなさい、エドワード様」

　好きになった女の子の涙に弱いこの王子は、ギョッとして目を丸くする。腹のあたりに必死にしがみついてくる小さな身体を強く抱きしめ、どうしたものかと慌てふためいた。

「なっ、泣くな！」

　なんとか絞り出したひと言がそれなので、相変わらず女の子を慰めるのは苦手なエドワードである。

「お会いしたかったのです。もう一度、エドワード様に。殿下に迷惑をかけてしまって、その上、あなたのもとへ逃げ帰ってはいけないとわかっていたけれど、でも、どうしても会いたくて……」

「みくびるな。俺がお前をそうやすやすと手放すはずがないだろう。だいたいお前は、俺のことが好きではないのか。なぜもっと俺を頼らないんだ」

　まさかラナは本当にエドワードが彼女のことを見捨てるなどと思っていたのだろうかと、彼は少しばかりふてくされた。けれど同時にこの姫君がちゃんと腕の中に帰ってきたことに安堵し、ラナの頭のてっぺんにキスを落とす。

　ここで巡り会えてよかった。

　愛しい娘をアルベルトに殺されてしまうのではないかと思ったとき、エドワードは今までにないほどの怒りに心を乱された。ラナを失ってしまうことを考えると、震えるくらい怖かった。

　エドワードが今、こうしてラナを抱きしめることができるのは、彼女が希望を捨てずにいてくれたからに違いない。きっと、これまでに経験したことのないような恐ろしさにひとりで耐えたのだろう。

　エドワードは泣き続けるラナを安心させてやりたくて、恐怖に強ばった身体を解すように額やこめかみや髪にキスをし、ゆっくりと顔を上げさせた。そして涙に濡れた頬に唇を寄せると、最後にしっかりと互いのそれを合わせて、長い長い口づけを交わす。

　離れていた時間の不安と恐ろしさを埋めるには、それだけではちっとも足りなかった。けれど、エドワードはどうしてもラナにかけたい言葉を閃いたので、鼻先の触れる距離で波打つ海の色の瞳を見つめて言った。

「ラナ。よく頑張ったな」

　彼にしてはなかなかいい出来ではあったが、ラナがその言葉にさらに涙を溢れさせたので、エドワードはもうなにも言わず、彼女が落ち着くまで絶対に抱きしめた腕を解かないことにした。




　ラナがようやく泣きやんだ頃、洞窟の中にふたりの男が入ってきた。エドワードの隣にぴったりとくっついて座っていたラナは、びくりと震えて顔を上げる。

　彼女たちに近寄ってきた男のうち、ひとりは王子の側近であるライアンだ。しかし、もうひとりの男のほうが問題だった。その男は赤いチュニックに黒のブリーチズという格好をし、背中にはバルバーニの陸軍兵士であることを示す深紅のマントを被っていたのだ。

　ラナは悲鳴を上げてエドワードのマントの中に隠れる。

「いやっ！」

　エドワードは子ウサギのように震えるしおらしいラナを心の内で非常に愛らしく思いつつ、深紅のマントの男を睨み上げた。

「貴様、ロロ。まさか俺の婚約者になにかしたのではないだろうな」

　ロロと呼ばれた男は、なんだか見てはいけないものを目にしたかのように、とても苦い顔をした。

　これが本当にあの、社交界の乙女たちになど見向きもせず、ナバの火竜と恐れられた苛烈な騎士の王太子であろうか。

　ライアンがやれやれと首を振り、エドワードのマントの下で怯えているラナに声をかける。

「ラナ様、ご安心ください。彼は私たちの騎士団時代の同僚で、ロロといいます。四年前から間かん諜ちょうとしてバルバーニに潜入している、ロイヤル・ナバの騎士でございますよ」

　ラナはエドワードの胸の中に身体を預けたまま、マントの合わせから顔だけをひょっこりと覗かせた。

　さっきは逆光だったこともあり気がつかなかったけれど、落ち着いて見てみると、その男は赤みがかったダークブロンドの髪に琥珀色の瞳を持っていることがわかる。

「あっ、あなたは……！　あのとき、皇子から私を救ってくれた方ね」

「覚えていてくださって恐悦です、王女殿下。ようやくのご挨拶となりますこと、どうかお許しください」

　ロロはバルバーニ兵士の指定のベレー帽を脱ぎ、王立騎士団の者たちがする仕草で王太子妃となる女性に敬礼をとった。

（それならこのロロも、エドワード様のご友人なのね。だから私を助けてくれたのだわ）

　ラナはもともとの人懐こさを発揮してホッと胸を撫で下ろし、すぐにエドワードのマントから出た。それからライアンとロロが王太子夫妻の前に腰を下ろすと、ナバの間諜は厳しい顔つきで話し始める。

「バルバーニの皇帝と皇子は、王女殿下を逃がすつもりはありません。峡谷の隅々まで捜索し尽くしても見つからなければ、そのままキャンベルへも攻め込みそうな勢いです」

　エドワードは眉間に皺を寄せて頷いた。

「やはり、このままラナを連れて帰れるほどうまくはいかないか」

　彼らと対面できたことで完全に気を抜いていたラナは、事態がまだ解決していないことを思い出した。

　大勢の兵士たちが血眼で探している今、たったの四人で峡谷を抜け、ナバへ帰ることは不可能だ。ラナが見つからなければ戦争が始まるだろう。

　彼女の表情が強ばったのを目ざとく捉え、エドワードがラナの肩を強く引き寄せる。

　ライアンがエドワードと同じ黒いマントの下から布袋を取り出し、中身を四人の真ん中に広げた。

「こちらのほうは首尾よく進んでおります。王女殿下には再三恐ろしい思いをさせてしまうやもしれませんが、予定通りに実行したほうがよろしいかと」

　彼が袋の中から取り出したのは、バルバーニの陸軍兵士の制服だった。ライアンとエドワードのふたり分が用意されている。

　彼らはきっとこの峡谷からひっそりと隣国へ潜入し、軍服を着て兵士に紛れ込むつもりだったのだ。今度こそバルバーニとの因縁に決着をつけるために。

　敏いラナは、それだけでライアンの頭の中にあるこの先の予定を悟った。

「私は、もう一度バルバーニへ戻ったほうがいいのね」

　彼女がぽつりと言うと、これを聞いたエドワードはすぐにラナを腕の中に抱き寄せた。

「ラナ、俺はお前を絶対に他の誰にも渡しはしない。必ず迎えに行く。お前は姫君らしく俺を待っているだけでいい。だから、どうか俺を信じてくれないか」

　エドワードの声は悔しさで微かに震えていた。彼がもしもただの男であったなら、ここでラナを手放したりはしなかっただろう。けれど彼らには一国の王子と王女として、国と民を守る義務がある。

　ラナはそれが怖くないわけではなかったけれど、エドワードのほうが不安に怯えているようだったので、思った以上にすんなりと引き受けられた。

　最初に攫われたときは、彼とはもう二度と会えぬ覚悟の道だった。けれど次は違う。エドワードが必ず迎えに来ると約束してくれるのだから、きっとそうなる。

　そう信じることを許されるだけで、ラナは何度でも強く立ち上がることができた。

　ラナが王子の胸の中でしっかりと頷くと、エドワードは彼女の顔を覗き込み、小さな鼻に誓いのキスを落とした。

「愛している。お前を、この世界の他の誰よりも。ラナが一緒にいてくれさえすれば、俺はこの先お前以外のものなどなにも望まない」

　エドワードに抱きしめられたまま、ラナは真正面で告白を受け止めた。翡翠色の目と見つめ合っているうちに頬がぐんぐん熱を上げ、ついに堪えきれなくなって顔を伏せる。

「こら、なぜ目を逸らす」

　真っ赤な顔をして俯くラナを、エドワードがすかさず追いかけた。

　ラナは蚊の鳴くような声で答える。

「は、恥ずかしいのです。エドワード様のことが、と、とっても、好きだなって思ってしまったから……」

　あの冷たい塔の部屋でなにもかもを失ったと思ったとき、それでも彼への思いを捨てきれないほど、自分がエドワードのことを好きになっていたのだと思い知った。

　そうまで自覚させられたら、大好きな人の目を見て抱き合うだなんて、はにかまずにはいられない。

　けれどエドワードにしてみれば、そんなことは今さらだった。

「俺が好きなら顔を見せろ」

　エドワードが無理に目を合わせようとするので、ラナは首を捻って逃げる。

「見ないでください」

「俺に命令するな」

　エドワードはラナの熱い頬を強引に両手で挟み込み、グイッと上を向かせる。それから火照った顔で困ったように眉を下げる彼女を見て息をのんだ。

「参ったな。かわいい」

　これを真剣な顔で大真面目に呟き、気の赴くままに命じる。

「お前も俺を愛していると言ってみろ」

「嫌です。お、お手紙の中でもう言いましたもの」

　たしかにラナは、親愛なる者に宛てる定型文的にそれを綴った。

　しかしエドワードはそんなことでは満足しない。

「あんなのは言ったうちに入るか！　だいたいあれはキティの字だろう！」

　言うまで離してくれる気配がないので、ラナは観念して仕方なく囁いた。

「す、好きです。お慕いしております」

　エドワードは口元にイジワルな笑みを浮かべる。

「それから？」

　ラナはしばらく逡巡し、しかしそれはどうしようもない事実だったので、正直に白状した。

「愛しています。世界中の誰よりも」

　この世で一番の幸せな男といった顔をしたエドワードが、ラナを思い切り抱きしめる。

　この世で一番の不憫な友人といった顔をしたライアンは、こめかみを押さえてため息を吐いた。

「殿下、いい加減終わりにしていただいてもよろしいですか。痒い会話を聞かされるこっちの身にもなりやがれってんだよ」
















第五章　想望の王子













　洞窟の奥でバルバーニ兵の装いに着替えたエドワードは、心許ない格好をしているラナに、自分が着てきた黒いマントを貸してやった。

　隊商と共に逃げ出したラナが、道中調達していたとしても不自然ではないような代物だ。特別高価なものでもない。ラナはとても寒そうに見えたし、エドワードは彼女の白い肌をこれ以上他の男には見せたくなかった。

「あ、そういえば」

　肩にマントをかけたラナが、ふと思い出したように呟く。そして白いレースの胸元をぐいっと引っ張り、大きく広げたそこに手を突っ込んでゴソゴソと中を探る。

　エドワードはギョッとしてラナの腰を攫い、無防備な彼女が部下たちの目に触れないように自分の身体で隠した。

「お前って奴は、いったいなにを……」

「これを、殿下にお渡ししなくてはと思っていたのです。一緒に拾った銀貨は使ってしまったのですけれど、なにかお役に立つかしら」

　ラナがそこから取り出してエドワードに手渡したのは、皇城内の船着場で拾った何枚かの書類だ。

　エドワードはそれを受け取り、サッと目を通す。それからすぐにライアンを振り返った。

「おい、これを見ろ」

　ライアンとロロもその紙を覗き込み、呆気にとられて目を丸くする。

「お、王女殿下、これをどこで……？」

　たまげた顔のロロに訊ねられて、ラナは多少臆して答えた。

「岬の陰の船着場よ。逃げてくる途中に、アルベルト皇帝が海賊船と取引をしているのを目撃したの。彼がそれを落としていったから、一応拾ってみたのだけれど」

　ライアンが真剣な表情で受け取った書類を読み込み、低い声で唸る。

「王女殿下、これは役に立つどころではありません。我々が必死になって得ようとしていたものですよ」

　そう言って、ラナが隠し持っていた紙の束から一枚を抜いて差し出した。

　彼女はキョトンとして目を瞬く。

「あら。あのとき皇帝がサインをした契約書ね」

　なんとラナが拾った中の一枚は、アルベルトの直筆サイン入りの取引成立の証明書だった。

　彼があのときサインを求められたのは二枚で、こちらは武器の売買についてのものだ。海賊が運んだ麻薬に対してアルベルトが報酬を支払った際の証明書は、あの海賊たちが持っていったのだろう。しかし、彼らが密輸入した南の大陸の葉の種類が一覧になっている資料の一部も混ざっているので、これは重要な証拠になるはずだ。

　あとは海賊が所持しているもうひとつのサイン入りの証明書さえ手に入れば、皇帝はこの取引に関してどうあっても言い逃れはできなくなる。

　エドワードが妻をぎゅっと抱き寄せた。

「お前はなんて素晴らしい王女なんだ！」

　なんとなく諸手を挙げて喜べないのは間諜のロロである。

「俺が四年かけてもお目にかかれなかったものを、たったのひと晩で……」

　彼の任務は、バルバーニ帝国の内部に潜入してこうした闇を暴くことだったのだ。

　この数日で様々なことを経験していたラナは、これがどれほど奇跡に近い出来事なのか、あまりよくわからなくなってしまっている。それよりも、ずっと気になっていたことをエドワードに訊ねた。

「あの、キティは無事に王都へ辿り着けたのですね？　ルザの怪我は大丈夫ですか？」

「ああ、もちろん。ふたりともピンピンしているさ。俺たちと一緒にバルバーニへ潜入したいと言って聞かなかったくらいだ。お前のあの書簡も、早速使わせてもらった」

「そうですか。よかった」

　ラナがしたいくつかの判断は、間違いではなかったようだ。

　彼女は少しだけホッとして胸を撫で下ろした。




　それからすぐに陸軍兵のロロがエドワードとライアンを連れ、峡谷で捕らえた黄金の髪の王女をバルバーニ軍にもたらした。

　バルバーニ兵に扮したエドワードがラナを洞窟で発見したという報せが届くと、峡谷中に散らばっていた兵士たちは皆安堵する。王女を取り逃がしてしまった場合の皇帝の怒りを想像し、誰もが背筋を寒くしていたのだ。

　兵士たちは一度セレナ街道へ出て、隊列を組んで帝都へ戻っていく。エドワードの後ろに続く兵士たちは、王女を腕に捕らえて誇らしげな彼の顔にはあまり覚えがなかったものの、きっとこの功績は高く評価されるだろうと思っていた。

　王女は怪しまれないよう、エドワードによって両手を背中で縛られている。しかし、彼はラナが痛くないよう随分気を使ってくれたので、無理やり拘束されていたときに比べると動きやすかったし、恐怖もほとんどなかった。

　夜空に星が輝く頃に城壁門へ辿り着くと、そこでは不愉快そうに顔を歪ませたフベルトスが待ち構えていた。ラナは彼に力づくで押さえつけられたときの恐ろしさだけは忘れられなかったので、反射的に身体を強ばらせる。

　フベルトスがラナにしたことをロロからこっそり伝え聞いていたエドワードは、怒りに燃える双眸をそっと伏せ、深紅のマントの中でラナを密かにぎゅっと抱きしめた。そしてフベルトスの前で馬を止め、ラナを抱えたまま飛び降りると、彼女の側を離れる際に耳元で低く囁く。

「忘れるな。お前は俺のものだ」

　ラナはハッとして微かに頷いた。

　それはもうラナを腹立たせる言葉ではなくて、彼女に勇気を与える魔法の呪文のようだった。

　フベルトスは妻にしようと定めた女にこんな屈辱を受けたのは生まれて初めてだったので、なんとしてでもスタニスラバの王女を屈服させなければ気が済まなくなっていた。父が愛用しているものと同じ種類の銃を手に取ると、銃口をラナに向ける。銃身の先を彼女の顎に引っ掛け、そのまま軽く持ち上げた。

　ラナの喉が無防備に晒される。

　フベルトスは片目を細めて彼女に迫った。

「選ばせてやる。ここでその白い喉を撃ち抜かれるか、俺への忠誠を誓うキスをするか。きみに与えられた選択は死か、永遠の服従だ」

　下がったところで兵士たちに混じってこれを見守っていたエドワードは、つい激情に駆られて飛び出しそうになった。隣にいたライアンが慌ててエドワードの足の甲を踏みつけ、激怒して震える彼を思いとどまらせる。

　ロロが四年かけて築いた信頼と王女確保の興奮のおかげでなんとか兵士として紛れ込むことができているけれど、エドワードが自らラナを抱いて送り届けたことだって、かなりの危ない賭けだった。これ以上目立つ真似は決してできない。

　銃口を向けられたラナは、フベルトスが不気味に感じるほど静かだった。

　彼女はこのような娘だっただろうかと、フベルトスは思う。どれほど銃を突きつけようとも、彼女の高潔な魂はなにか別のものに守られているかのように、弾丸では撃ち抜けない気さえする。

　ラナは前回とは違って、疲弊しきった悲しみに沈む青い目ではなく、何者にも侵せない底のない海に似たそれでフベルトスを見返した。

　皇子は不覚にも、一瞬怯んで息をのむ。

　王女は黙って地面に跪くと、フベルトスの赤いジュストコールの裾に唇を寄せてキスをした。しかし、それは彼の望んだものとはどこかずれていて、汚され痛めつけられて従う者の姿ではない。そうしていてさえ、ラナの所作には品位と威厳しか感じられなかった。

「ふん。興が削がれた。今夜は塔の上でせいぜい震えて眠るがいい。明日の夜になれば、きみはもうどうしたって俺から逃げられないんだよ」

　皇子がそう言い残して城の中へと消えたので、ラナは彼の言う通りにもう一度、あの南の塔のてっぺんに閉じ込められることとなった。




　小窓に見える東の空が明るみ始め、新しい日が訪れようかという時分だった。

　エドワードの言いつけに従って寝台の上でしっかりと休息をとっていたラナは、鉄のドアが小さくノックされる音に目を覚ました。左足に繋がれた鎖を引きずりながら近寄ってみると、床との隙間から白い紙が差し込まれる。ドアの向こうから、微かな囁きが聞こえた。

「殿下からのお手紙です」

　声の主は、おそらくこの時間で見張りを交代になったロロだろう。

　ラナは屈んでそれを拾い上げた。

　手紙はたったの三行で、エドワードがラナから譲ってもらった力を使ってこれから海に出るということと、彼がラナを愛しているということが綴られていた。

「殿下がお側におられない間、私が代わってお守りいたします。どうか彼を信じてお待ちになってください」

　ラナは一度ドアをコツンと叩くことでそれに答えた。

　誰かに見咎められてしまってはいけないので、ロロはそれから一切口を開かなかった。
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　バルバーニ帝国らしい薄い青空の広がった日だった。渇いた砂の大地には、乾燥した風と潮の香りが漂っている。

　いくつもの小国が加盟する巨大な帝国を結びつけているのは、かつてこの地を剣一本で統一した伝説の戦士の存在だった。貧しい平民の出身だったその男は、一代でバルバーニ帝国を築き上げ、そしてそれを一代限りで手放した。

　何人たりとも、己以外に縛られてはいけない。強さとは、財産や身分に囚われない、最も気高き自由である。

　それがその戦士の誇りだった。

　戦士が死してからは、彼の意思を継ごうという男たちが競って強さを求めるようになった。そして一番力の強い者が一国の王位を手にする。その強者たちの中でも最も力を持つ者が任命されるのが、バルバーニ帝国の皇帝だった。

　人は身分や性別や年齢を選ぶことはできないけれど、強さだけは、自分自身の意志と力で示すことができる。それは決して侵されることのない自由の象徴。

　この信念を元に繋がり合っているのが、かつての伝説の戦士が統一したバルバーニという帝国なのだ。




　その日の夕刻になると、ラナは真っ赤な薔薇色のドレスを着せられた。目に眩しいほどのドレスはかなり大胆なオフショルダーで、さらにラナの金色の髪はゴテゴテした重たい宝石と共に結い上げられている。

　なんでも今夜はこの皇帝の城に各国から貴族たちが集まり、帝国で流行りの仮面舞踏会が催されるそうだ。皆が様々に趣向を凝らした仮面で目元を覆い、普段は顔を合わさぬ別の小国の貴族たちと出会う。これが彼らの、年に二度しかない楽しみだった。

　ラナには黒い羽根のついた仮面が渡されたけれど、彼女の髪は北の大陸にはほとんどいないプラチナブロンドだったので、このようなものでラナの身元を隠すことはできなかった。

　仮面舞踏会は、城の裏手にある海に丸い日が沈むときを合図として始まった。

　舞踏の間は素顔を隠して自分を飾り立てた者たちで溢れ返り、流麗なワルツや軽快な民族音楽などが次々に演奏される。広いホールに灯された蝋燭は極端に少なく、仮面のせいもあって、暗がりに浮かぶ相手が誰なのかを特定するのはとても難しかった。

　けれど、僅かな明かりにも反射して輝く黄金の髪を持つスタニスラバの王女は、誰にとっても注目せざるをえない人物だ。

　フベルトスは、この夜会でラナをエスコートすると決めていたようだ。彼は黒を基調とした衣装を身に纏っており、差し色には赤を使って、ラナと同じ黒い羽根がついた仮面をしている。

「そうして着飾るとやはりきみは見栄えがするね。これからは毎日きちんと侍女に手間をかけさせ、俺のために美しさを磨くといい」

　フベルトスはラナの耳元に囁いたが、彼女は返事をしなかった。それでも今夜の彼はどこか不気味なほど上機嫌だ。

　フベルトスには妻が十人もいるというのに、なぜわざわざラナを連れて回るのかと、彼女は不思議に思っていた。しかし、会場でフベルトスとラナに行き合った者たちが皆ふたりにさりげない祝いの言葉を述べ、贈り物がどうとかという話をするので、ラナにもだんだん皇子の考えが読めてくる。

　身分を隠した仮面舞踏会で私事に関わる話題はご法度だから、誰も声を大きくしては言わない。でも、各国の王女を次々と側室に迎えるフベルトスが伴っている新たな異国の王女とあれば、考えることはひとつだった。

　ラナがそれに気がついたことを察すると、フベルトスは愉快そうに囁く。

「わかったかな。これはきみと俺の結婚のお披露目会でもあるんだ。舞踏会の最後には、皇帝がきちんと正式な声明を出してくれるからね。そしてきみはそのまま俺の寝室へ連れていかれる。エディ・バロンより先に俺と結婚してしまったら、きみはナバの王太子妃にはなれないね」

　彼はもはや、意地になってラナを手に入れようとしている。

　ラナは決して表情には出さなかったけれど、心の内ではひどく動揺していた。

　彼女はエドワードを信じて待つと決めている。でももし、本当にフベルトスの言う通りになってしまったら手遅れだ。

　当然、ナバでは重婚を認めていない。無理やりだろうと一度フベルトスと結婚させられてしまったら、バルバーニ帝国の皇帝が認めない限り離婚も不可能。

　フベルトスもそれを知っているから、今夜はこんなに余裕たっぷりだったのだ。

「言っただろ？　きみは俺のモノさ。もう逃げられない。今夜を迎えた時点で、エディ・バロンの俺への敗北が決まったんだ」

　ラナはそれに言い返してやりたかったけれど、エドワードが今この国にいることを知られてはいけないし、姫君らしく彼を待つと約束しているので、決して口を開かなかった。しかし、なんと言い返していいのかわからないというのも、揺るぎのない事実であった。

　仮面舞踏会の盛り上がりが頂点に差し掛かると、ホールの真ん中で隊列を作ってダンスを踊るのが恒例行事である。ラナは全然そんな気分ではなかったのに、勝ち誇ったフベルトスに押しやられてその中で一緒に踊ることになってしまった。

　彼はようやく手に入れることが叶う美しく高潔なプラチナブロンドの娘を、帝国の貴族たちに自慢したくて仕方がないのだ。

　ラナが隊列の中に組み込まれると、それからすぐに音楽が流れ始めた。皆が一斉にステップを踏む。妖しげな仮面舞踏会には似合わぬ軽やかなリズムで、誰とも知らぬ相手と手を合わせ、ときに近づいて身体を触れ合わせる。くるくると位置を入れ替わって、また別の誰かとペアになった。

（なんだか目が回りそうだわ）

　ラナは胸の奥の焦燥も手伝って、気分が悪くなってしまいそうだった。ただ慣れない音楽と踊りについていくのが精いっぱいで、彼女の周りの様子が少しおかしくなっていることに気がつかなかったのだ。

　ラナがふと顔を上げてみると、彼女の周囲だけ異常に隊列が乱れている。

（え、私？）

　ラナは自分がその原因なのかと思って一瞬慌てたが、そうではないことがすぐにわかった。ラナのダンスの相手をしている男だけが、ルールを破ってずっと彼女の手を握っている。ペアを交代するところになっても、無理やり割って入ってラナを別の男に譲ろうとしないのだ。

　ラナは少ない蝋燭に照らされた舞踏の間でくるくると目の回りそうなダンスを踊りながら、その男の顔を見上げた。

　男は黒に近い濃紺のマントを被っていて、その下にチラチラと覗く衣装も同じような色遣いだったけれど、暗いところに暗色なのではっきりと見えない。

　顔を覆う仮面はとても大きくて、彼の口元までもがその下に隠れていた。この蝋燭の薄明かりの下でわかることといえば、彼の髪の色がどちらかといえば暗めの系統だということだろうか。

「あの、あなたは……？」

　ラナは周りからの非難の視線に耐えかねて、彼女のパートナー役を独占する男に囁きかける。

　男は大きな仮面の下からほんの僅かに覗いた形のいい唇をイジワルそうに歪ませた。

「ようやくお気づきかな？　姫君。私はあなたを拐かしに参った者です。何度でも言わせていただくが、あなたは私のものだ」

　彼はそう言ったかと思うと、ひらりとマントを翻し、瞬きをするほどの間にラナを腕の中に攫ってしまった。

「怪しい男よ。何者だ？」

　それを見たフベルトスが、ラナを抱く謎の男に剣を突きつける。

　ホールには隅々にまで光が行き届くほどの明かりが急いで灯された。

　光の下に晒されてみると、その男の髪はブルネットで、大仰な仮面の下から覗くのは翡翠色の双眸だということがわかった。

　彼が羽織っているのは、隣国の王族を示すインディゴブルーのマント。その下に着ている衣装は、王立騎士団の一等騎士のみが纏うことを許された礼服だ。

　嗚咽を堪えて震えながら彼にしがみつくプラチナブロンドの少女を、男がマントの下にすっぽりと覆い隠してしまう。

　帝国の皇太子の妃となるべく娘を得体の知れない男に奪われ、夜会に参加していた貴族たちは突如として混乱に陥った。

　黒い羽根の仮面を外し、フベルトスが片方の目を細めて言う。

「その娘は第一皇子である私の姫君だ。さあ、貴様も仮面を外し、妻から手を離したまえ」

　ラナを左腕に抱いた騎士は、フベルトスの言い分をフッと鼻で笑い飛ばした。

「お前の姫だと？　おめでたい方だ。なにか勘違いしているらしい」

　片腕に姫君を抱き直しながら、大きな仮面に手をかける。

「本当にいいのか？　俺が仮面をとるときは、貴様らが化けの皮を剥がされるときだぞ」

　フベルトスが手に持った剣を振りかぶる。

　騎士はラナをしっかりとマントの中に守り、右手で仮面を勢いよく取り捨てた。
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　――時刻は仮面舞踏会の日の朝方まで遡さかのぼる。

　早朝の海上の空気は肺腑が痛くなるほど澄んでおり、肌を刺す冷気は独特の鋭さを持っている。

　エドワードはバルバーニの帝都からは少し離れた海岸で、小舟に乗って生まれて初めて海へ漕ぎ出した。ラナに統帥権を譲ってもらってからほんの少しの間も置かずにその権限を行使し、こちらへ呼び寄せた世界最強の軍艦へ招かれる。

　エドワードは一応、船に乗る海兵たちの新しい主君だ。彼は物珍しそうな視線を寄越す海兵たちに礼を言い、船室で待っていた王子と参謀総長に対面した。

　窓を背にしたソファに深々と腰をかけているのはバズ・カリムルーという男で、スタニスラバ王国の第二王子であり、王立海軍の将校でもある。妹と同じブロンドの髪に、涼しげな青い目を持っていた。

　その横に控えて立つのは、王立海軍参謀総長のヴィートという男だ。エドワードは彼になら以前にも会ったことがある。王女の目付役を兼任させられていたらしく、ラナの思い出話にもよく登場していた。

　ヴィートは王女をギルモア公国へ送り届けたとき、あわや彼女を盗賊に誘拐されそうになるという失態を犯しているが、ラナが彼のことをとても気に入っているので、エドワードはそのことを強く抗議するのを控えた。それに今となっては、責められるべきはエドワードのほうだった。

　バズはエドワードよりいくらか年が若かったが、長い脚を組み替え、冷めた色の瞳を細めて尊大に言い放った。

「で、きみ。俺のかわいい妹を誘拐されたって？　どのツラ下げて兄貴の前に立てるのか、俺には理解しかねるね」

　異国の王族同士の最初の接触にしては飛び抜けて礼を欠いたものではあったけれど、エドワードはこれに関して文句を言える立場にない。しかもラナにベタ惚れのエドワードなので、義理の兄に対して下手に出ないわけにもいかなかった。

　ナバの王太子が何度も謝罪をし、必ずラナを取り戻すことを誓うと、バズは憎々しげにぼやいた。

「だから俺は、妹をどこの馬の骨とも知れない異国の男に嫁がせるなんて反対だったんだ。いきなり嫁を攫われた第一印象最悪の男を信頼しろって？　俺、ラナを助け出してそのまま連れて帰ろうかな」

「いえ、ラナは俺の妻なので」

　エドワードがつい反射的に言い返してしまうと、バズは腹を立てて妹の旦那に飛びかかってきた。端整な顔つきをした線の細い王子だと思ったが、かなり俊敏な動きを見せる。

　ライアンが慌てて止めに入ったおかげで、エドワードは殴られずに済んだ。

「口を慎んでください、殿下。お前マジ評価最低なのはどうしようもないですよ」

　側近に低い声で咎められ、エドワードは自制しようと努める。

「まったく！　おい、聞いたか、ヴィート！　『ラナは俺の妻なので』だと？　信じられない、ラナはお前のものじゃない！」

　憤慨して地団駄を踏む姿は、かわいらしさは格段に違えど、さすがに血を分けた兄妹なのだと、エドワードは他人事のように思った。

　ヴィートが怒りに青筋を立てるバズを宥めるように言う。

「落ち着いてください、王子殿下。今はラナ様のためにも一刻を争うとき。そのような言い合いをしている場合ではございません。もしもナバの王太子殿がラナ様を救えないような輩なれば、このヴィートが黙っていないというもの。世界最強のスタニスラバ海軍を引き連れ、必ずや……おや、失礼」

　そんなこんなでやり取りはなかなか進まなかったけれど、行動を起こしてからは速かった。

　彼らはバルバーニ帝国の近海をうろついている海賊船を片っ端から取り調べ、四隻目で麻薬の密輸に関わっている者たちを捕らえた。その船に乗っていた海賊を縛り上げたエドワードは当初の計画通り、アルベルト皇帝の直筆サインが入った証明書を入手した。これで彼らの手の中には、皇帝と海賊の取引に関する一切の証拠が揃ったことになる。

　取引相手である海賊は特別アルベルトに忠誠を誓っているわけでもなかったので、戦場での鬼神のような姿のエドワードを目にし、早々に降参した。皇帝を裏切ることになる彼らの身の安全を保証される代わりに、ナバの王太子への絶対服従を誓う。

「我が国としても、このところオーロ海を騒がせている海賊船をそろそろ取り締まろうという話が持ち上がっていたところだったのです」

　決して微笑まぬ堅物のヴィートだが、ナバの王立騎士団の一等騎士たちの活躍には満足してくれたらしい。

「お前、随分いい腕してるな。ラナは剣術にも興味を持っていたから、教えてやったら喜ぶぜ」

　バズがエドワードの肩を組んで目付役には聞こえぬようひっそりと囁いたので、ラナのお転婆はきっとこの兄の影響なのだと、エドワードは心の中で合点した。
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　二本の剣が音を立てて交差し、舞踏の間に高貴な女性たちの悲鳴が響いた。

　仮面を取り去った男は向けられた剣を巧みに払い、第一皇子のフベルトスと距離を取る。しかし、彼らはすでに大勢のバルバーニ兵士に囲まれていた。

　青年は左腕にしっかりと姫君を抱え、右手に騎士の剣を持って、敵陣に囲まれたまま毅然と言い放つ。

「我が名はエドワード・バロン、ナバ王国アルレオラ大公！　姫を迎えに来た。ラナは俺の花嫁だ！」

　ホールにひしめき、端に避難している貴族たちの間でどよめきが起こった。

　たしかにナバの火竜と呼ばれる隣国の王太子は、ブルネットの髪に翡翠色の目を持つ精悍な騎士だという噂だ。しかし、ナバとバルバーニは長年犬猿の仲だったはず。なぜそのエディ・バロンが帝国の仮面舞踏会にいるのだろう。

　フベルトスがエドワードからラナを譲り受けたのだと思っていた者たちは、そのエドワードが名乗るのを聞くと、興味津々で陸軍兵士たちが作る輪の外側に集まってきた。

　もとより彼らとて若い頃は戦士として活躍した男がほとんどで、女たちの息子は戦場でナバの火竜と剣を交えている。好戦的な国民性も相まって、争いを恐れる人々ではなかった。

　その人垣を割り、円の中心に進み出てくる男がいた。皇帝アルベルトである。

「これはまた、珍しい客人ではないか。我が帝国へご旅行の予定がおありなら、声をかけてくだされば迎えをやりましたものを」

　仮面を外したラナが、エドワードのマントの間から顔を出して皇帝を見る。

　深紅のコートを羽織った彼は座していたときより上背と威厳があり、衰えはあるものの、やはり迫力を感じさせる体躯の戦士だ。右手にはラナに向けたあのマスケット銃を持っていた。

　エドワードがラナを抱き直し、彼女の頭をマントの中に引っ込める。

「お久しぶりです、アルベルト皇帝陛下。前回あなたにお会いしたとき、私はまだほんの少年でした。剣の達人と聞いておりましたのに、今はそちらに持ち替えられたのですか？」

　エドワードと距離をとって息子と並んだアルベルトは、愛用の銃を掲げてみせる。

「ええ。これはいい物ですよ。私と貴殿との距離でも、引き金を引けば一瞬で心臓を撃ち抜くことができる」

　ラナがマントの中でぶるりと震え、エドワードの心臓を守ろうとするかのようにぎゅっと身体に抱きついた。

　アルベルトがふと口元を歪める。

「その腕の中の小生意気な王女と共に、しばらくゆっくりと我が帝国に滞在されてはいかがかな。銃のことも、もっとよく教えて差し上げよう」

　皇帝が腕を上げると、エドワードたちを取り囲んだ兵士の円陣がひと回り縮まる。

「いえ、結構ですよ。このたびの小旅行は、あなたたちへの土産をお届けするためのものですから」

　エドワードがそう言ったとき、兵士の円陣の一部が外側から崩された。貴族の格好をしていた男たちが突然背後から襲いかかり、一気に中心へ攻め入ったのだ。

　エドワードの後ろへついた彼らは、そこで仮面を取り払う。それは王太子の側近であるライアンと、皇帝と取引をしているはずの海賊の幹部たちだった。

　もともと貴族である美男子のライアンの装いは様になっていたけれど、無骨な海の男たちには慣れぬ格好は多少無理があったようだ。仮面と共に、窮屈なコートやクラヴァットも脱ぎ捨てる。

　アルベルトの顔色が変わった。

「ほう。土産とは、この物騒な輩のことですかな」

「もちろん、それだけではありませんよ。あなたがその物騒な輩たちを皇城へ引き入れ、取引をしていた証拠もここに。入手経路は様々ですがすべて揃っています。あなたがサインをした麻薬密輸の証明書もね」

　再び会場にざわめきが起こった。

　皇帝が海賊を相手に麻薬と武器の取引をしていることは、城の中の一部の者しか知らない。普段各自の領地にいる貴族たちには、知る由もないことだった。

　戦士の誇りで繋がれた帝国の貴族たちに少しずつ皇帝への不信感が広がっていく。

　一瞬目を細めて表情を消したアルベルトだったが、すぐに余裕のある笑みを戻した。

「それがどうしたと言うのかね。ここは私の帝国だ。私が誰となんの取引をしようと、私の勝手。私が一番の強者だ。なにか問題があったかね？」

　皇帝が騒がしい周りの貴族に呼びかけると、辺りはしんと静まった。

　エドワードは黙っている。

　すると、彼らの背後からさらにふたりの男が進み出てきた。

「問題なら、ここにひとつございますよ」

　仮面舞踏会に集まった者の視線が一点に集中する。

　陸軍兵士の軍服に身を包み、肩にかけた大綬で軍務長官の勲章を佩用した男は、この帝国の誰もが目にしたことのある者だ。しかし彼は、あのような男であっただろうか。彼の立ち居振る舞いや声の響きは、もっと頼りないものだったはずである。

　バルバーニ帝国第二皇子のヴィルマー・ファルケンベルグは、ナバの間諜であるロロを伴って王太子の隣に立った。

　アルベルトが眉間に一本皺を刻む。

「ヴィルマー、貴様そちらでなにをしている。父親の私に楯突くつもりか？　気でも違ったのではないだろうな」

　幼い頃から高圧的だった父の威嚇を、息子は鼻で笑い飛ばした。そのままおかしくてたまらないというように肩を揺らす。

「今の私が気を違えているというのなら、それはもう二十五年も続いていることになる。あなたも兄上も、なにもご存知でなかっただけのことですよ」

　ヴィルマーという男はある意味でラナと似ていて、彼もまた仮面を被るのがうまい男だった。しかしそれはラナとは逆に、彼の家族を欺くためのものだ。

　ヴィルマーが片手を振ると、ホールの外の警備についていた兵士たちが中央に集まってきて、エドワードたちを囲っていた兵士を半円に押しやった。彼らは長い間、ひっそりと第二皇子を支持してきた戦士たちである。

「お忘れですか？　父上が私の部下たちに強いてきたことを、私はすべて記録しているのですよ。もちろんあなたの指示で。何度かは虚偽の報告書を作り、こうして私についてきてくれる部下を守りはしましたがね」

　ヴィルマーが手にした書類を天高く掲げる。

「あなたは誇り高きバルバーニの戦士たちに麻薬を使わせ、戦地へ送っている。長年繰り返してきた、兵士の身体や山の動物たちを使った研究の報告書もすべてここにある！」

　芯の通った強い声で叫んだヴィルマーが、手にした紙を後ろにいる貴族たちに向かってばら撒いた。彼の部下たちが残りの書類とその写しをホールの至るところで撒き、それを拾った者は次々と血相を変えて叫び始める。

「うちの息子の名前があるわ！　なんということをしてくれたの」

「元気だった息子が三年前に突然病死したのは、こういうことだったのか！」

「近頃、うちの領地に出ている赤いオオカミの正体はこれじゃないか！」

「うちの国は赤いオオカミを駆除してもらうために帝国へ加盟したんだ！」

「ああ、私の婚約者も載っているわ。彼は無事なの？　彼に会わせて！」

　舞踏の間は一気に混乱に陥る。皇帝派の者たちは暴徒と化す手前の貴族たちに詰め寄られ、状況を把握しきれずにいた。

　バルバーニ帝国が根底から揺らぎ始めている。

　彼らが誇りにしてきた強さとは、己の自由を守るためのものだ。それは何人にも侵されないもののはずだった。

　しかし今、その自由が最も誇り高き戦士によって奪われている。

　騒然とする会場の真ん中で、怒りの形相をしたアルベルトが手に持った銃を天井に向けて発砲した。

「黙れ！　何度も言わせるな、だからなにが問題だというのだ。私が帝国の覇者だ。そのおかげで貴様らは豊かな領地を得ているのだ！」

　悲鳴が上がり、それからまた会場は静まり返った。

　ヴィルマーが呆れたように息を吐く。

「まあ、あなたならそうおっしゃると思っていましたよ。一応、枢すう密みつ院いんによるアルベルト皇帝罷ひ免めんの書もありますが、必要ないですね」

　第二皇子は、大臣たちのサインが入った紙をロロに預けると、素早く一歩踏み出して剣を抜いた。閃光のような速さで父との距離を詰める。

　アルベルトは慌てて銃を構えたが、弾を装填する時間はない。ヴィルマーの剣が銃身を叩き割り、尻餅をついた皇帝の喉元に突きつけられた。

　第二皇子ははっきりとした意思の宿る鋭い淡褐色の双眸で、現皇帝を軽蔑するように見下ろす。

「たしかにバルバーニは戦士の帝国だ。しかしあなたはお忘れではありませんか？　『何人たりとも己以外に縛られてはいけない』という伝説の戦士の教えを。あなたはその銃に持ち替えたとき、剣と一緒に戦士の誇りまでも捨ててしまったのだ。剣を捨てた男に私は負けない」

　アルベルトの喉に少しだけ刃が食い込み、肌が裂けて薄く血が滲んだ。彼は死を悟って目を閉じる。

　しかし、ヴィルマーはかすり傷程度で剣を下ろし、三十五年もその強さで帝国を支配した父親に背を向けた。

「これで父上も納得なさるでしょう。あなたの負けだが、命を取りはしません。私は父上のような男にはならない」

　そして息をのんで彼の一挙手一投足を見守る帝国の人々に向かって、声高々と宣言した。

「三日後に新皇帝の戴たい冠かん式を行う。このヴィルマーが、麻薬に侵され傷ついた戦士たちを必ず家族のもとへ帰すと約束しよう！」

　一瞬の静寂の後、誰かがホッと息を吐いた。すると会場のあちらこちらから拍手が湧き起こり、それはどんどん大きな歓声に包まれ、皆が口々にヴィルマーの名を呼ぶ。

　成り行きを見守っていたナバの国の者たちも、ようやく肩の力を抜いた。

　エドワードはラナをマントの中から出してやり、ライアンやロロと顔を合わせる。彼らが以前から計画していたのはこれだったのだ。

　アルベルトを皇帝の座から引きずり下ろさない限り、カルダ山の悲劇は繰り返される。だから次にバルバーニを統治できる芯の通った男を、ずっと探していた。

　エドワードはヴィルマーと目を合わせた。ロロを通じた書簡のやり取りのみではあったけれど、互いを信頼の置ける者と認め合っている。今はまだ深い交流はないものの、彼らが心を通わせていくのも時間の問題だろう。

　そのとき、興奮する人々の中央で、ひっそりと身を守りながら逃げていこうとする者がいた。それを目の端に捉えたエドワードが、ラナをライアンに預けて素早く追っていく。他国のことには必要以上に手出しはせず、ヴィルマーにほとんどを委ねたエドワードであったが、これだけは譲れなかった。音の速さでフベルトスの背後に追いつくと、逃げる彼の足を払ってそのまま地面に押さえ込む。

「ひいっ」

　うつ伏せに倒れた男の背に乗り、髪を鷲掴んで頭を持ち上げ、その首に後ろから剣を回した。

「首を出せ。貴様だけはこの俺が絶対に許さない」

　喉元に鋭い刃を突きつける。

　エドワードにとって、このままフベルトスを剣にかけるのは造作もないことだ。この男がラナにしようとしていたことを思えば、それでも足りないほどの怒りが湧き上がる。けれど、戦場での冷酷な姿を恐れられたナバの火竜も、愛する妖精のいる広間で汚らわしい男の血を流させることは避けた。

　今のエドワードには、ラナだけがすべてだった。

「俺はお前がラナにしたことを決して忘れない。生涯ナバへ足を踏み入れるな。俺と妻の前に姿を見せるな。次に顔を合わせるときは、彼女が受けた屈辱と恐怖を、何倍にもしてこの俺がお前に思い知らせてやるときだ」

　エドワードはそのまま右手に持った剣を上へずらし、フベルトスの額に垂れる前髪を刃にかけて、彼の身体から離れた。

　フベルトスは恐ろしさに身体が竦み、床から起き上がれずにいる。

　エドワードが元の場所へ戻ってくると、ラナはすぐにその胸の中に飛び込んだ。

「エドワード様！　お待ちしておりました。きっと迎えに来てくれるって」

「本当か？　踊っているときのお前はかなり悲壮な顔つきをしていたが」

　ラナが若干痛いところをつかれて唇を尖らせると、イジワルな顔をしたエドワードは彼女の生意気な鼻をツンとつついてやった。それを見たヴィルマーがフッと息を漏らして微笑む。

　ラナはあの影のような皇子がこんなふうに様々な表情を見せるとは思っていなかったので、目を瞬いてヴィルマーを見た。

　ヴィルマーがラナに向かって戦士の最上級の礼をする。

　バルバーニ帝国の男が女性に跪くなど、これまで一度もなかったことだ。

「あのときはお助けできずに申し訳ありませんでした。しかし、王女殿下の皇帝への啖たん呵かは素晴らしかった。このような方が命を賭して選ぶお方なら、エドワード殿は信頼の置ける方なのだろうと、私はあれで今夜、ことを起こそうと決意したのです」

　ヴィルマーはずっとナバの王太子と書簡のやり取りをして今回の計画を持ちかけられてはいたが、これを実行するかどうかを決めかねていた。いずれ父を皇帝の座から引きずり下ろすつもりではいたけれど、まさか自分が次の皇帝になろうとは思っていなかったのだ。もしも失敗すれば自分の部下たちを救うことができなくなるし、エドワードをそこまで信頼していいものかどうか迷っていた。

「そうでしたの。けれどあなたが皇帝になってくださるなら、私も少しはこの国を好きになれるかもしれないわ。お隣の国ですもの、ひとつくらいはいいところを見つけられるわね」

　当然のことではあるが、ラナが暗に今のバルバーニを嫌いだと言うので、ヴィルマーは苦笑して頷いた。

「あなたは誠に聡明なお人ですね。しかしエドワード殿の前では、かわいらしい女性になるようだ。あなたたちがいつか本当にこの国へ旅行に来て、そうして笑ってくださるよう、私も精いっぱい努めます」

　これを受けたラナは、夫を見上げて得意げな顔をする。

　エドワードは彼女を左腕で抱き寄せ、頭のてっぺんにキスを落としてやった。

　彼の婚約者は、やはりとても賢明にアルベルトに立ち向かったのだ。ヴィルマーが感心するほどに。

　ラナがひとりきりでどれほど頑張ったのかと思うと、エドワードはこの先どんなにラナを溺愛しても、たった一度の生涯のうちでは彼女をかわいがり尽くせないかもしれないと、大真面目に心配していた。

　その頃、倒れ伏していた床から兵士に助け起こされた前髪の不格好なフベルトスが、憤慨して声を上げた。

「待て！　第一皇子はこの俺のはずだぞ。誰が腰抜けのヴィルマーを皇帝と認めたのだ！」

　ラナはすぐにエドワードに身を寄せる。

「腰抜けはどっちだよ。腰が抜けて立てないのはお前だろ」

　エドワードが怒りを通り越して呆れたように言うと、フベルトスは激怒して兵士に向かって腕を振った。

「なにをしている、お前たち！　貴様らの主君は俺の父のアルベルト皇帝ではなかったのか！　この異国の者どもを捕らえろ！」

　第一皇子の命令を受けた兵士たちはそれぞれが顔を見合わせてためらったけれど、さらにけしかけられて仕方なくエドワードたちを取り囲んだ。しかし及び腰でまったく戦意はない。

　ライアンが頭を振ってぼやく。

「まったく、なんて恥さらしな皇子なんでしょう。私の主君がまともに見えてしまう」

　エドワードはラナを左腕に乗せて抱え上げると、彼女を見上げてあることを閃いたように言った。

「そうだ、お前に見せたいものがある。待ちくたびれているだろうから、急ごう」

　それから右手に握った剣で弱々しく向けられる刃を巧みに捌いていき、舞踏の間の出口を目指す。

　バルバーニの貴族たちに様々に感謝の言葉を投げられ、戦意のない兵士たちに追われ、一行は城の裏手の岬へ出た。そこには城壁はなく、きらめく夜空の星を映して揺れる海がある。強い潮風が、ラナの金色の髪を攫った。

　エドワードはそこでラナを芝生の上に下ろしてやる。

　ラナは青い双眸をまん丸にし、目の前に浮かぶ船を見つめた。

　暗い海の上には、世界最先端の科学技術で眩しいほどの明かりを灯し、彼女たちを待っているスタニスラバ海軍の軍艦が三隻も停泊していたのだ。甲板からは多くの海兵がこちらに手を振っていて、中にはナバの騎士たちもちらほらと混ざっているようだ。

　エドワードたちを追って岬へ出てきたフベルトスが、怯えながら威嚇するように声を上げる。

「なんだこれは！　侵略行為だぞ、戦争を起こしたいのか！」

　彼は次にエドワードと目を合わせると殺されてしまうので、親切なライアンが答えてやった。

「指揮官のバズ王子は、妹夫婦を迎えに来ただけらしいですよ。なんでも、こちらへ旅行に来ていると聞いたそうで。まあ、あまり趣味のいい旅先ではありませんでしたね」

　エドワードはびっくりしているラナの手を取り、彼女の顔を覗き込んで優しく微笑んだ。

　ラナにとってみれば、もう二度と会えぬかもしれないと思っていた故郷の者たちとの再会だ。少々早すぎる再会ではあったけれど、この三週間で彼女の身には言い尽くせないほど様々なことが起こった。

「さあ、行こう。義兄上が待っている。一緒にナバへ帰るんだ」

　ようやくナバへ帰ることができる。彼女の大好きな、情熱と風車の国へ。

　ラナは嬉しさで泣き出しそうになりながらエドワードを見上げ、大きく頷いた。

「はい！」

　そしてなにを思ったのか、ドレスの裾を大胆に持ち上げると、そのまま岬の端に向かって走り出す。

　浜へ下りて迎えの小舟に乗るつもりだったエドワードは、ぐいぐいと手を引かれながら慌ててラナを止めようとした。

「おいおいおい、待てラナ！　俺は海になんて入ったことはない。船に乗るのだって昼間ようやく慣れたばかりなんだ。それをお前、こんな夜にいきなり……」

　そうしていろいろと言い訳をし、なんとか思いとどまらせようとしたが、結局間に合わなかった。

　ラナはエドワードの手を握ったまま、岬の先端から思い切り足を踏み出し、軽やかに海へと飛び込む。

　彼らが豪快な水しぶきを上げて着水すると、王女の常を知るスタニスラバの海兵たちは彼女の変わらぬ姿に笑い、振り回される王太子を見たナバの騎士たちは彼の珍しい姿に目を丸くした。

　エドワードは重たいドレスを着たラナの身体をしっかりと捕まえ、水の上に顔を出す。

　鼻の頭に皺を寄せる王子の顔を見て、濡れた髪をかき上げたラナが笑った。

「エドワード様は、海を泳いだことがないとおっしゃっておりました。どうですか？　初めてのことは楽しいでしょう」

「まったく、とんだお転婆姫だな」

　ラナの頬に張りついている長い金色の髪を避けながら、エドワードが文句を言う。

　ラナは彼の手を取り、翡翠色の目をそっと覗き込んだ。

「お嫌いですか？」

「……愚問だ」

　エドワードが水の中でラナの腰を抱き寄せると、彼女は王子の首に腕を回し、どちらからともなく口づけを交わした。

　びしょ濡れでキスをする恋人たちを見下ろして、船の海兵たちが口笛や歓声でそれを囃はやし立てる。

　星の浮かぶ波間で抱き合うふたりは、浜で待っていた小舟が騒ぎに気づいてそちらへ船を回すまで、ずっとそこで互いを見つめ続けていた。
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　それから五日後のことだ。

　そのような様々な経緯を知らないナバの城下町の人々でさえ、この日は特別なお祭り気分で目を覚ました。

　今日はナバ王国の王太子エドワード・バロンと、スタニスラバ王国の王女ラナ・カリムルーが、めでたく結婚式を挙げる日だった。

　国の英雄である騎士の姿はきっといつになく立派で精悍に見えることだろうし、金色の髪をした妖精のような少女はこの上なく美しいだろう。

　王都が朝から踊りや音楽で賑わう中、皆が城の中央広場へ向かう準備をしていた。

　そんな陽気なアルレオラの街を、初めて異国へやってきたバズとヴィートは、興味深そうに歩いて回る。彼らはせっかくラナたちをこちらへ送り届けたついでなので、王女の花嫁姿を見届けていくことにしたのだ。

　ラナの誘拐の知らせが届き、なぜかスタニスラバ海軍の統帥権を持った男に呼ばれて国を出たときは、本気で妹を連れて帰ろうと思っていたバズだが、案外すぐにエドワードやこの街のことを好きになった。心配している両親に妹がいかに大切に愛されているかを伝え、さらに異国の様子というのも教えてやろうと思っている。

　世界情勢が大きく動き出している今、絶海の強国であるスタニスラバとて、いつかは国を開かなくてはいけないだろう。そのとき頼りにできるのは、きっとナバのような国なのだ。

　街の一角で歓声が上がり、王太子夫妻の結婚を祝う大きな旗が揚げられた。それを立ててやったのは、赤いチュニックに黒のブリーチズ姿のバルバーニ兵である。

　彼らは先日皇帝となったヴィルマーの方針で、無理な侵略による領土拡大をやめ、これまでの行いで信頼を失った国々に傭兵として出向いて人助けを行っていた。自分たちで放った赤いオオカミを捕獲したり、農作業を手伝ったり、ときには子どもたちの遊び相手になったりもしている。

　まだまだ彼らを受け入れようとしない国も多いが、少なくともナバの国民たちは、少しずつ彼らを見直していこうという気持ちになっているのだった。




「ほら殿下、なにかお声をかけて差し上げてください」

　ぽかんと口を開けて固まったエドワードを、キティがちょんと小突く。

　城の一室では、王太子が花嫁を迎えに上がった頃だ。

　ふたりは中央広場で国民たちからの祝福を受けた後、国の最高権力者である王の前で永遠の愛を誓い合うことになる。

　しかしエドワードは、花嫁衣装のラナを前になにを言ったらいいのか見当もつかず、ひたすら息を吸っては吐き出していた。

　ラナはスカートがふんわりと広がった白いドレスに、繊細なレースでできたヴェールを被り、ティアラを頭にのせている。プラチナブロンドの髪はヴェールに包まれ、きらきらと薄く輝いているように見えた。

　妖精のように可憐で美しいと、エドワードはそればかりを思っていた。

「エドワード様はとっても素敵です。私、殿下に初めてお会いしたときからそう思っていたって、前に言ったことがありましたっけ」

　純白のドレスを身に纏ったラナは、王太子の正装をしているエドワードを見てはしゃいだように言う。

　エドワードはやっとのことで花嫁の手を取り、それをそっと引き寄せた。

「それは嘘だな。聞いたことがないぞ。お前は最初、俺を嫌っていたじゃないか」

「そうでしたか？　エドワード様に恋をする以前のことなんて、もう忘れてしまいました」

　ラナがそんなことを言って幸せそうに微笑む。

　彼女をひと目見たときから心を奪われていたのは、エドワードのほうだった。国のためだけにする結婚だと思っていたのに、いつの間にかラナなしではいられないのは彼であって、なによりも彼女の愛を独占したいエドワードのためにこの結婚があるのではないかと思ってしまう。

　エドワードはラナを強く抱きしめてそのまま無茶苦茶にキスをしてしまえば、彼がどれほど花嫁に惚れているか少しは伝わるだろうと思ったけれど、そうしようとした瞬間にライアンが部屋のドアを叩いて入ってきたので、中断せざるを得なかった。

「お時間です。お戯れは夜までお待ちください」

　出来のいい側近に連れられ、王太子夫妻は国民の待つ広場を見下ろせるバルコニーへと向かう。

　エドワードの腕に手をかけたラナが、隣を歩く彼を見上げて小声で囁いた。

「それなら、これは言いましたか？　エドワード様のことをとてもお慕いしています、って」

「それは聞いたな。しかし何度聞いても十分ではないと思う」

「そうですね。では思い出したときに言うことにします。あなたのことを愛していると」

「名案だ。それならいつもそう思っている俺は、生涯をかけてお前に囁き続けなければならないな。どんなときでも、ラナを世界中の誰より一番に愛していると」

　ライアンはこの囁き声に気づいてはいたが、振り返らないことにした。

　この幸せな夫婦は、国民よりも、国王よりも、誰よりも先に、お互いに永遠の愛を誓わなくてはいけない。

　エドワードが背の高い腰を屈め、ラナの薔薇色の唇にそっとキスをする。

「こういうのはどうだ。俺たちはこの先永遠に、互いを愛し合っていることにしよう」




　こうして、ふたりの結婚式は盛大な祝福を受け、ナバ王国の長い歴史の中でも特別に愛された国王夫妻になったという。

　それはきっと、政略結婚で出会ったふたりが、この国の峡谷に伝わる火竜と妖精のような、世界で一番の恋をしていたからだ。

　人々は王子様とお姫様のおとぎ話に似た恋を語り継ぎ、その上に自分もいつか世界で一番に愛する人を見つける日のことを夢に見た。

　国民が特に気に入りのいくつかのエピソードの中に、このようなものがある。

　結婚式の日の夜、舞踏会を抜け出した王子が、姫君にこう言った。

「俺はもう何日も、気の済むままにお前に触れていない。なぜ俺は俺の姫君に、思う存分キスができないのだ。このままふたりでどこかへ行ってしまおう。側近は文句を言うかもしれないが構わない。お前はもう、俺のものになってくれるのだろう？」

　姫君は彼女を腕に抱く王子を見つめ、幸せそうに返した。

「どうぞ、殿下のお気に召すままに！」
















特別書き下ろし番外編　灼熱の溺愛













　ラナは眩しい朝日を瞼に浴びてうっすらと目を開け、側に眠る夫に手を伸ばした。

　寝ぼけ半分の彼女に気がつくと、エドワードはコロンと寝返りを打ち、妻を引き寄せてしっかりと腕の中に閉じ込めてやった。

　ラナは全身が彼の温もりに包まれるのを感じ、ホッとしてまた眠くなってしまう。逞しい胸に額を預けて瞼を閉じると、エドワードがゆっくりと体重をかけてラナに覆いかぶさった。

「目覚めのキスをお待ちかな、姫君」

　声にイジワルな音を含ませて、王子が瞼に唇を押し当てる。

　ラナがキスに促されるようにして目を開けると、甘ったるい翡翠色の双眸がにっこりと微笑み、彼女の唇に口づけを落とした。

　エドワードはラナとのキスを好んだ。何度重ねても飽き足らないらしい。

　かじりつくような口づけに溺れるたびに、ラナはいっそのこと彼に食されてしまうのも悪くはないと思った。そうすれば、爪の先までエドワードだけのものになってしまえるのに。

　ラナはまだ寝起きで頭がぼんやりとしていたので、いつも通りに甘やかしてくる夫にされるがまま、顔中にキスの雨を受けていた。

　正式に彼の妻となってからの半年間、ラナの毎日はエドワードの愛で砂糖漬けにされている。彼の溶けてしまいそうなほどの愛情はラナの全身を絡め取り、決して抜け出せない砂漠の流砂のようにラナを深い蜜月の底に誘い込んだ。

（そうね。流砂というのはまるでエドワード様のことみたいだって、考えてしまったことは認めるわ）

　ふと昨日の出来事を思い出し、ラナはハッとして辺りを見渡した。

　ふたりで寝転んでもたっぷりと余裕のある大きな寝台には、異国らしい刺繍の施されたクッションが積まれている。くしゃくしゃになってしまったシーツも、朝からじゃれ合うふたりを隠す天蓋も、ナバの王城にある王太子夫妻の寝室のものではなかった。

　肌に触れる空気は冷たくて、エドワードが側にいなくては凍えてしまいそうだ。その反面、窓から差し込む朝日は容赦なく熱を上げ始めている。

（そうだわ。私、砂漠の国へ来たのだった）

　昨日の午後にこちらへ到着したばかりで、まだまだ見てみたいものがたくさんある。

　ラナは眠る前までのワクワクを思い出してぴょんと飛び起きようとしたけれど、彼女を組み敷く夫がそうはさせてくれなかった。エドワードのついばむようなキスは首筋を伝い、右肩を通って柔らかい二の腕に軽く歯を立てる。そして彼の唇が胸の上に移動してきたので、ラナは慌てて身体を捻った。

「だっ、ダメです。旅先で、朝から、そんな不埒なことはしません」

　うつ伏せになってエドワードの下から逃げ出そうとしたけれど、素早く脚を絡められ、厚い胸板がほんの少しのしかかってくるだけで、すぐに捕まってしまう。

「聞こえないな。都合の悪いことには耳を塞ぐ主義だ」

　エドワードが愉快そうに囁き、ラナの耳朶を唇で挟んだ。後ろから彼女の左手に手を重ね、指を絡めてシーツに縫いとめる。いたずらな右手はラナの身体とベッドの間に滑り込み、腹をなぞってその上の膨らみの片方を握った。

「あっ」

　ラナは慌てて胸の下に入ってきた手を掴む。エドワードをこれ以上調子づかせてはいけないので、甘い吐息を堪えて毅然とした声で言った。

「ダメです。いけません。旅行中は慎む約束なのに」

　彼の心ゆくままに愛されては、朝になっても寝台から起き上がれなくなる。

　エドワードは大抵ラナを気遣って加減してくれているようだったが、ときどき抑えの利かない夜もあるらしく、腰の立たない日をラナは何度か経験済みだ。

　当然ラナにとってはエドワードが唯一の相手なので他に比べる対象はなかったけれど、女の子を慰めるのが苦手な彼も、ベッドの中で女性を大切に扱って喜ばせることにかけてはきっと得意なのだと思う。毎夜ラナがヘトヘトになるまで様々なことを教え込んだ。

「おや。ベッドの上で俺に意見とは、生意気だ」

　エドワードが余裕の笑みをこぼし、ラナの白いうなじにそっと噛みつく。

　ラナはその体勢を不利と悟り、くるりと振り向いてエドワードと向かい合った。

　彼女が薔薇色の唇を尖らせて拗ねた顔を見せると、エドワードは上機嫌に微笑んで妻の朱に染まった頬にキスをする。

「ダメだってわかってるくせに、イジワルなのですね」

「お前はさっきから『ダメ』しか言わない。そう言われると、もっといじめたくなる」

　エドワードがシーツの上に広がる金色の髪をすくい取り、指先に絡めて弄ぶ。

「だって、エドワード様が話を聞いてくれないから」

「こら。俺に言うことを聞かせたいなら夫をなんと呼ぶべきか、この前の晩に教えてやっただろ」

　細められたエメラルドの瞳に見つめられると、ラナの頭は沸騰してしまいそうだった。そのまま彼に屈服し、すべてを支配される心地よさを、熱くなる肌が隠しようもなく求めている。

　しかし、今は反抗心を吸い取られてしまってはいけないので、ラナはエドワードの両目を手で覆い隠して言った。

「エディ。好きよ。だからどうか私をベッドから下ろして」

　エドワードはぷっと吹き出して笑い、身体を離すと、ラナの腕を優しく引っ張って起き上がらせた。それからふくれっ面のラナの小さな鼻をツンとつつく。

　その愛称で呼ばれ、さらに好きだと言われれば、たしかに彼が従わないわけにはいかない。

「俺も好きだよ。賢くてかわいい、俺の姫君」

　夫婦の間の主導権を握っているのはほとんどエドワードだったけれど、彼の望みはなによりもラナを大切にすることだったので、大体のところはラナの希望が通るのであった。




　北の大陸にある大国ナバは、バルバーニ帝国を越えてずっと東にある砂漠の国と国交を結ぶことになった。バルバーニとの間にあったセレナ街道がしっかりと整備され、帝国からさらに東へと伸びたのだ。交通量も増え、旅人や隊商が行き交い、貿易が盛んになった。

　それで友好の印にナバの国王が砂漠の宮殿へ招待されることになったのだけれど、バレリオ陛下は近頃些細なことで体調を崩しがちで、長旅は難しい。そういうわけで王太子が招待に応じることになり、当然彼が寵愛する妻も同伴である。

「エドワード様、今日はこれから街へ出かけるのですか？」

　ラナは夫の肩にマントを着せ掛け、鈴を転がすような声で訊ねた。

「ああ。国王陛下と共に視察さ。夕方には戻って、夜は歓迎の宴を開いてくれるらしい」

「そうなのですね。お気をつけて。お帰りをお待ちしております」

「明日もまだ忙しいが、明後日には少し時間ができる。俺はお前を一番に街へ連れ出してやりたいから、外出はそれまで待っていられるな？」

　エドワードが片眉を引き上げて試すように言う。

　彼には譲れないことがふたつあった。ラナが初めての街を歩いたときにするかわいらしい笑顔を誰よりも近くで見ること。そして、彼女の小さな手を引き、守ってやる役目を、自分以外の男には決して任せられないということだ。

　ラナは素直に頷いて頬を染めた。

「はい！　エドワード様とのお出かけ、楽しみにしています。今日は宮殿中を案内してもらって、異国の調度品や絵や書物を見る約束なのです」

　エドワードは背の高い腰を折ると、キラキラと光る快活な青い目の下にキスをして、ラナの頭をそっと撫でてやった。それからラナやキティやルザたちに見送られ、ライアンを伴って砂漠の宮殿の客室を出る。

　強い日差しの当たる渡り廊下を歩いていると、斜め後ろに続くライアンが小さく口を開いた。

「男の独占欲に随分とご理解のある奥方で、殿下はとても幸運ですね」

　ライアンの口調はひどく皮肉っぽかったけれど、幸せ盛りのエドワードにはちっとも痛くない。

「だろ？　俺はあいつを世界で一番かわいいと思う。その上、手を触れるのもキスをするのも、俺だけが許される。お前にも俺の幸せを分けてやりたいが、ラナばかりは譲ってやれないのが困ったところだ」

　エドワードが真面目な顔をして真剣にのろけるので、ライアンは喉から砂でも吐きそうになった。




　夕焼けが王の宮殿を茜色に染める頃、ナバの一行は大広間に通された。

　ラナはエドワードの腕に手をかけたまま、華やかな装飾の施された太い柱や、不思議な模様を描くタペストリーに目を奪われた。広い土地をいかした開放的な王宮の広間は、どこからどこまでが部屋なのかわからないほど大きい。

　ヴェールを被った女性たちが大皿いっぱいの料理を運んでいく。中央にはクッションが山ほど積まれたふかふかのソファが置かれ、ジャバール国王が横たわるようにして座っていた。

「ジャバール陛下、妻のラナにございます」

　エドワードの紹介を受け、ラナは胸の前で手を組んで丁寧に膝を折る。

「お目にかかれて光栄です、国王陛下。このたびはお招きいただきありがとうございます」

　鋭い鷹のような目をしたジャバールは、噂と違わぬ黄金の髪の王太子妃を見て、浅黒い顔にいっぱいの笑みを浮かべた。

「エドワード殿から聞いた通り、とても愛らしい女性だね。我が王国でゆっくりしていくといい」

　国王はラナの父とそう変わらぬ歳に見えたが、ゆったりとしたカンドゥーラの下に隠れた肉体は鍛え上げられ、濃褐色の瞳には迫力があり、グドラに覆われた黒い髪も艶やかだった。

　ジャバールが申し訳なさそうに肩を竦める。

「王女殿下に息子のシャヒーンを紹介したかったのだが、奴は奔放でね。また姿をくらませているらしい。王子には構わず、宴会を始めよう」

　ラナはエドワードに促され、ジャバールの声が届く程度のところに置かれたソファに腰を下ろした。ナバやスタニスラバでは座り慣れない低いソファだったので一瞬戸惑ったけれど、楽に足を伸ばしてしまうことにする。隣に座ったエドワードが、ローブの裾をきちんと整えてくれた。

　ナバの王太子夫妻が席につくと、ジャバールの合図で歓迎の宴が始まった。ライアンやルザやキティたちも一緒に快くもてなされ、次々に酒や料理が運ばれてくる。

　エドワードの周りには砂漠の大臣たちが集まり、新しく国交を結んだナバの話を聞きたがった。ついでに絶海の秘国スタニスラバと世界最強を謳われる海軍についても知ろうと、ラナにも多くの者が声をかけたがる。

　ラナはどんどん勧められる珍しい食事を喜んで口に入れたが、甘い果実の香りのする酒は舐めただけで酔ってしまいそうだった。

　強いアルコールに目を回すと、エドワードの大きな手のひらが肩を支える。手の中の酒も奪われ、彼がすべて飲み下してしまった。

「こら。お前にこの酒は無理だよ」

　エドワードにからかうように笑われ、ラナは熱い頬を膨らませる。

　十歳の年の差があるふたりなので、なにかと子ども扱いされるのはラナのほうだった。

　宴が深まるにつれてエドワードはジャバールと政治の話をするようになり、ラナは周囲にいた若い大臣たちから冒険話を聞くことにした。彼らは砂漠の軍の将校でもあって、数々の戦いで功績を上げて国王の信頼を得た出世組なのだという。

　若い男たちはラナでも飲みやすい酒をいくつか教えてくれて、ラナはエドワードへのちょっとした反抗心で、彼が気づかぬうちにそれらを飲んでいた。

　将校たちはラナの愛らしい笑顔や率直な反応にすぐに心を奪われた。彼らの知る限りの異国の話を聞かせてやろうとし、あることないことを自分の武勇伝として語った。

　ラナはそうしてどんどん酒を勧められ、熱心に相づちを打っているうちに、次第に酔いが回ってきて頭がぼうっとするのを感じる。先に暇乞いをしてもよかったのだけれど、もう少しエドワードの側にいたかったので、彼の耳元にそっと囁きかけた。

「エドワード様。ちょっとだけ、その辺りを歩いてきてもいいですか」

　ラナは中庭に続く広間の奥を指差す。太い柱が何本か立ち並び、月明かりの落ちる広い庭が見渡せた。

　エドワードはしばらく逡巡したが、ラナにまとわりつく将校たちから引き離す口実になると思ったので、許可を出すことにする。

「ルザとキティを伴って行きなさい。俺の目の届くとこにいろよ」

　ラナは人形のようにこくりと頷いて、ソファから立ち上がった。そして言いつけ通り、ルザとキティを呼び、宴の喧騒から少しだけ離れて庭のほうへ歩く。

　広間の賑やかさと、中庭の静けさの中間地点で、ラナは冷たい空気を肺腑いっぱいに吸い込んだ。

　頬に受ける風の香りが、ナバやスタニスラバとはまったく違う。熱い太陽の残り香と、澄んだ冷気が混じり合っていく。月と星は今までで一番遠くに見え、遮るもののない地平線を、自由な風がどこまでも駆ける。

「素敵な国ね、キティ。夜空の色まで違って見えるわ」

「はい、ラナ様。供の私たちまで歓迎してくださって、もうお腹がいっぱいです」

　ラナはちゃんとエドワードから姿の見える場所を選んで歩いていたのだが、ふいに太い柱の陰から急に手が伸びてきて、ラナの腕をガシッと掴んだ。

「きゃあっ」

　そのままぐんっと引き寄せられ、気がつくと背中を強く柱に押しつけられていた。

　ラナはびっくりして顔を上げる。

　暗い柱の陰でラナを取り囲むのは、先ほどの将校たちのうちのふたりだった。

「せっかくの宴なのですよ、王女殿下。もっと我々にお顔を見せてください」

　ラナの腕を掴む漆黒の目をした男が、うっとりしたように言う。

　ナバの一行は知らぬことであったが、実は砂漠の国では、高貴な女性と兵士たちの道ならぬ身分違いの恋が、異常に流行っている時期だった。兵士たちは憧れの女性をひと目見て、あわよくば声をかけたいと思い、望めるのなら手を触れたいと恋焦がれるのだ。

「なにをなさるのですか！」

「無礼者！　王女殿下から手を放せ！」

　キティとルザが慌てて将校たちに後ろから掴みかかる。けれどキティが男の腕に振り払われてルザのほうへ飛んできたので、彼はそれを受け止めてやらなくてはいけなかった。

「どうか我々に、施しを」

　その隙に、チェック柄のグドラを頭に巻いた将校がラナの顎を掴む。腕を掴んでいた漆黒の目の将校は、ラナの肘に恭しく唇を寄せると、そこから指先に向かって好き勝手に親愛のキスを落とした。

　顔にかかる男の息は酒臭かったし、アルコールに酔った男は細い腕を掴むときの力加減を誤っている。ラナの頭も酔いが手伝って混乱していて、うまく抵抗することができなかった。

　まさかエドワードがすぐ近くにいるところで、このように強引に迫られるとは思ってもみなかった。ナバではありえないことだ。

　ラナはすんでのところで無理やり首を捻り、頬へのキスを避けた。

　ようやく夫以外の男に触れられている状況を理解し始め、将校たちが恐ろしくなってくる。火照った瞳からブワッと涙が溢れそうになった。

　けれど彼女が泣き出す前に、顎を掴んでいた男の手が離れ、腕の拘束も解かれた。

「うわっ、痛え！」

　実際泣き出したのはラナに無体を働いたチェックのグドラの将校のほうで、腕を捻り上げられた激痛で目に涙が滲んでいる。

　腕を掴んだのはエドワードだった。特別力を入れているようには見えなかったけれど、将校は肩やら肘やらを痛そうにさする。

　王太子はまるで戦場に立ったときのように、翡翠色の瞳から一切の感情を消していた。彼がラナに向かって片手を差し出す。

「来いよ、ラナ」

　動揺して身体が竦んでいたラナは、エドワードにそう言われて、弾かれたように彼の胸の中に飛び込んだ。エドワードはしっかりと両腕でラナを抱きしめてやる。

　酔っ払ったふたりの将校は、ルザと、王子の側にいたライアンが取り押さえた。

「陛下に暇を告げておけ」

　エドワードはそれだけ言い残すと、ショックを受けて固まっているラナをなによりも優先し、彼女を抱え上げて広間を後にした。




　ラナはエドワードに抱かれて運ばれる間、将校の唇が触れた左腕をずっと手のひらで拭っていた。エドワードと使っている客室の奥にあるベッドに座らされてからも、必死になってそこをこすった。

　恐ろしさのせいか、指の先まで冷え切っている。

「こら。傷がつくから、やめなさい」

　ラナの隣に腰掛けたエドワードが、優しく彼女の手を取って止める。

　けれどエドワードはラナの左腕に触れることもなく、すぐに手を離してしまったので、ラナの両目にはまた涙がせり上がってきた。

　エドワードがぎゅっと手のひらを握りしめる。

「泣くくらいなら、俺以外の男に触れさせるなよ」

　エドワードは両腕を伸ばし、震えるラナを強く抱きしめた。ラナを胸の中に縛りつけるように、加減なしに引き寄せる。

　息もつけないほどきつく抱かれると、ラナは彼の強さと優しさに包まれるのを感じ、余計に涙が出そうだった。

　同じ男性なのに、力尽くに迫ってきた将校たちへの恐怖を、エドワードがちっとも感じさせないのはどうしてなのだろう。

「エドワード様。もう少し、力を緩めて……」

　しかし実際エドワードに全力を出されては、呼吸をするのもひと苦労だった。

　こういうとき彼女は、エドワードが普段どれほどラナのことを大切にし、傷つけないように加減して扱ってくれているのかを知る。

　エドワードはハッとして腕の力をほんの少し緩めたが、まだ拘束は解くことができなかった。ラナの首筋に鼻先を埋め、微かな苛立ちの残る声で呟く。

「やっぱりお前を腕の届く範囲より遠くへ行かせるのは間違いだった。もう俺の側を離れるな。ずっと俺の横にいればいい。いっそのこと、この腕で俺に縛りつけておいてやろうか。ラナは、俺だけのものなのに」

　エドワードはかつてのラナなら反発するような無茶苦茶なことを言っていたけれど、ラナは怒らなかった。

　自由を愛するラナも、今だけは、エドワードの束縛を愛おしく思った。

　ラナは夫の温もりに包まれて温度を取り戻した腕をゆっくりと動かし、エドワードの気持ちに応えるように彼の背中に手を滑らせた。

　けれどエドワードはラナの左腕が背に回されたのを知ると、びっくりして身を離す。弾かれたように顔を上げた彼の翡翠色の瞳はなにかを堪えるように歪み、呆然とするラナを映した。

　ふたりの間に沈黙が落ちる。

　先に目を逸らしたのはエドワードのほうだった。

「悪い。今お前に触れられたら、頭がおかしくなりそうだ」

　そう言ってベッドから立ち上がると、片手でブルネットの髪をくしゃくしゃに乱して背を向ける。背の高い彼の後ろ姿を瞬きもせず見上げるラナを、エドワードは振り返ろうとしなかった。

「今夜はもう休もう。侍女を呼んでくるから、先に寝支度をしなさい」

　努めて事務的な口調で言って、寝室のドアへ足を向ける。

　ラナは遠ざかっていく背中を見つめ、唇を噛み締めた。彼の言いつけにも従わず、そのままベッドに突っ伏してぎゅっと両目をつぶる。

　強烈な嫉妬を燻くすぶらせたエドワードは、これ以上の優しさをラナに向けてやる自信がなかった。大事にしたいと思うほど、他の男に手を出されれば、その記憶のなにもかもを塗り替えたいと思ってしまう。彼女に手を触れるのも、キスをするのも、許されるのはエドワードだけのはずなのに。

　エドワードは部屋のドアを開け、一度だけベッドを振り返った。

「ラナ」

　途方にくれたような声で妻の名前を呼んだけれど、ラナは顔を上げようとしない。

　エドワードは一瞬迷ったものの、ここにいては自分がラナを泣かせることになると思ったので、静かに客室を後にした。




　ラナは眩しい朝日を瞼に浴びてうっすらと目を開け、側に眠るはずの夫に手を伸ばした。

　けれど手のひらは冷たいシーツの上を滑るばかり。

　一度大きな目を開いて瞬きをすると、青い海のような瞳に溜まっていた涙がひと粒、こめかみを伝って枕に落ちた。

（エドワード様は、こんな私を嫌になってしまったのかしら）

　ラナはベッドから身体を起こし、誰もいない部屋を見渡した。

　今日もきっと暑い日になるのだろう。窓から射し込む日差しはジリジリと熱を上げ、皆をベッドの中から引きずり出そうとしている。それなのにエドワードのいない朝は、ひどく肌寒く感じた。

　昨夜のことをぼんやりと思い出すと、また泣いてしまいそうになる。

　まさかエドワードが、本当にラナのことを嫌いになるとまでは思っていない。彼が毎日ラナに注いでくれるたっぷりの愛情をちゃんと受け取っているつもりだった。それにもかかわらず、ラナがエドワード以外の男性にキスをされそうになっているところを見せてしまったから、さすがの彼もがっかりしたのではないかと思うのだ。

（私はもっと、自覚しなくてはいけないわね。私はエドワード様の妻で、エドワード様のことが大好きなんだって。自分で思っているよりずっと強く、彼に恋をしているみたい）

　エドワードはいつだって、彼のすべてを使ってラナへの思いを語ってくれる。

　ラナが公務で城を出るときには、いつもそわそわしながら彼女の帰りを待っているのだと、ライアンが教えてくれた。『お姿が見えないだけでアレですから、ラナ様に捨てられたら殿下は死んでしまうのでしょうね』とライアンは言っていたけれど、ラナだってエドワードが側にいてくれなくては困る。ひとりで迎える朝をこんなに寂しいと思ってしまうのは、エドワードのせいなのだから。

（たとえ嫌われてしまったとしても、いつまでもエドワード様のお側にいたいわ。そうと決まれば、私も気持ちを伝えなくちゃ）

　ラナは快活な青い目をしっかりと開き、勢いよくベッドから飛び下りた。

「キティ！　キティはいる？」

　寝室を出て、侍女たちに与えられた客室へ突進する。

　まだダークブロンドの髪を結ってもいなかったキティは、かろうじて侍女服を着ただけの姿で王太子妃を出迎えた。

　ラナはキティの両手を取り、顔を輝かせて詰め寄る。

「ねえキティ、エドワード様のお気に入りのラベンダーのドレスは持ってきていたかしら」

「いいえ。あれは殿下が、『俺の前だけで着ればいい』とおっしゃるので、お城に置いてきてしまいました。あのドレスを着たラナ様は本当に妖精みたいで、とびきりかわいいからと」

「あら、そうだったわね」

　ラナがシュンとして萎れると、キティは首をかしげて訊ねる。

「いかがなさいましたか？　なにか、お手伝いできることがありますか？」

　今朝、王太子つきの侍女たちは随分と早くに起こされていたので、エドワードがもう寝室にいないことは知っていた。そのため、まさかあのエドワードがラナを傷つけるようなことはしていないだろうけれど、昨夜のことでなにかあったに違いないとキティは思った。

「エドワード様が、私をかわいいと思ってくださる格好をしたかったのよ」

　ラナがいじらしく肩を落とす。

「まあ。それはお安い御用です」

　彼女と一番親しい侍女のキティは、ここを腕の見せどころと思い、ラナを部屋の中に引っ張り込んだ。




「とってもお似合いですよ、ラナ様」

「ほんとに？　これで大丈夫かしら」

　いつでも前向きで明るいラナも、エドワードのこととなると普通の恋する乙女のように弱気になるときがある。

　キティはそんな主人に微笑み、ラナの背中をそっと押した。

「絶対に大丈夫です。殿下は、いつでもラナ様のことを一番大事に考えていらっしゃるお方なのですから」

　ラナは早朝の残り香にひんやりと冷えた廊下に出ると、身支度を手伝ってくれた侍女たちを振り返った。決戦に挑むような面持ちで、両手にグッと力を込める。

「ありがとう、みんな。それでは、行ってくるわ」

「はい、ラナ様。王太子殿下はお昼からシャヒーン王子と外出なさると聞いていますが、今はまだ執務室にいらっしゃるはずです」

　ラナは彼女たちに手を振り、広い廊下を勇み足で歩き出した。

　砂漠の宮殿を訪れたナバの一行には、王太子夫妻の寝室と、側近や侍女たちの居室と、それから少し離れたところにあるエドワードの仮の執務室が与えられた。

　皆が寝起きするための客室が並ぶ廊下を歩き、突き当たりを左に折れると、エドワードが仕事をするために使っている部屋がある。

（昨夜は私もエドワード様も、きっと動揺していたのよ。ちゃんと話をすれば、あんなふうに拒絶されたりしないわ。多分）

　ラナは緊張して大きくなる心臓の音を聞きながら、廊下の角を曲がった。

　ふと顔を上げてみると、執務室の扉の前に立つ男の影がある。

　男はエドワードと同じくらいの年齢で、彼よりもっと色の黒い髪をしていた。ゆったりとしたねずみ色のカンドゥーラを着ていて、頭には異国らしいおしゃれな柄のグドラを巻いている。スッと鼻筋の通った端整な横顔と、鍛え上げられた肢体に目を奪われる。

　彼もラナに気がつき、彼女のほうに琥珀色の瞳を向けた。

「おや。宮殿に妖精でも迷い込んだかな」

　男は目をパチリと瞬き、廊下に佇む金色の髪の乙女を見つめた。

　彼女は砂漠の国の伝統舞踊の衣装を着ている。ラベンダー色の踊り子の衣装はラナの白い肌によく映え、淡い色のヴェールの奥には黄金の髪がうっすらと透けて見えた。腰にはコインや宝石で贅沢に飾ったスカーフを巻き、腕にも同じ飾りのリングをはめている。透ける生地のハーレムパンツは大胆にヘソを露出するようなものだったけれど、彼女の元来の気質がそうさせるのか、下品さは感じなかった。

　男は長い足ですぐにラナとの距離を詰め、戸惑う彼女をジッと見下ろした。

「妖精さん、その衣装をどこで手に入れた？」

　ラナは一応胸の前で手を組み、膝を折って礼をする。

「この国のシャヒーン王太子殿下が、贈ってくださったものです」

　それはラナたちが砂漠の国へ到着したときに、もてなしの品としてプレゼントされたものだった。ラナはまだシャヒーンとは顔を合わせていなかったので、近いうちに直接お礼を言わなくてはいけないと思った。シャヒーンがたまたまこの色の衣装を選んでくれていたおかげで、エドワードの好きなラベンダーの服を着ることができる。

　男はラナの答えにパッと目を輝かせた。

「やっぱりな。お前が噂の〝ラナ〟だな」

「え？　あっ、きゃあ！」

　彼はサッと片手を伸ばすと、ラナのむき出しの細い腰に腕を回し、そのまま軽々と小脇に抱え上げてしまった。

「なにをなさるのですか！　おっ、下ろしてください！」

　ラナの声が聞き届けられることもなく、男が執務室の扉を勢いよく開ける。

　国王への報告書を作っていたエドワードは、廊下が急に騒がしくなり、そうかと思えば断りもなしに部屋に侵入してくる者がいたので、驚いて顔を上げた。

　部屋の入り口に視線を向け、エドワードはさらに目を丸くする。ひどく扇せん情じょう的な格好をしたラナが、砂漠の国の王子であるシャヒーンに抱え上げられているではないか。

　エドワードは咄嗟に眉間に皺を寄せ、執務机から立ち上がった。

「俺の妻がなにか？　シャヒーン殿」

　シャヒーンは物腰柔らかで紳士的なエドワードの不機嫌オーラに多少面食らったものの、屈託のない笑みを浮かべて臆することなく言った。

「これがきみの嫁のラナだろう？　俺に譲ってくれないか？　この髪の色と同じくらい美しい黄金と交換しよう。滞在中、貸してくれるだけでもいい」

　エドワードは肩を怒らせ、腕を組んで毅然と反論する。

「彼女はいかにも俺のラナだ。気安く名前で呼ばないでくれるか」

　エドワードにとってシャヒーンの申し出は断ってやる価値もないほど受けつけられないことだったので、自分以外の男が妻を呼び捨てにしたことのほうが癇に障った。

　ラナは自分を小脇に抱えるのが王子のシャヒーンだと知って頭が混乱しそうだったが、それよりもムスッとしたエドワードのほうが気になった。

（こんなつもりではなかったのに！　これではなおさら嫌われてしまうわ）

　ラナはシャヒーンの腕の中でバタバタと暴れる。

「離してください！　私はエドワード様のものです！」

　無我夢中のラナが初めて自分からそのセリフを口にしたので、エドワードは翡翠色の目を点にして彼女を見つめた。

　踊り子の衣装を着た妻があんまりかわいくて、さらにそんな嬉しいことを言ってくれるので、彼はこっそり目の下を赤くする。そういう場合ではないのに。

　シャヒーンは見た目の可憐さに反して意外と暴れん坊なラナを見下ろし、宥めるように彼女を抱え直した。

「そうだろう、お前はエドワード殿の所有物だ。だから俺は主人に伺いを立てているのだ。俺の後宮へ入れてもいいかとな。お前の意思は関係ない」

　実際、王子のシャヒーンが欲しいと言って手に入らなかったものなど、これまでにひとつもない。特に女性に関しては。

　けれどラナは普通の王女らしくはない女性だったので、憤慨してシャヒーンを睨み上げた。

「まあ。私はそんなふうに取引されるための物ではないわ。私はナバ王国の王太子エドワード・バロンの妻です。私は私の意思で、エドワード様の隣にいるのです」

「お前は王子の俺に意見するのか」

「ええ、します。これはナバとスタニスラバとの間で決められた政略結婚で、その上私はエドワード様のことが大好きなのよ。他の誰にも入り込む余地はないわ」

　プンプン怒るラナを見つめていたエドワードは、つい綻んでしまった頬を隠すように、大きな手のひらで顔を覆った。柄にもなく照れながらも、いい加減別の男の手の中からラナを解放しなくてはいけないと思ったので、咳払いをして言い合うふたりに歩み寄る。

「ああ、シャヒーン殿。たしかにラナは俺の妻だが、所有物ではないよ。ラナは俺のもので、それ以上に、俺がラナだけのものなんだ。きみにはこの俺を敵に回してまで彼女を手に入れる覚悟はないだろう」

　ラナは身体に巻きつくシャヒーンの腕に抵抗するのをやめ、近寄ってくるエドワードを見上げた。

　彼はシャヒーンの前で立ち止まると、背の高い腰を折り、小脇に抱えられているラナと目の高さを合わせる。砂漠の太陽の熱い日差しを反射する、美しい宝石のようなエメラルドの瞳が優しく細められた。

　ラナの胸がきゅっと縮まって音を立てる。

「この世界に、俺以上にラナを大切にできる男がいるとは思えない。他の誰よりも、俺が一番に彼女に惚れているのさ。俺にはその自信がある」

　エドワードは背筋を伸ばし、シャヒーンと視線を合わせると、不敵に笑って肩を小突いた。

「俺はどうあってもラナを他の男にはやらない。俺から彼女を取り上げるのは不可能だよ」

　シャヒーンは興味深そうにエドワードの話に耳を傾け、それから深く頷いた。

「なるほど。ナバは情熱の国と聞いていたが、女にもそれほどの愛情を向けるのか」

「まあな。俺はラナ限定だが」

「我が国では気に入った女たちを後宮に入れて平等にかわいがってやるのだ。誰かひとりを寵愛すると女同士で争いが起こる。彼女たちの本気の争いはものすごいんだ。そんなことより、元気な世継ぎを産んでもらわなくてはならないからな」

　文化の違いはあるものの、シャヒーンは頭のいい王子だ。きちんと引き際を知っている。軽く笑うエドワードの態度の裏に、大国ナバからの本気の脅しを感じ取り、おとなしくなったラナを床に下ろした。

　ふと見下ろしてみると、ラナの丸い頬は真っ赤になっている。せっかく解放してやったというのに、ラナがモジモジしてエドワードと目を合わせようとしないので、シャヒーンはいたずら心で彼女の腰を引き寄せた。

　だってこの夫婦はよく考えてみたら、シャヒーンの前で堂々とのろけ合っているだけではないか。多くの側室を持たなくてはならない彼には縁のないことで、そんなふたりが少し羨ましくなるのも仕方がないことだった。

「だがエドワード殿の妃はなかなかかわいらしいな。俺はお前だけを溺愛してやるわけにはいかないが、気に入ったぞ」

　そう言って、キョトンとしているラナの頬に軽いキスをする。

　ラナとエドワードはお互い驚愕して目を剥き、口をポカンと開いた。

　シャヒーンは高らかな笑い声を上げると、ふたりに背を向けてヒラヒラと肩越しに手を振る。

「昼から予定していた街道の延伸工事の視察は時間を遅らせようか、エドワード殿。きみたちはまだまだ新婚のようだから」

　そして呆然としている王太子夫妻を残し、執務室を出ていってしまった。

　ラナはショックで目を見開いたままそっと片手を持ち上げ、頬に手を触れる。

（今、私は、王子にキスをされたのかしら。エドワード様の目の前で）

　ラナはエドワードだけを好きなのだと伝えに来たのに、これでは昨夜よりも状況が悪いではないか。

「ご、ごめんなさい！」

　ラナは頭を抱えたい気分になって、思わずエドワードの前から逃げ出した。

「あっ、こら」

　金色の髪の妖精はエドワードの横をすり抜け、部屋の奥にあるソファの陰に逃げ込もうとする。しばらく惚けていたエドワードも、ヴェールをなびかせる彼女を慌てて追っていく。追いかけっこをする猫とネズミのように大きなソファの周りをぐるりと二周し、エドワードはようやくラナを捕まえた。

「こら、俺がお前を逃がすと思ってんのか」

　後ろから伸びてきた両腕にぎゅっと抱かれ、ラナは観念して足を止める。胸の前に回された逞しい腕に手を触れ、困ったような顔をしてそれにしがみついた。

「まったく、お前って奴は。なんでそう、すぐに別の国の王子に捕まったりするんだ。おかげで俺はちっとも気が休まらない」

　エドワードはふてくされて文句を言いつつ、シャヒーンがキスをしたほうの頬をシャツの袖で拭ってやる。

　珍しくシュンと萎れて反抗しないラナが、エドワードに背中から抱きしめられたままいじらしく呟いた。

「でも私は、エドワード様だけが好きなのです。世界で一番に愛しています。今もそれを伝えたくて来たのに、うまくいかなくて……」

　言い訳のしようもないラナは、唇を尖らせて目に涙を浮かべる。

　エドワードはフッと頬を緩め、彼女の目元にキスを落とした。

　ラナがこんなふうに一生懸命思いを伝えようとするなんて、珍しいことだった。

　いつも必死なのはどちらかといえばエドワードで、昨夜のようにラナを閉じ込めて独占してしまいたくなることが、これまでも何度もあった。

　彼女は自分の妻になったのだから、夫以外の男には会わせず、もちろん触れさせず、危険なことから全力で遠ざけて、ずっと腕の中でかわいがっていてやりたい。けれどラナがそれを決して喜ばないとわかっているので、エドワードは自分の底なしの欲求を抑えようと日々努力しているのだ。エドワードがいつも頭の中で考えていることを知ったら、十歳も年下のラナは怯えて逃げ出してしまうかもしれない。

　エドワードには、ラナが思っている以上に彼女のことを愛しているという、絶対の自信があった。

　そんなわけで、両思いになってすら恋の歯痒さに身を焦がしているエドワードも、ラナだってときどきはこうしてエドワードのことに必死になるのだと知ると、急に気分がよくなった。

「姫君は、俺を喜ばせようとして、こんなそそる格好を？」

　エドワードがラナの耳元で低く囁いて、素肌の脇腹に手を触れる。ラナがくすぐったさに身をよじると、腰のスカーフにつけた飾りが揺れて音を立てた。心地いい午前中の日の光が満ちる執務室の中で、その音はひどく官能的に聞こえる。

「お前は俺を妬かせる天才かもしれない。これ以上ラナを好きになったら、そのうち独占欲で頭がおかしくなりそうだ」

　エドワードが掠れた声をラナの耳に吐息と共に吹き込んだ。

　ラナはぎゅっと両目をつぶり、背中を覆う広い胸に身体を預ける。

　彼の胸の中にすっぽりと包まれる瞬間が大好きだった。ラナだって、この場所を独占したいと思っている。

　彼女としてはもうなりふり構っていられなかったので、半ばやけになって繰り返した。

「私だって、他の誰よりもエドワード様が好きです。誰にも差し上げたくないもの。眠るときには側にいてほしいし、目が覚めたらキスをしてほしいわ」

「そうか。俺もお前に同じことを言いたいと思っていた」

　エドワードが笑いを堪えて囁くと、ラナが腕の中でくるりと向きを変える。

「結婚式の日の約束を覚えておいでですか？　思いついたときに何度でも、あなたを愛していると伝えると。けれどこんなに好きになってしまったら、それだけでは足りないと、わかってきたのです」

　エドワードはラナの小さな鼻をツンとつつくと、額を合わせ、目を見つめて、誘うように呟いた。

「なるほど。それはいい傾向だな、姫君。いつでもそう思って悩んでいた俺の気持ちを、ようやく少しはわかってくれたようだ。では、どうすることにしようか」

　ラナはエドワードの手を取ると、彼を引っ張ってソファに座らせた。自分はソファに膝立ちになり、エドワードの両肩に手をかける。そして夫をすぐ間近で見下ろし、彼の唇の上で答えた。

「キスをします。エドワード様だけに」

「それから？」

　今度は片方の手をエドワードの頬に滑らせる。

「触ります。エドワード様の頭がおかしくなっても、私の思う存分」

　ブルネットの髪に指を通すと、エドワードが心地よさそうに目を閉じた。

「俺はどうしたらいい？」

「抱きしめてほしいです。私だけを」

　エドワードは片腕をラナの腰に回し、彼の膝の上に引き寄せた。

　そうしておきながら、翡翠色の目をいたずらっぽく細めて彼女を見上げる。

「滞在先での不埒な行為は、俺の妻が許してくれないはずだったと思うのだが」

　ラナはむくれてエドワードの唇に噛みついた。

「イジワルなのですね。わかっているくせに」

　エドワードの首に腕を回して抱きつき、言葉では伝えきれない思いを込めてキスをする。

「俺を誘惑しようってのか？　そんなところに乗って、俺をこれ以上夢中にさせようなんて、本当に悪い子だ」

　エドワードは腰の上に跨がるラナの背に手を添え、しばらく彼女の出方を見てからかうように笑っていたけれど、キスが深くなるとそんな余裕もなくなった。

　熱い息を吐き始めたラナを抱きしめ、ソファの上に押し倒す。ラナの頭のヴェールを取り去り、金色の髪に指を絡めてから、彼のお気に入りの生意気な鼻にキスをする。

「どうやら姫君の口づけからは、俺のことが好きだと伝わってくるようだ」

　ラナはエドワードの頬に手をやり、彼の鼻にキスをやり返した。

「正解。今度はエディの番ね」

　見上げた先で、エドワードがとろけるような笑みを浮かべる。

　結局彼らは、言い尽くせないほどにお互いのすべてが好きなのだ。

「これは名案だ。俺たちはこの先、思いの数だけキスを交わすことにしよう」

　それから先、恋人たちの囁きは、眩暈のするような甘い触れ合いに取って代わった。

　ラナはそっと目を閉じる。

　ソファに倒れ込んでぴったりとくっつき合い、会話の代わりにもっと雄弁な口づけをしながら、王女はふと思った。

　おとぎ話の本の最後のページで、王子様とお姫様は、やっぱり幸せなキスを交わすべきなのだと――。





Ｆｉｎ．












あとがき




　こんにちは、ふじさわさほです。

　この度は『王太子様は無自覚!?溺愛症候群なんです』をお手に取ってくださり、ありがとうございました。




　今回作中で取り上げた火竜と妖精の伝説は、スペインのアストゥリアス地方にあるクエレブレと妖精シャナの伝承を元にしました。

　人間に恐れられる獰猛な竜のクエレブレは、強引な求婚者に追われて洞窟に逃げ込んできた金髪のシャナに恋をしてしまうそうです。クエレブレとシャナが暮らす洞窟の近くに行くと、彼らが幸せを歌う声が風の音や草木の囁きとして聞こえるのだとか。かわいいです。

　どうやら私は、神話や伝承や歴史に感じるのと同じ種類のロマンを、ファンタジーにも感じているようです。自宅の本棚にある特にお気に入りのファンタジー小説を並べてみると、古今東西さまざまであるのに、主人公はどれも女の子なのでした。

　少女時代のやわらかくてトゲトゲした感じって、今となっては触れることもできないファンタジーな感覚だと思うのです。冒険をして、恋をして、素敵な大人に成長しても、少女だった頃の記憶をキラキラした秘密のように隠し持っている女性を、いいなあと思ったりします。

　今後ベリーズ文庫のラブ・ファンタジーが、そんなすべての女の子のための小説でいっぱいになったら嬉しいですね。




　担当の倉持様と鶴嶋様、編集協力の妹尾様には心からの感謝を申し上げます。超絶美少女なラナを描いてくださったShabon様には、この場を借りて言わせてください。大ファンになりました！　また、今回はいつも私の執筆を応援し、ときにはいじける私を励まし、熱心なファンでいてくれる友人にもお礼を。刊行にあたりご尽力くださいました出版社の方々、家族、癒しの家猫たち、お礼を申し上げたい方はたくさんいますが、ページの制約のため、最後は読者の皆様に格別の感謝を申し上げます。

　ありがとうございました。またいつかお目にかかれることを祈って。





ふじさわさほ
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